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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■第一章　夏だ！　水着だ！　遭難だ！







　八月。季節は夏。

　高校二年の夏休みの真まっ直ただ中なか、オレこと倉くら田た優ゆう樹きは全長三四五メートル、乗客数二六二〇人の巨大豪華客船に乗っていた。

　今いる場所は、プライベート・プールだ。

　天井は全自動で開閉するようになっていて、現在は開放されている。

　この船は想像もつかないほどの金額を支払い貸し切ったため、他ほかに乗船している一般客の姿はない。

　なぜオレみたいな小市民がこんな場所で、昼間からデッキチェアに寝ころんでいるのか？

　その原因が隣に立っていた。

「ご主人さま、お暑くはありませんか。よかったらうちわであおぎましょうか？」

「……ありす、いい加減その『ご主人さま』って呼ぶの止めてくれないか？　お嬢さまのありすにそんなこと言われると、なんだか落ち着かないし」

　兎うさ月つきありすはオレの言葉に、視線をそらしほほを微かすかに染める。

　彼女は旧型の紺色スクール水着姿だった。

　胸には丸文字調で『ありす』と書かれており、腰からまく真っ白なエプロン、緩いウェーブのかかった長い髪にちゃんとメイドカチューシャをつけている。

　さらに肘ひじまでおおう白い手袋に、子供っぽい縞しま々しまのオーバーニーソックスをはいていた。

　ここにはそんな格好をしたありすと水着姿のオレしかいない。

「……そんなこと言われても仕方ないでしょ、こういうお役目なんだし。この前の騒動の罰で、ユウキに尽くさなくちゃいけないんだから」

　ぽつりと聞こえないくらいの声こわ音ねで呟つぶやき、ちらりとこちらを見てくる。

　オレはその真まっ赤かに染まったほほと胸の谷間から、思わず視線をそらしてしまう。

　その反応に、ありすは微笑ほほえみ、メイドとしての完かん璧ぺきな笑顔で接してくる。

「でもメイドというのも新鮮でこれはこれで悪くはないかも。ユウキの受けも悪くないしね。ふふふ、ワタシのスク水メイド姿がそんなに気に入ったの、ご主人さま？」

「ば、馬ば鹿か、そんなわけあるか。ってか、その呼び名やめろよ、頼むから」

　視線をあからさまにそらすと、ありすは微笑みながら言葉を続ける。

「いいえ、それはいけませんわ。ワタシは罪を償うためにご主人さまのメイドになったんですから、メイドがご主人さまをご主人さまとお呼びし、お仕えするのは必然。そう例えるなら、ワタシたちはハブとマングースのように、決して切っても切り離せない運命なのですから」












「それ敵対関係じゃね？　どう考えても主従関係じゃないよね！」

「何をおっしゃいます。ちゃんと食べる側と食べられる側に分かれているではないですか」

「たしかに！　あれ、もしかしてけっこう上う手まいこと言ってる!?」

「もちろんご主人さまが（性的に）食べられる側ですわ。じゅるり」

「こええぇよ！　そんな目でよだれをふくな！　近づくな！」

「ご安心ください。ご主人さまを直接襲ったりはしませんわ。脳内でご主人さまを女体化させ、触手で弄もてあそぶ妄想をするぐらいに止めておきますから♪」

「そんな想像されるぐらいなら、襲われたほうがましだ！　むしろ襲ってください！」

　オレはすぐさま土下座する。

　そんな姿を見て、ありすは楽しそうに微笑ほほえんだ。

　なぜ彼女がオレを『ご主人さま』と呼ぶのか？

　――ありすは約一ヶ月ほど前にとある事件を起こした。

　彼女が雇っていたメイド長、稲苗代いなわしろ梓あずささんにそそのかされて荷担したとはいえ、その罪は重い。

　その罰として一年間住みこみで、オレにメイドとして奉仕することになった。

　そのせいで愛め衣いと小さ夜よちゃんも一緒に住むと言いだし、現在は四人で同棲生活を送ってる。またありすは学校にも復学し、再び騒がしい学校生活を送るハメになってしまった。

　今回の船旅も、迷惑をかけた人たちにお詫わびがしたいとありすが招待してくれたのだ。

　おかげでこの旅行のために夏休みの宿題を前倒しでやらされた。

　しかし正直、もう誰だれもありすを恨んだり怒ったりなどしていないから、気なんて遣わなくてもいいのに。

「はぁ、分かったよ。もう好きに呼んでくれ。でも、その口調は止めてくれないか？　敬語を使われると他人行儀でイヤだからさ」

「たしかにそうね。ワタシも敬っていない相手に敬語を使うのは疲れたわ。第一ユウキみたいなダメ人間に敬語を使われるなら納得できるけど、使うなんて考えられないわ」

「やっぱり敬語を使って、神のように崇あがめ奉れ。これはご主人さまからメイドへの絶対命令だ」

「絶対拒否するわ」

「なんでだよ！　さっきまで使ってたじゃないか!?」

「恥ずかしくないの？　そうやって絶対的優位な立場から、女の子を物のように扱って？　本当にユウキってダメ人間よね。心の底から、哀れな人だわ」

「止めて！　そんなかわいそうな人を見るような目で見ないで！　切なさがバーストしちゃう！」

「しょうがないわね、それくらいのお願いなら聞いてあげるわ。かわいそうな人を哀れむようにではなく、ダメ人間をゴミのように蔑さげすむ目で見て欲しいってことね。……ところで、他ほかにして欲しいことはあるかしら？」

「ないよ。何もない。あっても、絶対にろくな目にあわないし。頼めば頼むほど扱いが悪くなるし、オレはこれでも学習する人間なんだ！」

「本当にいいの？　ワタシは猫又と犬神一族から、メイドをやるよう命令を受けているから、あなたが望めばどんなことでもするわよ。……それがワタシの罰だから」

　そんな風ふうに言われたら、どんな命令もできなくなる。

　なぜならオレはすでに彼女を許しているからだ。

　あくまでご主人さまとメイドごっこをしているのは、彼女の罪滅ぼし……悪い言い方をすれば自己満足に付き合っているに過ぎない。

「そっか。ならして欲しいことを思いついたら頼むよ。その時はよろしくな」

「ええ、分かったわ。あ、でも……」

　ありすはほほを赤く染め、口ごもる。

「もしそれがその、ちょっとＨな命令でも、ユウキにならワタシ……」

　ありすは顔を隠すようにうつむく。

「……ありす」

　ありすの真まっ赤かに染まったほほに、つい動揺してしまう。

　恥ずかしがっている彼女は視線をちら、とこちらに向けてくる。

（何か命令しろってか？　でもそんな事言われてもなー）

　何を言えばいいのか、急には思いつかない。

　考えたあげく、無難な事を頼んでみる。

「そ、それじゃ何かお願いしておこうかな。そうだな、ちょっと旅の疲れが出てきたし、マッサージとかお願いしようかな」

「マッサージね、わかったわご主人さま♪」

「って、おい、なんだよその手にあるものは」

　どこから取り出したのか、その手には、肌にぬりこむための瓶びん入りのオイルが握にぎられていた。

「ご主人さまには、気持ちよくなって欲しいから。だから、いいのよ……」

「って、何がいいんだよ、ありす!?」

「うふふふ、ご主人さま、かわいい……」

　ささやきながら、ありすは自分の胸の谷間にオイルを滴らせる。

　滑らかに一本の線となって落ちるオイルに濡ぬれ、彼女の体はなまめかしい光沢に彩られる。

「お背中、失礼しますね」

　わざと敬語で喋しやべりながら、彼女の肌が触れてくる。

　柔らかな胸が、水着越しとはいえ、背中に密着してくる。

　オイルに濡ぬれた胸が、上下に擦すられ、背中を刺激し揉もみしだいていく。

「ご主人さまの背中、すっごくおっきい……」

　艶あでやかな声でありすがささやいてくる。

　みみたぶに息を吹きかけるようにしながら、胸を押しつけてくる。

「んんっ、はぁっ……ご主人さま、気持ちいい……ですか？」

　体を動かし、胸で背中をマッサージしてくる。

「あ、ありす!?　そこまでしなくても。もういいよ、十分疲れは取れたから！」

「あん、ダメよご主人さま。動いちゃ……」

「ありす、もういいから！　もう本当に大丈夫だから！」

「大丈夫って言われても。ご主人さま……」

　唇を離し、潤んだ目で見つめてくる。

　熱い吐息が肌にかかり、そこから熱が広がっていくのが分かる。

「何が大丈夫なの？　こんなに、すっごく元気になってるのに……」

「いや、元気って何が!?　オレはその、大丈夫だから、そのっ」

「クス、いいのよ、ご主人さま。今の気持ちを素直に言っても……」

「あ、ああ、すごく良かったよ、ありす。だからもう……！」

「そうじゃなくて、気持ちよかった、って言って欲しいの。ありすの胸、すごく気持ちいいよ、って……」

　そう言って、柔らかな胸で、背中を刺激してくる。

　その刺激に、体をびくっと震わせてしまう。

「くす、ご主人さまって、恥ずかしがりやさんなんだから。すっごく気持ちよさそうな顔してるのに、言ってくれないし。……それじゃ、そうね」

　ささやいて、ありすは妖あやしく微笑ほほえむ。

「ご主人さまばっかり気持ちよくなって、ずるいから、ね。お願い？」

　そう言ってありすが、悪戯いたずらっ子のように小さく微笑する。

　そのまま、手に持っていたオイルをオレの手に滴らせ、その手を自分の肌に持って行く。

「今度はワタシを気持ちよくして……ご主人さま」

「えっ、ええっ、何でそんな!?　べ、別にそこまでしなくても」

「いいの、我慢できないの。だから、お願い……熱くして？　ワタシをもっと。ご主人さまの手で」

「ありす……」

　濡ぬれた瞳ひとみでオレを見つめるありす。

　その目に引きつけられるように、彼女の肌に手を伸ばしてしまう。

「ンンッ……ぁっ」

　滑らかなお腹に手を触れる。やわらかな感触に、触れた瞬間にびくっと反応してしまう。

「ありすの肌、すっごくやわらかい……」

「いいのよ、もっと強くしても。だって、この体も心も全部……ご主人さまのものよ」

「ありす……っ」

　熱い吐息に、その言葉に、つい強く指を動かしてしまう。

　二つの隆起したふくらみに指をかけ、マッサージのはずなのに、形を変えるくらいふにょん、と揺らしてしまう。

「あっ、ごめん、ありす！　変なとこに触っちゃって」

「いいのよ。もっとして、ご主人さま……ぁっ」

　熱い瞳でオレを見つめるありす。

「ご命令を、ご主人さま……ワタシに、もっと……」

「ありす……」

「いいのよ、ご主人さまなんだから。もっと命令して……？」

　ありすのおねだりに、熱い吐息に、とけそうになる。

（そうだ、オレはご主人さまなんだ。ありすのたった一人の、主あるじなんだ！）

　そう思うと、彼女の体を触れる指に、さらに力が入る。

「あんっ……そんなに強くしちゃ……」

　震える体にさらに強く触れる。

　そうだ、この体はオレだけのものだ。

　やわらかな肌、色っぽい首筋、全てオレだけのものだ。

　オレだけの手によって奏でられる楽器のように――

「いいのよ、ご主人さま、もっと……」

「ああ、いいぞ、もっと声をあげて……！　いいぞ、素晴らしい！　ありす、君はなんて最高な――ＡＵＴＩッ！！！」

　突然、尻しりに衝撃を受け空中を舞い、頭からプールに落ちる。

　前後不覚になりながらも、体勢を整え水面に顔を出す。

「げほ！　ごほ！　な、なにしやがる！　ご主人さまの邪魔をするとはなにごとだぁぁっッ！」

「誰だれがご主人さまですって？」

　プールサイドに猫ねこ柳やなぎ愛め衣いと戌いぬ威い小さ夜よちゃんが立っていた。

　愛め衣いはハチミツ色の髪をツインテールに結び、首には鈴付きチョーカーをつけている。

　目つきは鋭いが、職人が丹誠こめて造りあげた一級の芸術作品のように美しい少女だ。美しすぎて大人おとなびて見えるが、体の一部、胸が小さい幼児体形のせいでその雰囲気は相そう殺さいされてしまっている。

　彼女はなぜか体を隠すようにサイズの大きいＴシャツを着ていた。

　その彼女の隣に立つ少女は、愛衣の親友の小さ夜よちゃんだ。

　腰まで届く髪は黒真珠みたいに艶つやを持ち、夏日を浴び眩まぶしく輝く。生まれたばかりのようなきめ細かい肌を薄紅色に染め、垂れた瞳ひとみが彼女の幼い顔をさらにきわだたせる。

　愛衣がキレイ系なら、小夜ちゃんは可愛かわいい系に分類できるだろう。

　さらに彼女には男の目を引く部分がある。

　それは胸だ！

　彼女の胸は中学生としてありえないほど大きい。

　なぜか彼女も愛衣と同じで体を隠すようにＴシャツを着ている。だが、それが逆に胸を強調する！

　シャツを下から押し上げ、胸元に影を作る。

　体を動かすたび『ぽよよ～ん』と柔らかい効果音と共に揺れ動くのだ。

　年上が好みのオレでも、思わず前屈かがみになりそうな威力を保持している。

　そして、この目の前に立つ中学二年生、今年で十四歳になる二人の少女たちはオレの婚約者なのだ。

　なぜ、この二人の婚約者になったかというとそれには深い理由がある。

　オレは偶然彼女たちが、猫又一族と犬神一族の妖あやかしだという秘密を知ってしまった。

　そのせいで彼女たちから結婚するか、殺されるかの二択をせまられた。

　オレは結局どちらも選べず、二ふた股またをかけてしまう。

　しかし、そんな歪いびつな関係が長続きするはずもなく、二股をかけていたことがばれ愛衣と小夜ちゃんを酷ひどく傷つけてしまった。

　二人はそんなオレを許してくれた。

　だが、その条件として、いつか絶対にどちらかを婚約者にすると約束させられたのだ。

　現在は答えを保留にしているため、二人とも仮婚約者の扱いになっている。

　彼女たちもこの豪華客船に招待されていた。

　オレは頭上に広がる空より、青ざめた顔で訂正する。

「い、いえ、何でもないです。ちょっと夏の暑さにやられて、我を失っちゃったっていうか……」

「でも、夏の暑さにやられていたとはいえずいぶん楽しそうでしたわね。なんでしたら、私が続きのお相手をいたしましょうか？」

「いえ、もう本当に勘弁してください……」

　愛め衣いも小さ夜よちゃんも笑顔を浮かべているが、目は少しも笑っていない。

　背後に阿あ修しゆ羅らだか、仁王像だかの幻が陽炎かげろうのように揺らめいている。

　その二人のさらに後ろで、さきほどまで色っぽくもだえていたありすがニヤニヤと意地の悪い笑みを浮かべていた。

「！」

　その笑みの意味に気付く。

　つまり彼女は二人がここに来ていることを知ってて、オレにＨな命令をするよう仕向けたんだ！

　騙だまされた―――――！！！

「本当、ご主人さまの困った顔はゾクゾクするわ」

「ヘンタイ！　ヘンタイがあそこにいるよ！」

「ヘンタイはあんたでしょうが、このダメ人間！」

　ゴス、と愛衣に頭を踏まれる。

　頭を抱えプールの中で悶もん絶ぜつする。

　そんなオレに愛衣が告げる。

「さて、それじゃ優ゆう樹きには罰としてモノマネをしてもらいましょうか」

　イヤだな～。みんなが笑うまで寒いモノマネとかさせられるのかな……。

「プールの底でわたしがいいと言うまでフナムシのモノマネをしなさい」

「それって死ねってこと!?」

　それは罰ではなく、処刑方法と言うんじゃないだろうか？

「愛衣ちゃん、いくらなんでも優兄さんにフナムシのモノマネをさせるなんて失礼ですよ」

「さすが小夜ちゃん！　君こそオレのビーナスだ！」

「優兄さんにはプールの底で珊さん瑚ごのモノマネをしてもらいましょう」

「どっちにしろ死ねと!?」

　ま、まずいこのままではプールで溺でき死しさせられてしまう！

　と、二人の婚約者たちからの罰ゲームに怯おびえていると、救世主が顔を出す。

「へぇ～想像してたよりずいぶん広いんだな、ここ」

「そうですね。プールだけじゃなくサウナまであるみたいですよ」

　最初に入ってきたのは、愛衣の保護者で喫茶店『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』のオーナー兼パティシエの猫びよう桐どう茜あかねさんだ。

　茶色の髪を少年のように短く切り、眩まぶしそうに手のひらをかざし太陽光から逃れる。

　髪形や言動は男勝りだが、手足は長く、胸もその辺のグラビアモデルなんかに負けないほど大きくスタイルがいい。

　水着は赤に近いオレンジ色のビキニで、下は長いパレオを身に着けていた。

　彼女も愛め衣いと同じ猫又だ。

　その隣を歩く眼鏡めがねをかけた青年は、小さ夜よちゃんの叔父で犬神の戌いぬ威い賢けん悟ごさんだ。

　初めて賢悟さんの水着姿を見た。

　普段は衣服を着ているせいで分からないが、贅ぜい肉にくなど一グラムも無い引き締まった体をしている。

　オレはプールから上がり二人に駆け寄った。

「た、助けて茜あかねおばさん！　幼なじみとその親友で婚約者の二人に殺される！」

「誰だれがおばさんだ！」

「ぐぼぐぐぶぼらぁあぁッ！！？」

　再びプールに蹴けり飛とばされる。

「たく何度言えば覚えるんだ、この脳みそスポンジ人間は。それと愛衣、小夜ちゃん。いくら貸し切りだからってはしゃがない。転んで怪け我がするよ」

「だって茜さん！　優ゆう樹きが！」

「愛衣、返事」

「……はーい」

　と、渋々といった様子で返事をする。

「ふん、小夜ちゃん、あっちに行ってジュースとってこよう」

「愛衣、ついでにあたしの分も持って来て。ビールね、ビール。ツマミもあったらお願い」

「ビールはあると思うけど、ツマミなんてあるの？」

「冷蔵庫にあったはずよ。説明が面倒だし、一緒に行きましょう」

　スクール水着メイドのありすが、愛衣と小夜ちゃんを先導して、備え付けのラウンジへと向かう。

　茜さんはテーブルにある雑誌を手に取り、デッキチェアに寝ころびページをめくる。

　愛衣、小夜、ありすはカウンターを越えて中に入ると、冷蔵庫を物色。

　壁一面に並ぶグラスから好きな形を選び、かしましく飲み物をそそぎ始める。

　そんな光景を眺めていると、声をかけられた。

「ごめんね、優樹くん。小夜が迷惑をかけたみたいで」

　振り返ると、プールの縁に戌威賢悟さんが立っていた。

「いえ、さっきのはどう考えてもオレが悪いんで」

「そう言ってくれると、助かるよ」

　オレはプールからあがり、縁に腰を下ろす。

　男二人ならんで、愛衣たちを眺める。

　不意に賢けん悟ごさんが口を開いた。

「もう三ヶ月か」

「？」

「いや、優ゆう樹きくんが小さ夜よの正体を知って婚約してからさ」

「そうですね。だいたい三ヶ月ぐらいですね」

「もうそんなに経つんだな。そう考えると優樹くんは凄すごいね」

「何がです？」

「叔父の僕が言うのもなんだが、小夜は同世代の女の子の中でも可愛かわいいだろう？　愛め衣いちゃんだってそうだ。なのに優樹くんはそんな可愛い女の子たちからせまられても、まだＨなことをしていない。しかも、最近はありすちゃんみたいなキレイな子にもせまられているのに。もし僕が同じ立場なら、耐えられるかどうか……。その忍耐力には脱帽するよ」

「そんなこと無いですよ。きっと賢悟さんもオレの立場だったら、『ちゃんと答えを出すまでは手を出さない』ってけじめをつけますって」

「あははは、優樹くんが言うと説得力があるな。……君になら小夜を任せてもいいかもしれないな」

「け、賢悟さん!?」

「僕だって分かってる。このまま小夜にべったりってわけにはいかないって。でも僕にとって大切な子だから、ついつい近寄ってくる男にはちょっと辛つらく当たっちゃうんだよね」

　斧おのや大鋏ばさみで殺害しようと追いかけてくるのは、ちょっとの範囲をいちじるしく逸脱している気がするが……。

「でも、いつかは手を離れて嫁に行く。それなら優樹くんみたいな心根の真面目まじめな人になら任せても、って思ってね。ああ！　ごめん、なんかしんみりさせちゃって。歳としは取りたくないね。ついつい将来の心配ばかりしてしまう」

「いえ、そのありがとうございます」

　オレと賢悟さんの間に男女の愛とは違う、男同士の絆きずなみたいな熱い空気がただよう。

　そんな会話をしていると、愛衣と小夜ちゃん、ありすが手に飲み物とツマミを持って戻ってくる。

「そういえば二人は、いつまでシャツを着ているの？　水着は着ているんでしょ」

「そ、それは……」

「そうなのですが……」

　ありすの指摘に、二人は耳まで赤く染め、恥ずかしそうにシャツの裾すそを握にぎり締める。

「せっかくプールに来たんだから一緒に泳ぎましょうよ」

「ああ、ダメだよありす。愛衣はトンカツだから泳げないんだ。だから、シャツ着てごまかしてんだろ？」

「それを言うならトンカチでしょ！」

「優兄さん、愛め衣いちゃん、どちらも違いますよ。それを言うならカナヅチです」

「どっちも沈むんだから一緒よ！　ああもう、分かったわよ！　脱げばいいんでしょ、脱げば！」

　愛衣は赤い顔のまま気合いを入れてシャツを脱ぐ。

　その下に着ていた水着はなんと黒のきわどいビキニだった！

　しかも胸を隠す三角形の布地は、一般的なビキニより小さい。その二つの布地を頼りない細い糸が支える。

　意外にも愛衣のビキニ姿は似合っていた。

　彼女から普段は感じられない、男を虜とりこにする危険な色気がにじみ出る。

　幼い肢体と大人おとなの黒ビキニが融合し、ギリギリのバランスで調和しているせいだろう。

　しかし、さすがに愛衣もその水着は恥ずかしく、ミルク色の肌に朱がさし桜色に染まる。

　オレは一度咳せき払ばらいをして注意する。

「こほん。あー愛衣。いくら知り合いしかいないプライベートプールでも、その水着はちょっと過激すぎないか？」

　セリフを言い終えると、再び彼女にプールへ蹴けり落おとされる。

　前後不覚になりながらも、体勢を整え水面に顔を出す。

「げほ！　ごほ！　な、何度プールに突き落とせば気が済むんだ！　オレは水を消毒する塩素じゃね―――！」

「優ゆう樹きが悪いんでしょうが！　何しっかりきっぱり忘れてんのよ！　この水着はあんたが好みだからって買わせた水着じゃない！」

「…………………………………………リアリー？」

　そういえば愛衣と小さ夜よちゃんに黙って二ふた股またをかけていた時、郊外の大型ショッピングセンターで二人同時にダブルデートをするハメになった。

　その時水着売り場で、愛衣をからかうために黒ビキニを手渡したような……。

「そうだ！　思い出した！　その水着は愛衣が買ったんじゃなくて、オレに買わせたやつじゃないか！」

「あら、そうだったかしら？」

「都合の悪いことだけ忘れるな！」

「そんな些さ細さいなことはどうでもいいわよ。それより何か言うことがあるんじゃない？」

　愛衣は両手を腰にあて、薄い胸をそらす。

「いや、まぁ、そのなんだ似合ってるんじゃないか（胸以外は）。ちょっとは大人っぽく見えるし（胸以外はな！）」

「……何かひっかかる喋しやべり方かただけど。まぁいいわ。やっぱり、わたしぐらいになると何を着ても似合うのよね！」

　と無い胸をさらにそらし、気分よさげに髪を弾く。

「むぅ～。優兄さんはすぐ愛め衣いちゃんばっかり。ずるいです」

「小さ夜よちゃん？　なんで睨にらむの？」

　愛衣を褒めると、小夜ちゃんが口をへの字に曲げる。

　彼女は愛衣に対抗するように宣言した。

「わ、私も今日は優兄さんに選んでもらった水着を着てきました！」

　言われて考えこむ。

　はて、小夜ちゃんにオレが選んだ水着？　そんなのあった……あぁぁぁッ！！！

「ちょ、ちょっと待って小夜ちゃん！」

　だが、呼び止める声も虚むなしく、彼女は勢いよくシャツを脱ぎ捨てる。

「「「！！！？？？」」」

　その場にいた全員が、息をのむ。

　オレが小夜ちゃんに選んで、勧めた水着……それはヒモ水着だ！

　シャツを脱ぐと同時に、中学生にしては大きすぎる胸が『ぽよん！』と揺れる。

　その柔らかそうな胸を、二本の白いヒモが交差して隠す。背中から再びヒモが戻ってきて、可愛かわいらしいおへそのさらに下！　大切な部分で合流し、限界いっぱいまで小さくした面積でぎりぎり大切な部分を隠している。

　それはもう水着とはいえない、裸の方がまだ恥ずかしくないあられもない格好だ。

「ど、どうでしょうか優兄さん？　似合ってますか」

　すぐに反応できなかった。

　茜あかねさんは持っていたグラスからビールが半分流れ落ちても、フリーズ状態から回復しないほど固まっていた。

　愛衣とありすは、目と口を丸くする。

　まるで発掘されたばかりの土偶だ。

　そして賢けん悟ごさんからは、五十メートルプールの水が一瞬で蒸発しそうなほど強烈な殺意を浴びせられる。目は怒りに燃え、赤く光り、いまにも暴走しそうだ。

　小夜ちゃんと婚約して三ヶ月、賢悟さんには色々襲われてきたが、これはその中でも文句なし満場一致で最大の殺意だ。

「やっぱり似合ってませんか？」

　くぅ[image: ][image: ]んと、犬が悲しく鳴くように再度尋ねてくる。

　オレはがたがたと震えながら答える。

「い、いえ、す、すごく、に、にあってい、い、います」

「わふぅ[image: ][image: ]ん。嬉うれしいです。勇気を出して着たかいがありました♪」

　小さ夜よちゃんは嬉うれしそうに体をくねらせる。

　その拍ひよう子しに水着がずれる。

「きゃッ！」

　彼女は慌ててしゃがんでガードするが遅い。

「生えてない……だと……！」

　正面に立っていたオレはしっかりと見てしまった。

　まさか中学二年生の小夜ちゃんにまだ生えていないなんて!?

　刹せつ那な――賢けん悟ごさんから向けられる殺気が増大する。

　寒くもないのに体が震え、歯がカチカチと鳴る。

　その場から一刻も早く逃げ出したかったが、恐怖で体が硬直して動かない。

「優ゆう樹きくん」

「は、はひ！」

　うつむいていた賢悟さんが、ゆっくりと顔をあげる。

　それだけでホラー映画のワンシーンのようだ。

　だが、オレの想像はあっさりと裏切られる。

　彼はいつもの糸目で諭してきた。

「ダメだよ。いくら婚約者でも中学生にこんなきわどい水着を着せちゃ。二人も知り合い以外いないからって、年の若い女の子がそんな肌を露出しちゃいけないよ。ちゃんと年相応の水着に着替えてきなさい」

「でも、この水着が優兄さんの好みですし」

「さ、小夜ちゃん！　賢悟さんの言うとおりだよ！　たしかにその水着はオレの好みだけど、やっぱりここは年相応の水着のほうが絶対いいよ！　その水着は、もう少し大きくなったらってことで！」

「愛め衣いも、そんな水着じゃなくて、こないだ買ってあげたヤツに着替えてきなさい」

「……はーい」

　小夜ちゃんはオレに、愛衣も茜あかねさんに言われて、二人仲良く着替えるため更衣室へと戻って行く。

　小夜ちゃんがいなくなってから、襲ってくるのか!?　と賢悟さんを警戒したが、彼は茜さんの隣のデッキチェアに腰を下ろす。

「小夜たちに比べて、茜さんの水着はとてもよく似合ってますよね」

「ありがとう賢悟くん。お世辞でも嬉しいよ。はい、お礼のビール。注いであげるからグラス持って」

「ははは、ありがとうございます」

「それにしても貸し切りって言うのもなんだか寂しいわね。他ほかに乗客がいれば、男の人にナンパとかされたかもしれないのに」

　茜あかねさんはまるでハーレムラノベの主人公みたいに、賢けん悟ごさんの好意にまったく気付かずスルーする。

　茜さんが『彼氏いない歴＝年齢』の理由が分かった気がする。

　そして、二人はお酒を飲み始める。

　膨れあがった殺気はなりを潜めた。

　今いま頃ごろになって、細胞を潰つぶして絞り出したような冷や汗が全身からあふれる。

　しかし、どうして賢悟さんは襲ってこないんだ？

　その理由を考えていると、ありすと目が合う。

「ご主人さま、凄すごい汗ですよ。暑いのでしたらあおぎましょうか？　それとも何か飲み物をお持ちしましょうか？」

「……敬えない相手には敬語を使わないんじゃなかったのか？」

「はい、ですからワタシはご主人さまに敬語を使っているんです♪」

「聞きたくないがあえて聞こう。オレの何を敬っているんだ？」

「婚約者とはいえ、中学生の幼なじみとその親友に黒ビキニとヒモ水着を強要し、それを人目にさらさせたことです。その鬼き畜ちく外げ道どうぶりはある意味尊敬にあたいします。もちろん、マイナスベクトル的な意味で♪」

「それってむしろ距離を置きたいって意味じゃねぇ!?」

　そんな風ふうにありすとじゃれ合っていると、愛め衣いと小さ夜よちゃんが普通の水着に着替えて戻ってくる。

　オレたちはプールで競争したり、ビーチボールなどで遊んだりした。

　そして夜が来て、一日が穏やかに終わると、その時は思っていた……。





　◇






　プライベートプールで遊んだその日の深夜。

　巨大豪華客船は、雷鳴轟とどろく嵐あらしに飲みこまれた。

　十五万トンの鉄塊を揺らす巨大な波。

　ほぼ真横から叩たたき付つけてくる雨粒で、目を開あけるのも辛つらい。

　そんな船の先端で、オレは布団でぐるぐるまきにされ、賢悟さんに担がれていた。

「おおっ、教祖さま！　これより聖典に基づき、悪魔の魂を持つ供く物もつをあなたさまに捧ささげます！」

「助けてぇぇえぇえぇぇぇぇ！　誰だれかほんま助けてぇぇぇえぇぇぇぇぇえええぇッ！」

　賢悟さんはどこから調達したのか、雄おす山や羊ぎの頭を被り嵐の夜に叫ぶ。

「汝なんじ、倉くら田た優ゆう樹き！　貴殿はこれより我が宗教が敬う神にして偉大なる指導者・教祖さまへの供く物もつとしてこの荒海に投げこまれる。これは大変名めい誉よである！　さぁ歓喜にうち震えるがいい！」

「恐怖ですでに震えてます！」

　オレの悲鳴に呼応するように雷が鳴り、光る。

「だいたい賢けん悟ごさんなんですかその格好は!?　あと宗教ってなんですか!?」

「我が名は戌いぬ威い賢悟にあらず！」

「じゃぁなんですか!?」

「我は『わん、にゃん、ラビット』の四天王が一人！　溺でき愛あいの細目眼鏡めがねだ！」

「やってることは過激なのに名前は可愛かわいい！　てか、何ですか四天王って!?　そして明らかにその『溺愛の細目眼鏡』って悪口ですよね!?」

「違う！　この名は教祖さまがつけてくださったありがたいお名前だ！　そもそも我ら『わん、にゃん、ラビット』は、城南中学・高校に通う猫ねこ柳やなぎ愛め衣い、戌威小さ夜よ、兎うさ月つきありすを遠くから見守り崇あがめるありがたい宗教なのだ。ちなみに意外かもしれないが我は戌威小夜を信奉している」

「意外でもなんでもねぇ！　誰だれですかそんなアホな宗教を設立したのは!?」

「くっくっくっ……教祖さまの存在を知りたいのは人の子の宿命さだめ。だが、その存在を知っているのは、幹部でもごくわずか。そうやすやすと一般人に教えるわけにはいかんな。しかし、それではあまりに無慈悲！　せめてヒントを与えよう」

「ヒントですか？」

「教祖さまは、身長を気にしてらっしゃる。くっくっくっ、これ以上は教えられないな」

「大おお杉すぎ太た一いち！　てめぇ、生きて戻ったら睦月むつきさんにあることないこと吹きこんでやるから覚悟しろ！」

　オレは高校の同級生で悪友の名前を絶叫する。

「シモネッタ・ヴェスプッチもシャコ貝に閉じこもる程の美少女、ビーナス・オブ・ビーナスの戌威小夜にヒモ水着を着せるという破は廉れん恥ち極まりない猥わい褻せつ行為に及んだことを悔やみ溺おぼれ死じぬがいい倉田優樹！」

「うぎゃぁぁッ！　だ、誰か助けてぇ！　へるぴるぴー！」

　あまりの恐怖に『ヘルプミー』すら叫び間違う。

「賢悟叔父さんのバカぁぁッ！」

「ぐぼばぁッ！」

　嵐あらしの海に投とう擲てきされそうになる刹せつ那な。

　背後から賢悟さんの脇わき腹ばらに、小夜ちゃんの右フックがめりこむ。

　賢悟さんは捕殺された家畜みたいな悲鳴をあげ、悶もだえ転がる。

　その拍ひよう子しに被っていた雄おす山や羊ぎの剥はく製せいが脱げた。

　支えを失ったオレは、海に投げ出されるギリギリのところで愛め衣いとありすにキャッチされる。

「賢けん悟ご叔父さんはまったく。本当にまったくなんですから！」

「さ、小さ夜よ、どうしてここに？」

「優兄さんに夜ばい――おほん、様子を見に行ったら二人ともお部屋にいなかったので、愛衣ちゃんとありすさんに探すのを手伝ってもらったんです」

　小夜ちゃんは腰に手を当てぷりぷり怒る。

　彼女は白い生地に紫や青のアジサイが咲く、夏らしい浴衣姿だった。

　愛衣もホットパンツにハイソックス、Ｔシャツ姿で、夏らしくシャツの裾すそを縛り惜しげもなくおへそとくびれを露出する。

　ありすはジーンズ生地のレギンスに、こちらも黒のキャミソールという活動的な格好をしている。

　しかしこの雨のせいで、みんなの私服はシャワーを浴びたように濡ぬれてしまっていた。

「まったく賢悟叔父さんは、優兄さんが本当に海に落ちたらどうするつもりですか！」

「落ちてくれたほうがきっと世界は平和になるはずだ！」

「そんなわけないでしょ！」












　オレは思わずツッコミを入れた。

「黙れ！　このド悪魔め！　今すぐ教祖さまの供く物もつとして海に放りだして――」

　賢けん悟ごさんのセリフをさえぎるように、大おお時し化けの波が柵さくを乗り越え、甲板を洗い流す。

「おわぁッ!?」

　布団にぐるぐるまきにされていたオレは愛め衣いたちの手を離れると、何の抵抗もできず船から投げ出される。

「優ゆう樹き！」

「優兄さん！」

「ユウキ！」

　三者三様の叫び声と同時に、愛衣、小さ夜よ、ありすは迷うことなく船を飛び降りる。

「――！」

　声をあげる暇もなく、オレは真夏の夜の暗い海に小さな水しぶきをあげる。




　覚えているのはそこまでだった。
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　――最初に認識したのは、耳をくすぐる波音だった。

「ここ……どこ？」

　目を覚ますと、オレは砂浜に打ち上げられていた。

　空はあの嵐が夢だったように止み晴れ渡っていた。

「愛衣！　小夜ちゃん！　ありす！」

　周囲を見回すと彼女たちが倒れているのに気が付く。

　彼女たちの胸は規則的に動いている。

　意識を失っているだけで命に別状はないようだ。

　安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。

　そして、あらためて周囲を確認する。

　寄せては返す波。

　砂時計に使えそうなほどさらさらした砂浜。

　ヤシの木が並びこれでもかと南国らしさを強調する。

　どうひいき目に見ても日本のどこかではない。確実に南国だ。

「ギャー！　ギャッ！　ギャッ！」

　ジャングルから奇声をあげ極彩色の鳥が飛び立つ。

「お、おいおい。冗談だろ……これじゃまるで」

　そうまるでここは無人島のようではないか!?

「り、リアリー？」

　高校二年の夏。

　オレ、倉くら田た優ゆう樹きは――――無人島に遭難した。





■第二章　無人島サバイバル







　無人島に流れ着いてはや二年。

　昼間、漁の帰りに砂浜で水平線を見つめる。

「いい天気だな」

　いまだ救助されず、オレたちはこの無人島でサバイバル生活をしていた。

　おかげで肌は焼けて黒くなり、髪は伸ばし放題。

　引き締まった体に葉っぱで作った腰みの一丁で、手に木の槍やりを持っている姿はまったくの別人だ。

　二年前のオレを知っている友人・知人とすれ違っても、本人だとは分からないだろう。

　だが、こんなにたくましく成長したのは、長いサバイバル生活のせいだけではない。

　オレが肉体的にも精神的にもタフになったのは、守るべき大切な存在ができたからだ。

「お帰りなさい、優樹。今日も大漁だったみたいね」

「さすが優兄さん。お魚さんがいっぱいです♪　料理のしがいがあります」

「そうね。ユウキにはいっぱい食べてもらって健康でいてもらわないと。なんてったって大黒柱なんだから」

　声に振り返ると、猫ねこ柳やなぎ愛め衣い、戌いぬ威い小さ夜よ、兎うさ月つきありすが立っていた。

　彼女たちは葉っぱで作ったビキニ姿で、そのお腹は大きく膨らんでいる。

　また彼女たちの腕の中で、赤ん坊たちが幸せそうに眠っていた。

　全員、オレと彼女たちの間に生まれた子供だ。

　まだ赤ん坊のため耳を隠せず、猫耳、犬耳、うさぎ耳の姿で眠っている。

　ときおりくすぐったそうにぴくぴく動く姿は、とても可愛かわいらしい。

　ちなみに全員女の子だ。

「ただいま。みんなはまだ眠ってるんだな」

「さっきまでは起きてたんだけど、ちょうど寝ちゃったのよ」

「みんな優兄さんに会いたがっていましたよ♪」

「そっか。お腹の調子はどう？」

「ええ、母子共に健康よ」

　と、ありすが笑顔を浮かべお腹を愛おしそうになでる。

　つられて愛衣と小夜ちゃんも、自身のお腹をなでた。

　そんな彼女たちと赤ん坊を前に、オレはあらためて決意する。

　この無人島生活はたしかに苦しい。

　けど、救助が来るその日まで、オレは絶対に彼女たちと子供たちを守り抜こう。

　ここがオレ――倉くら田た優ゆう樹きのオトコを見せる時だ！




『オトコを見せてよ倉田くん！　完』

　短い間でしたがご愛読いただきまして誠にありがとうございました。斉さい藤とう先生の次回作にご期待ください！





　◇






「なわけあるかぁぁぁああっぁぁっぁぁぁっっぁあぁぁあッ！！！」

　妄想を打ち消す叫び声が、ギラギラと燃える太陽と真まっ青さおな空に響き渡る。

「危ねぇー、あまりのできごとに現実からおもっいっきり逃避しちまった」

　豪華客船から海に投げ出された後、オレと愛衣、小夜ちゃん、ありすは見知らぬ島へと流れ着いていた。

　大きく弧を描く砂浜。

　泳ぐ魚の姿まで見える透明な海。

　その反対側には、まるで人類最後の秘境のようなジャングルが広がっている。

　騒いでいると、愛衣に怒られた。

「うるさいわね。こんな時に何騒いでんのよ。静かにしないと、ここが本当に無人島かどうか確認できないでしょ！」

「ありすさんどうでしょうか？」

　因幡いなば一族のハーフである彼女は、元の妖あやかしの姿に戻っていた。

　目を閉じ、海を背にしてジャングルにうさぎ耳を向け集中している。

　愛め衣いも、小さ夜よちゃんも妖の姿に戻っていた。

　ありすは目を開あけると、肩をすくめた。

「……機械音はもちろん、人が住んでる生活音ひとつ聞こえないわね。聞こえてくるのは鳥の鳴き声、虫の羽根音、小動物の呼吸音とかばっかり。ここどうやら本当に無人島のようね。しかも珍しいことに規模は小さいけど『龍りゆう脈みやく』の吹きだまりみたい」

「りゅうみゃく？」

　彼女の言葉に愛衣と小夜ちゃんは驚きの表情を作るが、オレだけは意味が分からず、首をかしげた。

　その表情を見て、ありすが説明してくれる。

『龍脈』とは、彼女の解説によると、地中を流れる自然エネルギーらしい。

　そのエネルギーが地表に噴出するポイントは古来から聖地パワースポツトとされ、神社や神殿が建てられてきた。

　小さいながらここがそうらしい。

「その影響を受けて、潮がこの無人島に流れるよう変化してたお陰で、ワタシたちは溺おぼれ死しなずに済んだのかもね」

「それにしても……まさか高校二年の夏に無人島に遭難するなんて……」

　あまりに突とつ飛ぴな状況にオレは虚脱し、砂浜に座りこんでしまう。

　すぐ側ですすり泣きが聞こえてくる。

「私たちどうなってしまうのでしょう……」

「だ、大丈夫よ小夜ちゃん。きっと茜あかねさんや賢けん悟ごさんが、百鬼夜行の上層部にかけ合って捜索隊を結成して探してくれるはず。きっとワタシたちは助かるわ」

　落ちこむ小夜ちゃんを、ありすが虚勢を張りながらも励ます。

　そうだ落ちこんでいる場合ではない。

　このメンバーの中で、オレが一番年上で男なんだ！

　過酷な状況だが、オレがリーダーシップをとって彼女たちを守っていかないと！

「ありすの言うとおりだよ！　絶対に茜さんや賢悟さんが助けに来てくれる。それまで力を合わせて、なんとしてでもこの島で生きていこう！」

「優兄さん……」

「ユウキ……」

　尊敬と頼もしさに満ちた瞳ひとみで見つめられる。

「よし、それじゃまず体力を温存するためにも雨風を凌しのげる寝床を作ろう！　さっそくジャングルに入って洞どう窟くつ探しだ！」

「ちょっと待って」

　意気揚々とジャングルに入ろうとするオレを、いままで黙っていた愛め衣いが呼び止める。

「体力温存のために寝床を作るのは賛成だけど、なんで洞窟を探すのよ？」

「バカだな愛衣は。アニメや小説では、遭難したら洞窟で生活をするものなんだよ。常識だろ？」

「常識じゃないわよ、バカ。貴重な体力と時間を使って、あるかどうかも分からない洞窟探してどうすんの。だいたいそんなのがあってもたいてい猛獣や虫とかの巣になってて使えないわよ。小さ夜よちゃん、犬神一族ならサバイバル訓練受けてるはずよね？　そういうの作れない？」

　話を振られた小夜ちゃんは、涙をぬぐい質問に答える。

「はい、作れますよ。大掛かりな寝床を作るには時間がかかりますが、差しかけ小屋ならすぐです」

　差しかけ小屋とは、二本の支柱を立て、その間を碁盤目状に木々を編み片流れの屋根を作ったもののことを指す。そして地べたで寝起きするモノらしい。

「ちょっと待って！　材料はどうやって手に入れるのさ！　木を切るにも果物ナイフひとつないのに！」

「大丈夫です。刃物がなくても木は切れますよ」

　と、小夜ちゃんが微笑ほほえむ。

　彼女は砂浜とジャングルの境界線にまっすぐ生える木の前に立つ。

　目を閉じ息を吐いて、精神を集中する。




「犬いぬ神がみ流りゆう柔じゆう術じゆつ・鎌かま鼬いたち！」




　その場で回転。

　遠心力を付けた手刀を振り抜く。

「…………」

　遅れて木がズレ、地面に倒れる。

「た、たしかにこれなら刃物なんて必要ないか……」

　さすが犬神一族。

「でもこれぐらいならユウキにもできるわよ。だって妖力吸収能力者なんだから」

「なんで妖力吸収能力者なら、小夜ちゃんみたいに木が切れるんだ？」

　オレは愛め衣いの仙せん狸り――神と崇あがめられるほど強い妖力を浴びたせいである体質に変化してしまった。

　その体質とは、キスをすると相手の妖力を吸収するというかなりアホっぽいモノだ。

　オレの疑問に小さ夜よちゃんが笑顔で答える。

「私たち妖あやかしの体はほとんど人と変わらないんです。でも、妖力で筋力や反射速度、運動能力などを強化することができるんですよ」

「ああ、なるほど。マンガやゲームに出てくるバトル能力者みたいなもんか」

「はい、そうです♪　ですから、一般的に妖力が大きい人ほど強いとされています。もちろん妖力が小さくても強い妖はいっぱいいらっしゃいますが」

「なるほど。だから、妖力を吸収できるオレにも使えるってわけか」

「ユウキは一度、妖力放出もしてるからきっとできるはずよ。イメージとしては妖力を液体ととらえて、強化したい部位に集めるって感じかしら」

　ありすに言われ、うなずき木の前に立つ。

　息を吐き出し、小夜ちゃんのように意識を集中する。




「犬いぬ神がみ流りゆう柔じゆう術じゆつ・鎌かま鼬いたち（マネ）！」




　その場で回転。

　遠心力を付けた手刀を振り抜く。

　ゴス。

「ぐぎゃぁ！　指！　指が！！！！」

　オレは右手を押さえ、地面をごろごろと転がった。

「でも、考えてみれば最近は吸収してないから、まず元になる妖力が溜たまってなかったわね」

「騙だまされたー！　またありすに騙された！！！」

「優ゆう樹き、ふざけて邪魔しないでよ。日が高いウチにあと食料と飲み水を確保しないといけないんだから」

　愛衣にジト目で怒られる。

　まずい、このままではオレの株がストップ安になってしまう。

　名めい誉よ挽ばん回かいしなければ！

「はいはい！　食料調達なら任せろ！　すぐに用意してやるぜ！」

「すぐにって無人島ここにはコンビニも、ファミレスも、ドラ屋もないのよ。どうやって用意するつもりよ」

「食料ならすぐ目の前にあるだろ」

　顔を上げる。

　そこにはヤシの木がある。

「なるほどヤシの実を食べるのね」

「さすが優兄さん♪　素晴らしい観察眼です」

　ありすと小さ夜よちゃんが、喝かつ采さいする。

「小夜ちゃん、もっと褒めてもいいんだぜ。むしろ、頭をなでながら、いい子いい子してもいいぞ」

「いいんですか。あっ、でもできるなら優兄さんをなでるのではなく、なでられたいです」

「たしか犬神は頭をなでられるのが嬉うれしいんだっけ？」

「はい♪」

「それじゃ久しぶりになでちゃおうかな」

　オレは小夜ちゃんの絹糸のように細い髪をすきながら何度も頭をなでる。

「わふぅ～、気持ちいいです～」

「オレも小夜ちゃんの頭をなでられて気持ちいいよ」

「えへへ、でも私のほうが気持ちいいですよ」

「えぇ、絶対オレのほうが気持ちいいって。だって、小夜ちゃんの髪ってさらさらしてさわり心地いいし、いい匂においするし」

「そ、そうですか。優兄さんにそう言ってもらえて嬉しいです」

「オレも小夜ちゃんに喜んでもらえて嬉しいよ」

「なら死んでちょうだい」

「文脈があってねぇ!?　って、愛め衣い!?」

　小夜ちゃんの頭をなでていると、横合いから光の奔流が走り抜ける。

　光は遠い沖合いに着弾。

　軍のミサイル演習みたいな水柱をあげる。

「愛衣！　なんのつもりだ！」

「なにって、ツッコミよ」

「ツッコミがミサイルクラス！　スケールでか！　だいたい封印解いて全力で攻撃したら三日は寝こむんじゃなかったのかよ!?」

「最近コントロールのコツを覚えたから、寝こまなくなったのよ」

　愛衣は胸を張って言う。

「それに優ゆう樹きたちが悪いんじゃない。この非常事態になにバカップルみたいな会話してんのよ。もうちょっと危機感を持ちなさい、危機感を！　それとも二人はラブコメ空間でしか生きられない生物なの？　新種なの？　なら銀河から消失させてあげる」

「だからスケールでかいって！」

「はいはい、じゃれあいはそのへんに。でもユウキの言うとおりヤシの実を食料にするのはいいアイディアね。実も食べられるし、中のジュースも飲めるしね」

　と、ありすが年上のお姉さんらしく話の軌道を修正する。

「なら、さっそく採ってくるか」

「優兄さんがですか？」

「子供の頃ころはやんちゃで、よく木登りとかしてから。これぐらいなら余裕だよ」

　ヤシの木の高さは、だいたい三階建てのアパートぐらいだ。

　ほとんどまっすぐに立っているため、幹に抱きついて登れる。

「それじゃちょっと採ってくるよ」

　一度ヤシの木から距離をとる。

　助走をつけ跳んで抱きつき、登る距離を縮める作戦だ。

「お気をつけて」

「おう！」

　片手をあげ小さ夜よちゃんに返事をすると、全力で走り出す。

　そして、爪つま先さきに力をこめ飛び上が――れず、足を砂で滑らせる。

「ぐぶぅ!?」

　ヤシの木に顔から激突した。

「いてぇぇぇぇッ！　鼻が、鼻が潰つぶれるうぅうぅううぅッ！！！！」

　あっさり自爆したオレは恥も外聞もなく、地面をのたうち回る。

「ダメ人間」と愛め衣い。

「あんな大おお見み得え切ったあげく、そんなベタなオチなんて。失望したわ」とありす。

「私はそんな優兄さんも大好きです」と小夜ちゃん。

　ちくしょう！　みんな好き勝手言いやがって！

「優ゆう樹きに任せたわたしがバカだったわ。最初から自分で採ればいいのよ、これぐらい」

「言ってくれるじゃねぇか！　採れるものなら採ってみろ！」

「言われなくてもそうするわよ。よっと」

　愛衣はしゃがむと、垂直に飛び上がる。

　ヤシの実近くまで飛び上がり、腕を一いつ閃せん。

　三つほどのヤシの実を切り落とす。

　さすが妖あやかし。

　ジャンプでそこまで飛べるとは!?

　愛衣は得意気に二本の尻尾しつぽを揺らし、猫耳をぴこぴこ動かす。

「小夜ちゃんほどじゃないけど、猫又の姿に戻ればこれぐらい余裕よ」

「ず、ずるいぞ！　ちゃんと登って採れよ！」

「ずるくないわよ。登って採るよりこっちのほうが早いしラクだもん。それじゃこんな感じでわたしは食料を調達するわね。次は飲み水ね」

　ここまでの不ふ名めい誉よを払ふつ拭しよくし、彼女たちから再び尊敬を勝ち取る最後のチャンスだ！

「はいは―――い！　愛め衣い先生、自分にいい案があります！」

「誰だれが先生よ。で、なにいい案って。どうせ優ゆう樹きのことだから、ろくなモノじゃないでしょうけど一応聞いてあげるわ」

　オレは自信満々にとっておきのサバイバル知識を発表する。

「出したばかりの尿は傷口の洗浄や飲料水として使えるんだ！　つまり、出したばかりの尿を――ぐぼばらぁあぁぁぁあぁぁあッ！！！」

　眉み間けんにヤシの実がめりこみセリフをさえぎられる。

「…………」

「愛衣！　軽けい蔑べつしきった目で、無言のままヤシの実をぶつけるのは止めて！　痛い！　心も体も痛いよ！」

　オレは頭を抱えながら、涙目で訴える。

「このヘンタイ！」と愛衣。

「いくらなんでも女の子に向かって、『尿が飲める！』発言はないわ。いくらワタシでもドン引きよ。ユウキってそういう趣味があるのかしら」とありす。

「私はそんな優兄さんでも大好きです」と小さ夜よちゃん。

　オレと女性陣との間に深く越えられない溝ができる。

「とりあえず飲み水は、ありすさん、川とか泉なんかを音で探せませんか？」

「意識を集中すれば、みんなの内臓の音も聞こえるぐらい鋭くなるから、水の音を聞き分けるぐらい余裕よ」

「それじゃ水源探しをお願いしてもいいですか？」

「ええ、かまわないわよ」

　ありすは笑顔で頷うなずいた。

「それじゃ各自、作業内容を確認しましょう。わたしは食料の調達、小夜ちゃんは仮住居の設営、ありすさんは飲み水の確保をお願いします」

「はい、分かりました♪」

「了解。ついにこの銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイトの力を解放する時が来たようね。うふふふ、この白き世界で我に分からぬことなどないわ」

　そして、各自作業に入る。

　このメンバーの中で一番年上で、男のオレは、ヤシの実をぶつけられた後、砂浜にあぐらをかいてふて腐れる。

「ああ、どうせオレなんて足を引っ張るしか能がないダメ人間で、ヘンタイですよ！　ちくしょう！　世界なんて滅べばいいんだ！」

　そんなオレに愛め衣いが話しかけてくる。

「優ゆう樹き」

「なんすか、愛衣さん。オレみたいなヘンタイと口をきくと、ヘンタイが移りますよ」

「優樹にやってもらいたい仕事があるの。ある意味、一番大切な仕事よ」

　愛衣は木の棒を差し出してくる。

「これで砂浜に『ＳＯＳ』って描いて。空から分かるぐらい大きく」

「愛衣……」

「べ、別に落ちこんでる優樹を励ますために仕事を頼んでるわけじゃないんだからね！　生死がかかっているから、手分けして効率よく作業をしたいだけなんだから」

「愛衣ちゃんたら素直じゃないんですから」

「まぁそこが愛衣ちゃんの可愛かわいいところではあるわね」

「小さ夜よちゃん、ありすさん！　変なこと言ってないで仕事しなさいよ！」

　愛衣は耳まで赤くして、恥ずかしさをごまかすように『うがー！』と威嚇する。

「ありがとう愛衣。気を遣ってくれて……」

「だからそんなんじゃないって言ってるでしょ！　勘違いしないでよね！」

「ああ、分かってるよ」

　オレは目元をぬぐい立ち上がる。

「よし！　任せてくれ！　宇宙からでも分かるぐらい大きな『ＳＯＳ』を描いてやるよ！」

　オレは木の棒を受け取ると、走り出す――しかし、一メートルも進まないうちに倒れてしまった。

「どうしたの優樹!?」と愛衣。

「大丈夫ですか優兄さん！」と小夜。

「もしかして海に投げ出された時どこか怪け我がでもしたんじゃ」とありす。

　三人の視線を受けながらオレは――

「……さっきまで変な体勢で寝てたから足、痺しびれちゃった。ちょっと待って、うおぉ～」

　場の空気が凍りつくのを肌で感じた。

　愛衣、小夜、ありすが見下ろしてくる。

『ダメ人間』

　と、彼女たちは呟つぶやくと、みんなそれぞれの作業へと戻っていった。





　◇






　無人島に漂着して三日目。

　オレは柱に刻んだ『二』の下に新しく『一』を足す。

　無人島にカレンダーなど無く、陽が昇るたびに『一』を足して日にちを数えていた。

「無人島に流れた日にちを数えたって、何かあるわけじゃないけど……」

「優ゆう樹き！　いつまで小屋にいるのよ。さっさと下りてきなさい！」

「わるい！　すぐ行く！」

　愛め衣いからの呼びかけに返事をして小屋を出る。

　現在オレたちが寝起きしている小屋は、海岸に近いジャングルの木の上にある。

　高さは二階建てアパートぐらいで、地面に下りる時ははしごを使っている。

　この小屋を作ったのは小さ夜よちゃんだ。

　まず大黒柱になる幹の太い木を選び、その木を中心に切った丸太を打ち立てる。あとは柱と大木を丸太で結び土台を作り、壁は幅がある葉を集め張り付けた。

　屋根は大黒柱の木の上部を切断し、支えに使っている。

　見た目はまるで南国リゾートにあるツリーハウスだ。

　階段を使い下りると、愛衣たちが水着姿で待ちかまえていた。

　彼女たちの着ている水着は、砂浜に打ち上げられていたボストンバッグに入っていたものだ。

　どうやらあの嵐あらしで、オレたち以外にも荷物がこの島に流れ着いたらしい。

　この無人島は赤道直下のように熱く、彼女たちは好んで水着姿になる。

　運がいいことに他ほかにも鍋なべやビーチサンダルなど、意外と使えるモノが流れ着いていた。

「それじゃ、食料調達の班決めをしましょう。片方がジャングルで果物を、片方が海で魚や海草、貝採りね」

　ワンピースタイプの水着を着た愛衣が、すっかりリーダーとして仕切っていた。

　ビキニの下はゆったりとしたパレオ姿の小夜ちゃんも、同じくビキニを着たありすも素直に従っている。

「グーとパーでホイ！」

　愛衣の声にあわせてグーとパーを出す。

　二対二に分かれなければ何度も繰り返すが、今日は一回で決まった。

「今日はありすとペアか」

「うふふ、お手柔らかにね」

「もう優兄さんったら、どうしてパーを出してくださらなかったんですか」

「小夜ちゃん、無茶言い過ぎ。こんなの運ゲーじゃん」

「同族嫌悪的にパーを出すのがイヤだったのよ、きっと」

「愛衣、それはどういう意味だ？　どういう意味なんだよ！」

「じゃぁわたしと小夜ちゃんが海、ありすさんと優樹はジャングルね」

「「はーい」」

「おいそこ無視すんな！　無視はイジメの始まりです！」

「えっ、イジメられていることにまだ気付いてなかったの？」

「嘘うそ！　ずっとイジメられてたの!?」

　だからよく愛め衣いに殴られたり、蹴けられたり、怒鳴られたり、態度が悪かったりしたのか！

「嘘に決まってるでしょ。そんな簡単に信じないでよ。これだから優ゆう樹きは、プランクトン界でも底辺にいるのよ」

「……イジメられてもいないのによく殴られたり、蹴られたり、態度が悪かったり、プランクトンにすら勝てない扱いを受けるのか。なんか逆に泣けてくるな」

「何をそんなに落ちこんでるの。早くジャングルへ行きましょう」

　ありすが草で編んだカゴを持ち声をかけてくる。

「ああ、悪い。カゴ持つよ」

「……優兄さん」

　歩き出すと、小さ夜よちゃんに呼び止められる。

「どうしたの、小夜ちゃん？」

「気をつけてくださいね」

「ありがとう心配してくれて。でも、ありすと一緒だから大丈夫だよ。猛獣が襲ってきても彼女ならすぐに気付いて逃げられるから」

「いえ、その心配はしておりません。ですが、ありすさんと二人っきりになって、誘惑されても負けちゃダメですよ。もし草むらに押し倒されたら声をあげてくださいね。すぐに駆けつけますから」

「……小夜ちゃんは、何の心配をしているのかな？」

「優兄さんの貞操の心配です！」

「女の子がそんなこと力強く断言しちゃダメ！」

「小夜ちゃんの言うとおりよ」

　この話題に愛衣まで入りこんでくる。

「『誘惑一瞬、あやまち一生！』って言うでしょ？　優樹だって一時の誘惑に乗って、子供ができて、その若さで自由を束縛されるなんてイヤでしょ？　だいたい学生結婚って映画やドラマなんかで題材として使われたりするけど、実際はもっと大変なんだから。優樹は長男で、ありすも長女でしょ？　どちらの籍に入るかで揉もめるし、結婚後は両親と同居か、それとも当分は二人で過ごすのか？　子供の教育方針だって、両家の認識にずれがあったら揉めたりするんだからね！」

「おい愛衣。そこまでリアルな意見を出さなくていいから。そういうのを考え始めたらできちゃった結婚だってできねぇよ」

「私は優兄さんと結婚できるなら、戌いぬ威いの名を捨てます！」

　小さ夜よちゃんの想いが重い。

「とにかくありすと二人っきりになっても誘惑には乗らないから安心しろ。だいたい本人の目の前で好き勝手言いすぎ」

「あら、別にワタシは気にしないけど」

　その様子を楽しそうに眺めていたありすが告げる。

「でも、もしユウキが二人っきりになったとたん、襲いかかってきたらどうするの？　ワタシは……恥ずかしいけど、ご主人さまが望むなら……」

「ありす、なんでそこで赤くなるんだよ!!　誤解されるようなこと言うなってば！　しかも、ありすがメイドって設定すっかり忘れてたわ！」

「そうですね、もし優兄さんがありすさんを押し倒したら……」

「その時は分かってるでしょうね？」

　愛め衣いと小夜ちゃんの目に黒い炎が灯ともる。

　同時に彼女たちの体からドス黒いオーラみたいなモノが立ちのぼった。

「もぐわよ」

「千切ります」

「どこをもぐの！　どこを千切るの!?」

　何かを掴つかみ、手首をひねる彼女たちの手の動きがただひたすら怖かった。

　オレは内うち股また気味になりながら、絶対にありすを襲わないと強固な誓いを立てた。




　愛衣と小夜ちゃんと別れ、いざ果物や木の実などを採りに出かける。

　果物や木の実はジャングル奥にある川近くにある。

　バナナのようなモノや食べると舌が血のように赤くなる果実、ドングリに似た木の実、他ほかにも色々とある。

　オレとありすは水みず汲くみなどで何度も通った獣道を歩き、目的地を目指す。

「あの二人はオレを信用してなさすぎる！」

　愛衣と小夜ちゃんがいないのをいいことに、ここぞとばかりに強気で文句をつける。

「そりゃ二ふた股またかけていまだに答えを保留しているのは悪いと思うけど……だからって、あそこまで信用がないなんてひどすぎるよ！」

「もてる男は辛つらいってところかしら？　でも微笑ほほえましいわね、小夜ちゃんと愛衣ちゃんたち。あんなに嫉しつ妬として」

　前を歩くありすがクス、と笑う。

「ってありす、笑いごとじゃないって！」

「でもそう思うんだからしょうがないわ。ユウキたちのやりとりは見ててとっても楽しいもの」

　微笑ほほえみながら、ありすは言葉を続ける。

「小さい頃ころは体が弱くてずっとベッドの上で、学校に通ってもイジメられたりしたからこうして同世代の人たちと一緒にいるのが本当に楽しいの。無人島で遭難してサバイバル生活をしていても、キャンプみたいで楽しいわ。だからもしユウキがワタシを選んでくれるなら、愛め衣いちゃんと小さ夜よちゃんとも結婚していいわよ」

「……日本じゃ、重婚は犯罪だぞ」

「だったら海外に出ればいいわ。第一結婚なんて紙きれ一枚の約束ごとよ。四人仲良く暮らせばいいじゃない。誰だれも傷つかない答えだと思わない？」

「前にも言っただろ。オレは愛衣と小夜ちゃん、どちらか絶対に選ぶって。たしかに四人で仲良く暮らせば誰も傷つかない。最善の答えだ。でも最善が必ずしも正しいわけじゃない」

「頑固ね」

「頭が固いだけだよ」

　ありすは立ち止まり、振り返ると大げさに肩をすくめる。

「誘惑に失敗しちゃったわ。まぁ一度失敗してるから乗ってくるとは思わなかったけど。だから、愛衣ちゃん小夜ちゃん、心配せず海に行っていいわよ」

「二人がいるのか!?」

　オレもありすにならって振り返り、ジャングルを見回す。

　茂みからひょっこりと二人が姿をあらわした。

「はぅ～どうして私たちが後を付けているのが分かったんですか？」

「言ったでしょ、意識を集中すれば、みんなの内臓の音も聞こえるって。気配だけじゃなく、音にも気をつけないとダメよ。うふふ、だてに兎うさぎはやってないわ」

「いや、だてでやってるわけじゃないだろ。で、何で付いてきたんだ。オレがありすに誘惑されたり、押し倒したりすると思ったのか？　そんなに信用ないのか？」

「信用ない、じゃなくて……信用はしてない」

「あれ!?　どっちも一緒だよ！　言葉を訂正する意味ないじゃん!?」

　二人はバツが悪そうに目を合わそうとしない。

　ちょっと語気が強くなりすぎたか？　でも今更下した手てに出るのもなんか情けない。

　フォローをためらっていると、ありすが口を開く。

「そんな心配しなくても大丈夫よ。ユウキは見たとおり、誘いには乗らないわ。ワタシももう少し作戦をねらないとダメね」

「あ、ありすさん！　作戦をねってはダメです！　優兄さんは私と結婚するんですから！」

「違うわよ！　優ゆう樹きはわたしのオモチャなの！　小夜ちゃんやありすさんは誘ったりしないで！」

「うふふふ、そんな一方的に言われても、選ぶのはユウキだしね。まあでも今日のところは大人おとなしくするから、そんなに心配しなくてもいいわよ。ワタシが目指すのはハッピーパラダイスハーレムだし、抜け駆けする必要はないもの」

　と、彼女は場を和ますようにおどけてみせる。

　正直、助かった。

　気まずい空気を作らずにすんだ。

「だから心配せずに、海に行っても平気よ。大きなお魚を期待しているわね」

「むぅ～、上う手まくはぐらかされた気分です」

　不承不承という表情で、愛め衣いと小さ夜よちゃんが大人しく指示に従う。

　もしかしたらありすのほうが、二人の扱いが上手いかも？

　そんなことを考えていると愛衣が声をかけてくる。

「優ゆう樹き」

「なんだ？」

「いい、絶対にどんな作戦で誘われても乗っちゃダメだからね！　分かった！」

「はいはい、分かってるよ」

「『はい』は一回だけでしょ」

　微苦笑して、『はい』と一回だけ告げる。

「もし誘惑に乗ったら分かっていますよね、優兄さん……」

　そして彼女たちは再び黒い陽炎かげろうを体から立ちのぼらせる。

「ゆっくり、もぐわよ」

「ゆっくり、千切ります」

「だからどこをもぐの！　どこを千切るの!?　あと、『ゆっくり』っていう単語が超怖いんですけど！」

　何かを掴つかみ、さきほどより三倍ゆっくり絞るようにひねる彼女たちの手の動きがただひたすら怖かった。

　二人は背を向け、去っていく。その背中を見送って、深い溜ため息いきをついた。

「ふう、ようやく行ったか」

「ええ、そうね。……って、あれ？」

「どうした、ありす？」

「今、ワタシたちの他ほかに動く音が聞こえたような……」

「動物だろ？」

「……そうね。動物よね」

　そしてオレたちはあらためてジャングルへと向かった。





　◇






「よし、こんなもんだろ」

　額ひたいに浮かんだ汗をぬぐい腰を叩たたく。

　持ってきたカゴは今日の昼と晩、明日の朝食分でいっぱいになる。

「そうね、これぐらいあれば足りるわね」

　手に付いた汚れを落としながら、ありすが戻ってくる。

　川近くのひらけた場所で、オレとありすは果物や木の実を採っていた。

　基本的に兎うさぎの妖あやかしであるありすが、跳んで枝に乗った後、果実や実を採っては落とす。

　オレは落ちた実を集める役だ。

「ご苦労さま。悪いな、なんだか面倒な役を押し付けちゃって」

「気にしなくていいわよ。結構楽しかったから」

「分かる分かる。オレも小学校の遠足で果樹園に行ったけど、木からサクランボを採るのが楽しかったな」

「ワタシは果実や木の実を落とすたび、ユウキが地面を這はって拾って回るのを見下ろすのが楽しかったわ。『ああ、この人はワタシに養われないと、木の実ひとつ口にすることができないダメ人間なんだ』って考えただけで、ゾクゾクしちゃった♪」

「あやまれ！　オレの思い出にあやまれ！　だいたいオレだって、ありすが落とす果実や木の実を拾って集めていただけじゃない！　これを見ろ！」

「キノコ？」

「そう、キノコ！　シイタケだ。あっちの木の根元に生えてたんだよ」

　ありすに見せるためいくつか採ってきておいた。

「でも、シイタケにしてはちょっと小さくないかしら」

「たしかにちょっと小さいかも。でも、見覚えある形だし、きっとシイタケの子供だって」

　見た目はそっくりだが、サイズが小さい。

　普通のスーパーで売っているシイタケの半分ぐらいの大きさしかない。

「素人がキノコに手を出すのは危険よ」

「大丈夫だって、見た目もちゃんとしてるし。絶対いけるって」

「……そういえば昔、まだ入院してた時テレビで毒キノコを簡単に見分ける方法を特集してたわね」

「まじ!?　そんなのあるのか。で、どうやるんだ？」

「キノコをかじって、ピリッとしたら毒があるから吐き出すの。もしピリッとしなかったら毒はないわ」

「食べたらダメだから毒キノコって言うんだろ」

「飲みこんで胃で吸収しなければ大丈夫よ。だって毒蛇に噛かまれたら、血と毒を一緒に吸って吐き出すって言うでしょ？　もし口に含むのがダメなら、それでもアウトじゃない」

　たしかに毒を口で吸い出すのは、よくマンガやドラマで見るシーンだ。

　そう考えると、ありすの言っている方法もやってみる価値はある。

「……どっちがやる？」

「ユウキが見付けてきたんだから、ここは貴方が試す場面じゃないの？」

「レディーファーストで」

「つまりユウキは、女を犠牲にしてでも生き残りたいクズってわけね」

　ありすは淡々と言葉を重ねる。

「冗談だよ、冗談。ありすを実験台にするわけないだろ。オレが試すって」

　シイタケに似たキノコをひとつつまみ対たい峙じする。

「…………（ごくり）」

　まるで侍同士の決闘のような緊迫した空気が流れた。

「軽く噛んでピリッとしたら毒、しなかったら毒じゃないわ。もし少しでも刺激を感じたらすぐに吐き出すのよ。絶対に飲んではダメ」

「ああ、分かってる」

　ありすが念を押してくる。

　オレは真剣な眼まな差ざしでうなずく。

「しゃぁ！」

　気合いを入れ、手にしたシイタケをかじった。

　かり。

　……ごく。

「うぎゃあっぁぁぁぁッ！　反射的に飲みこんじゃった！！！！」

「ユウキ、貴方のことは忘れないわ。ご両親や愛め衣いちゃんたちには最後まで諦あきらめずに戦ったって伝えておくわね」

「止めろ！　縁起でもねぇ！」

　シイタケを飲みこんでしまったが舌に刺激はなく、飲んで大だい分ぶ時間が経つが気分も悪くならない。

「どうやら毒キノコではなかったらしいな」

「悪運強いわね。憎まれっ子世にはばかるってやつかしら」

「オレがいつ憎まれるようなことをした」

「中学生に二ふた股またをしたうえ、ワタシの心を盗んだくせに」

　それだけ聞くと凄すごいプレイボーイみたいだな。実際には窮地に追いこまれたあげく、ありすにもてあそばれているだけの気がするが。

「第三者が聞いたら誤解するような言い方すんな。それよりありすも食べてみろよ。食感はシイタケと同じだぞ」

「……たしかに毒は無さそうね」

　ありすはオレのかじったキノコを受け取り口をつける。

「並べて食べても分からないぐらい、味も似てるわね」

「でも、これなんてキノコなんだろ。やっぱりシイタケの子供だったのかな？」

「へたを切って、焼いて醤しよう油ゆとバターで味付けして食べたいわね」

「なんだよその凄すごく庶民的な食べ物は。お嬢さまじゃなかったのか？」

「昔、北海道に行った時食べたのよ。夢に視みるほど美お味いしかったわ。とくにバターの味が濃くてふんわりと甘いの」

　ありすは昔を思い出しながら、さらに二口、三口とシイタケを食べる。

「ありすはバターが好きなのか。オレは牛乳やヨーグルト、チーズは好きだけど、バターはダメなんだよね。だからアボカドもダメ。あれの味が濃いヤツなんて想像したくもない」

　ふざけて吐く動作をする。

　すると、ありすにほほを叩たたかれた。

「ぶっぐぅ!?」

　オレはコマのようにくるくると周り、その場に倒れる。

「な、なにしやがる！」

　ほほを押さえ、抗議の声をあげる。

「ひっく」

「……!?　どうした、ありす」

「……ヒック。ただの人間風ふ情ぜいが、この白き夜の支配者にして、いつか七色の地を治める次期女王たる我が喰しよくに異義を唱えるとは！　いや、我が偉大さを知らぬから、そんな愚かな口がきけるのか……ヒック」

　転校初日、空き教室で自身の正体を明かした頃ころの口調だ。

　ありすは目をすわらせ、顔を真まっ赤かにして、ふらふらと千鳥足を踏む。

「ならば慈悲として教えてくれる。我が名は銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト。我が白き夜の下に存在するモノは、神すら秘密を暴かれる！」

「よ、酔っぱらってるぅうううぅううぅッ！！！！？」

　なぜかありすはシイタケを食べて、これでもかっていうほど酔っぱらった。

　なぜだ!?　オレにはまったく異変はないぞ？

　もしかしてありすが妖あやかしだから？

　このシイタケは、妖が食べると酔っぱらった状態になる成分が入っているのか？

「我は酔ってなどおらぬ。それより訂正せよ。シイタケの醤しよう油ゆバターは美味だと！」

「世界を支配する次期女王のくせに器小さいなー」

「……貴様。地を這はいずる虫の分際で、我を侮辱したな」

　ありすが石を拾うと、全力投球する。

　石は弾丸のように飛び、オレのほほをかする。

　背後の木がめきめきと音をたて折れるのを耳にした。

　ありすは人間と妖あやかしの半妖だが、力はプロレスラーの何倍もある。

　しかも酔って役に入りこんでいるため手加減を知らない。

　すぐさま土下座する。

「すんませんした！　銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイトさま！　シイタケのバター醤しよう油ゆ味あじは最高に美お味いしいです！」

「ようやく認めたか。しかし遅い。その愚鈍さは罪だ。罪には罰が必要だな」

「罰ですか……？」

　オレが恐る恐る顔をあげると、ありすは近くにあった岩に腰掛け足を組む。

　彼女は右足のサンダルを脱ぐと、カゴに入れていた果実の一つを握にぎりつぶし、その足に果汁を垂らす。

　真まっ赤かな果汁が膝ひざから怪け我がをしたように垂れ、ありすの白い肌を汚していく。

「舐なめなさい」

　ありすがその右足を、地面に正座するオレへと突き出す。

「何してるの？　早く舐めなさい」

「え……舐めろって、それは、その」

　目の前に差し出される、彼女の足先。

　ねっとりと濡ぬれた果汁が、彼女の足指に絡み、甘い匂においを奏でる。

　その香りに誘われるように、ゆっくりと顔を近づけ、舌で果汁を受け止める。

「ん、すっぱ」

　足先が動き、舌先に触れる。

　滑らかな肌が、舌に触れ、味わい、飲みこむ。

「すっぱいとは、失礼ね。愚鈍な僕しもべでは、もっと味わわないと分からないのかしら」

　含み笑いと共に、足指が強引に口の中に入ってくる。

「ぅっッ……！」

　ありすの小さな足が口内に押しこまれ、嗚お咽えつを漏らす。

　足と一緒に甘酸っぱい果汁が口に入り、喉のどを灼やく。

「どう、美味しい？」

　捕食者が獲物をいたぶるように加虐的な笑みを作る。

　再びありすは果実を潰つぶすと足に垂らす。

　さきほどと同じように鼻先へ突き出された。

「はい、あーんして」

　ありすの瞳ひとみには、もうオレは人としては映っていない。

　自分に絶対に逆らえない忠実な犬だと瞳で宣言していた。だが、そのとおりでオレはもう彼女に逆らう気力を残してはいなかった。

　ありすはそんな隷属する姿に、征服欲を満たした嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

「ちゃんと指の間についた汁も舐なめとるのよ」

　命令どおり足の指に入りこんだ果汁を舐め取るため舌を這はわせる。

　果汁の甘酸っぱさとありすの肌の味が混じり合う。

「そんなにがっついてはダメよ。もっとちゃんと味わいなさい」

　言われたとおり、ゆっくりと味わう。

　足から唇を離すと、彼女は意地の悪い笑みを浮かべていた。

「ああ、おかしい。女の子の足を、言われるまま舐めるなんて。この虫は変態ね」

「だ、だってやれって言うから……」

　その反抗的台詞せりふに彼女は目め尻じりを釣り上げる。

「誰だれが反論していいって言ったのかしら？」












「す、すみません！　ごめんなさい！」

　彼女は冷酷に告げる。

「『わたしは女の子の足を舐なめて悦よろこぶ変態です』って言いなさい。そしたら許してあげる」

「そ、そんなこと言えるわけ……」

　ありすの鋭い目が腑ふまで貫く。

　オレには自由に話す権利すらないらしい。

「お、オレは女の子の足を舐めて悦ぶ……へ、変態です」

「声が小さい！」

「オレは女の子の足を舐めて悦ぶ変態です！　足をなめなめできてとても幸せです！」

　ジャングルに響き渡る大声で叫ぶ。

「よく言えたわね。ご褒美にもっとイイトコロを舐めさせてあげる。嬉うれしいでしょ？」

「……!?」

　オレの視線に彼女は微笑ほほえみ、果汁を彼女自身の体に搾る。

　真まっ赤かなルビーのような液体が、彼女の水着の上に、柔らかな肌に、直接しずくとなってこぼれ落ちる。

「さあ、いいのよ？　たっぷり味わって、ユウキ」

「…………っ」

　舌をおずおずと差し出し、肌の上の赤い液体をすくいとる。

　ぴちゃ、と音をたて、彼女のなめらかな肌を舌で舐め、液体をすする。

「くす、ほんとうに変態ね、ユウキは。女の子に命令されて、そんなところまで舐めちゃうなんて」

「そ、そんなこと言われても」

「なぁに、そんな目で見てもダメよ？　味わうのは果汁まで。食べちゃだめよ、それはおあずけなんだから」

　潤んだ目でありすが見つめてくる。

「そう、丁寧に舐めてね。優しく……ンっ、いいわ。そうよ……」

　小さくくぼんだ可愛かわいらしいへそを舐め、そのまま胸へと上っていく。

「……いいわ……はぁっ、ユウキ、上じよう手ずよ」

　その視線と甘い言葉に。

　舌が、膨らむ二つの胸にたどり着きそうになるその光景に。

「あっ……はぁ……ン……ユウキ……！」

　オレの中の何かが突き動かされそうになった、その瞬間。

　ありすはその姿を見下ろしながら、シイタケをかじり飲み下す。だが、それが彼女の限界を越えたらしい。

「う[image: ][image: ][image: ]ん」

　ありすはずるずると岩からずり落ち、地面に突つっ伏ぷす。

「あ、ありす？」

「ぃ……」

「へぇ？」

「みずぅ……」

「水？　水が飲みたいんですか？」

　思わずへりくだったセリフが出る。

　彼女は喋しやべるのも億おつ劫くうそうに何度もうなずく。

「分かった！　すぐ汲くんでくるから待ってろ！」

　オレは彼女をその場に残し、水を汲みに走り出した。




　腐葉土を踏みしめ、木々を避けジャングルを流れる川を目指す。

　五メートル先の茂みを越えれば目的地だ。

「!?」

　瞬間、天地がひっくり返る。

　右足に木のツルが食いこみ、爪つま先さきを上に宙づりにされる。

「こんなあっさり獣用の罠わなにひっかかるなんて驚きだわ」

　そんな感想を漏らしながら、木の影から意外な人物が姿をあらわす。

「ありす!?　なんでそこにいるんだよ！　シイタケを食べて、倒れてたはずだろ!?」

「そうだったかしら？　でも、そんなことどうでもいいじゃない」

「いや、よくないだろ。だいたいなんだよこれは」

「罠よ。獲物を生け捕りにするための仕掛け。ブービートラップ」

「そういう意味じゃねぇ！」

　彼女はこちらを挑発するように口元を歪ゆがめ笑う。

「あ、ありす！　シイタケでまだ酔ってるのか？　なんかおかしいぞ」

「おかしくなんかないわ、いたって正常よ。むしろ前のワタシがおかしかったのよ」

　背後に重ねていた手のひらをほどく。

「二ふた股またをかける最低野郎のユウキを今まで生かしてきたほうが、ね」

「や、やだなありす。何言い出すんだよ。冗談にしては笑え――」

　耳に鋭い風かざきり音が響く。

　彼女の爪つめの先端がほほの薄皮を裂き赤い血を流させる。

「分かってくれた、本気だって？」

「は、はい。痛いほど分かりました。け、結構オレも上う手まいこと言うだろ？」

「そうでもないわ。それじゃ死になさい」

「うおぉッ!?」

　妖あやかしの力を全開にした手刀が喉のどを切り裂くため振るわれる。

　とっさに体を揺らしギリギリでかわす。

「大人おとなしくしなさい。すぐに終わるから！」

「終わっちゃ困るから、大人しくしてないんだろ！」

　振り子のように体を動かし、二度、三度と攻撃を避ける。

　先に体重を支えていたツルが、動きに耐えかねて切れてしまった。

「ふぎゃぁ!?」

　地面に落ち、車に轢ひかれたヒキガエルみたいな悲鳴をあげる。

　痛みに苦しむ暇はない。

　とっさに起きあがりありすに背を向け、来た道を全速力で戻る。

「三十六計、逃げるにしかずだ！」

　腐葉土を再び踏みしめ、木々を避け果実や木の実を採っていた場所へと戻る。

　そこでは海に魚を捕りに行っていた愛め衣いと小さ夜よちゃんが、赤い顔で目を回している兎うさ月つきありすを看病していた。

　再び気になって様子を見に来たのだろう。

「どうしたんですか、優兄さんそんなに慌てて」

「はぁはぁッ……んんぅ、あ、ありすに！　ありすに襲われたんだ！」

「……優ゆう樹き、人を騙だまそうとするならもう少しマシな嘘うそをつきなさいよ。ありすさんならここで寝てるじゃない」

「でも本当に襲われたんだよ！　オレを罠わなにかけて宙づりにして、二ふた股またかける悪いヤツは殺すって言われたんだ！　ほら見ろ！　このほほの傷！　これありすに切られたんだ！」

「そんな小さな傷なら体中にあるじゃない」

「これはさっき逃げてきた枝や葉っぱで切ったんだよ！　こっちの傷はありすに切られたんだって！」

「私は優兄さんの言葉を信じますよ」

　小夜ちゃんは、笑顔でうなずいてくれる。

　オレは震える手で彼女の手のひらを握にぎり締めた。

「本当にオレの言うことを信じてくれるの？」

「もちろんです。だって私は優兄さんの婚約者ですよ。例え世界の人々が首を横に振っても、私は優兄さんを信じます」

「あ、ありがとう、小夜ちゃん」

　彼女はなんの迷いもなく断言してくれる。

　それがあまりに嬉うれしくて涙がこぼれそうになった。

　大の男がこんなことで感動するなんて……恥ずかしくて顔が赤くなる。

「小さ夜よちゃん、本気で優ゆう樹きの話を信じるつもり？」

　その問いに小夜ちゃんは愛め衣いの耳元にひそひそと答える。

「私たちが無人島に流されてずいぶん経ちました。だから、きっと優兄さんは慣れない生活と不安で精神的に追い詰められているんですよ」

「えっ、それでありすさんに襲われる幻覚を視みたってこと？」

「おそらく」

「あれ、信じてくれたんじゃないの!?　無人島に遭難した精神的疲労のせいじゃないって！　本当なんだって！」

「大丈夫ですよ。私は優兄さんを信じます。だから落ち着いてください」

「大丈夫よ、優樹。きっといつか助けが来るわ。そして、何年か後にはきっと無人島に遭難したことも笑い話になってるわよ」

「だから、本当に襲われたんだって！」

「うんうん大丈夫。わたしは優樹の味方だからね」

「ご安心ください、優兄さん。無人島でも私が食べさせてあげますからね。今日はもう小屋でゆっくり休みましょう、ね？」

「だからオレは夢も、幻想も、白昼夢も視てないって！　信じてくれよ[image: ][image: ]！！！！」

　その時の二人の優しさは、どんな罵ば詈り雑ぞう言ごんよりも心に痛かった。





　◇






　太陽が沈み、月が昇る。

　愛衣と小夜ちゃんに心の病気扱いを受けた後、オレは木の上の小屋でずっと膝ひざを抱えていた。

　しかし、さすがに落ちこみ疲れたため、体をほぐそうと夕飯前にお風ふ呂ろへと向かう。

　食事は料理が得意な小夜ちゃんの担当で、他ほかの三人はローテーションで朝昼晩交代で彼女の手伝いをしている。

　今日の朝はオレが、昼は愛衣が手伝った。

　夜はありすの担当だから、今いま頃ごろ二人で料理を作っているだろう。

　夕飯ができあがる前に済ませようと、足早に風呂へと向かった。

　無人島に漂着した夜、こんこんと出てくるわき水を見付けたが、海に近いせいかややしょっぱく飲料水には適さなかった。

　そのため飲み水には使わず、わき水の周りを掘り、崩れないよう岩を並べ露天風呂を作った。ありすが風ふ呂ろの底に、ヘビがとぐろを巻いているような文字を刻む。すると熱が伝わり、水はちょうどいい熱さ加減のお湯へと変わった。

　ありす曰く、底に彫った文字が地中を流れる『龍りゆう脈みやく』のエネルギーを吸い上げ、お湯を温めていると説明してくれた。

　普段は地中深くを通っている『龍脈』を使用するのは困難で、エネルギーの噴出ポイントである聖地パワースポツトだからできる芸当らしい。

　もちろんちゃんと女湯と男湯を別々に作った。

　この露天風呂が無人島生活の数少ない娯楽のひとつだ。

　オレは海パンを脱ぎ、男湯に肩までつかる。

「ふあぁ～、気持ちいい～。一日の疲れがとれるな～」

　手のひらを組み、大きく伸びをする。

「しかし、どうしてありすは襲ってきたんだろう？　だいたいあれは本当にありすだったのか？　だって彼女はシイタケを食べて倒れていたわけだし」

　ある可能性がひらめく。

「もしかして襲ってきたありすはありすの偽者……つまり、このジャングルにはオレたち以外の誰だれかが存在するってことか？」

　さきほどまでなんとも思っていなかった、周りの木々を不気味に感じてしまう。

「……ごくり」

　唾だ液えきを飲む音がひどく大きく聞こえる。

「誰かいるの？」

「ひぃ！」

　風が視界を真っ白に染めていた湯気をとり払う。

　なぜか男湯に愛め衣いがいた。

　不幸なことに彼女はお湯に浸つかっておらず、立っていたためすべてをさらしてしまう。

　猫耳に二つの尻尾しつぽ。ハチミツ色のツインテールはほどき、珍しいロングストレート姿だった。

「愛衣もまだ生えてない……だと……ッ」

「×○□●……ッ」

　愛衣は引きちぎるようにチョーカーを外し、手のひらを突きつけてくる。

　夜空に一筋の光線が走り抜けた。

「お、オマエはオレを殺す気か!?」

「ちっ！　よけられたかッ。今度はもっとちゃんと狙ねらいを付けないとダメね」

「本気かよ！」

「裸を視みられた乙女の正統な権利よ。覗のぞきをするような男は殺されて当然！　もしくは三さん途ずの川を渡りなさい！」

「どっちも同じ意味だろうが！」

「うっさいわね。だいたいなんで優ゆう樹きは女湯にいるのよ」

　愛め衣いはこちらに背を向けお湯に肩まで浸つかって体を隠す。

「逆だろ。なんで愛衣が男湯にいるんだよ。男湯はトイレを背に左側で、女湯は右側だろ」

「反対よ、バカ！　右手が男湯で、左手が女湯だって説明したでしょうが！」

「……テヘ♪　うっかりしちゃった」

「何がうっかりしちゃったよ。この脳みそ三グラム人間！」

「オレの脳みそは小動物以下しかないの!?」

「いいからさっさとあがりなさいよ。このヘンタイ覗のぞき魔！」

「ふ、ふん！　悪かったな間違って。でも別に愛衣の裸を見てもなんとも思わないから安心ろよ。そんなローラーかけたような真っ平らじゃねぇ～」

「ッッ！　さ、最低！　女の子の身体的特徴をあざけるなんて。このダメ人間！」

　愛衣は片手で胸を隠し、あいた手で近くにある物を投げつけてくる。

「わぁ！　こら、石や木の枝投げんな！　妖あやかしの姿なんだから、威力が――ぐぼろがぁ！」

　ほほに石があたりお湯に倒れこむ。

「とどめよ！」

「や、やめろぉぉぉッ!!」

　だが、何かに気づいたように、愛衣は攻撃を止める。

「しっ、静かに！」

　言われて耳を澄ます。すると入り口の方から声が聞こえてきた。

「はぅ～結構汚れちゃいました」

「外で料理すると大変よね」

「でも美お味いしくできました。後は盛りつけて、キレイに並べて完成です。優兄さん喜んでくれるでしょうか」

「きっと喜んでくれるわよ。でもその前に汗を流しましょう。こんな汗臭い姿、ユウキに見られたくないし」

「そうですねぇ」

　食事当番の小さ夜よちゃんとありすが、料理を終え盛り並べる前に汗を流しに来たらしい。

　愛衣が小声で話しかけてくる。

（まずいわ、二人に見付からないように隠れて！）

（隠れるってどこにだよ！　こんなひらけた場所じゃ隠れるとこなんてないだろ。それに別に隠れなくたって……）

（なら、お湯の中にもぐりなさい。それにわたしが優樹とお風ふ呂ろに入る仲だって勘違いされるのがイヤなの！）

（そんな勝手な言い分のために命を賭かけたくないわ！）

（なら一緒にお風ふ呂ろ入っている姿を小さ夜よちゃんに見られて、バラされてもいいわけね）

（前門の猫又に、後門の犬神か。くそ、オレには最初から選択肢はないのかッ）

　風呂の中で溺でき死しか、風呂の中で解体死か……ならまだ生き残れそうな前者を選ぼう。

　肺いっぱいに大きく息を吸うと、風呂の中に入る。

　浮き上がってこないように愛め衣いが胸に乗ってきた。

　あれ？　今いま頃ごろ気付いたが、仰向けになって胸に愛衣を乗せてるこの姿勢はまずくないか？

　だが、今更体勢を変えられず、小夜ちゃんとありすが露天風呂へと入ってくる。

『愛衣ちゃんも入ってらっしゃったんですね』

『あ、うん。ちょっと時間が空いたから気分転換に』

　と、恐らく言っているのだろう。

　お湯ごしのため台詞せりふ全ては聞き取れないが、愛衣と小夜ちゃんとは長い付き合いだから、何を言っているかぐらいは分かる。

　露天風呂の底は結構深く、湯気が立ちのぼっているためお湯の中に潜っているオレの存在に二人は気付いていない。

　仰向けで隠れているため愛衣と小夜ちゃん、ありすの胸やくぼんだおへそ、太ふと股ももやふくらはぎなどが見放題だ。

（すげー、おっぱいって本当に浮くんだ）

　知識では知っているが、実物は初めて見た、と感慨にふける。

　だが、そんな余裕を見せている場合ではない。そろそろ息が苦しい。

　両手で口と鼻を押さえるが、もってあと一分ほどだ。

　愛衣たちはというと――

『小夜ちゃんの胸って本当に大きいよね』

『め、愛衣ちゃん。そんな、わしづかみしないでください』

『本当よね。中学生の大きさじゃないわね』

『ありすさんだって大きい上に、形もいいじゃないですか。美乳なんてうらやましいです』

『ありがとう。小夜ちゃんの胸も形いいわよ』

　小夜ちゃんがありすの言葉に照れる仕し草ぐさをする。

『そんなことないですよ。でも愛衣ちゃん、胸が大きくてもそれほどいいことはありませんよ。肩も凝りますし、可愛かわいいブラもなく、男性からイヤらしい目で見られたりしますから』

『その上から目線が気にくわないわ』

『さっきより強くもまないでくださいッ[image: ][image: ][image: ]』

　愛め衣いは両手で小さ夜よちゃんの胸を正面からつかみ、もみしだく。

　おいおい、オレのこと忘れてねぇか。

『ありすさん、助けてください！』

『ごめんなさい。今、愛衣ちゃんと小夜ちゃんでホモユリを想像するのに忙しくて』

『そんな！　せめて優兄さんとの絡みにしてください！』

『それは新しいわね！　小夜ちゃん（♂）×ユウキ、それともユウキ×小夜ちゃん（♂）かしら』

　っておい、小夜ちゃんに変なこと教えるな！

　小夜ちゃんスキーの賢けん悟ごさんが知ったら世界に絶望して清水寺から飛び降りるぞ！

　反射的にツッコミを入れてしまう。一緒に右手が動いた。

『あら？　愛衣ちゃんの手ずいぶん大きいですね』

（マズ！）

　その水流に触れ、小夜ちゃんがオレの手の存在に気が付く。

　だがまだ愛衣のだと勘違いしているらしい。

　愛衣は『余計なことしてんじゃないわよ！』と言いたげに首を絞めてくる。

『あ、あれよ、ほら、お湯の中に入ってるから大きく見えるだけよ』

『なるほど。そういうことですか』

　よし！　どうにかごまかせそうだ。

　しかし、さらなる問題がオレを襲う。

（愛衣、そろそろ息が持たない）

　胸に乗る彼女を揺らし、意図を伝える。

　付き合いが長い幼なじみだからこそできる意思疎通方法だ。

　彼女も腰を動かし伝える。

（しょうがないわね。一瞬だけ二人の気をそらすからその隙すきに息継ぎしなさい。いい？）

（了解。早く頼む！）

　愛衣は『分かってるわよ』と再び腰を動かした。

　彼女は一度咳せき払ばらいしてから、明後日あさつての方角を指さす。

『ごほん――あぁ！　優ゆう樹きがわたしたちの水着を頭からかぶって、お風ふ呂ろを覗のぞいてる！』

（愛衣のアホぉおぉぉ！　そんな子供だましのうえ、あからさまな嘘うそにあの小夜ちゃんとありすが引っかかるはずないだろ！　もうちょっとまともな嘘をつけ！　まともな！）

『ユウキ、ついにそっちの領域にまで到達してしまったのね……！』

『優兄さん、言ってくだされば一緒にお風呂ぐらい入りますのに』

　あれ？　なんか二人ともものの見事に引っかかってるんですけど。

　だが、泣きそうになってる場合じゃない。お陰で注意がそれた今がチャンスだ！

　愛め衣いが胸から腰を浮かす。

　すぐに上体を起こした。

「ぷはぁっ！　はぁッ、すぅ――ん？」

　おかしい。

　息を吸うがあまり酸素が肺に入ってこない。

「ぁッ、ンン……ッ」

　なぜか愛衣の口から甘い吐息が漏れる。

　その理由はすぐに判明した。

　オレが酸素を吸う代わりに、愛衣の胸……ピンク色の乳首を吸ってしまっていた！

　彼女が膝ひざ立だちになり、オレが上体を起こすとちょうど彼女の胸に頭がくるようだ。

　これは悲しい事故であり、別に意図して吸ったわけではない。

　だが、愛衣は赤い顔で拳こぶしを固める。

（あ、あんたねぇいったいぜんたい何を考えて）

（ちふぁうふぁふぁふぉふあ！）

「ぁッ！　くっぅッ」

　愛衣の腰が砕ける。

　やべ、口を離すのを忘れて喋しやべっちゃった！

　そのせいで舌が先端をねぶったようだ。

　舌先に甘い香りと柔らかな突起が触れ、思わずさらに強く吸ってしまう！

（ッッ……いいかげんにっ……しなさぁぁぁいっッッ!!）

　愛衣は小さく呟つぶやきオレの頭を引ひき剥はがすと、右の拳を打ち下ろしてくる。

　再びオレはお湯の中に沈み、愛衣が重おも石しとして胸に乗る。

『愛衣ちゃん、優兄さんはどこにいらっしゃるんですか？　あれ、お顔が真まっ赤かですよ』

『き、気にしないで、ちょっとのぼせちゃっただけ。それよりいないの？　動物と見間違えちゃったみたいね。ごめんね、騒がせちゃって』

『でも声が聞こえたような……』

『ありすさんの空耳じゃないですか？』

　と、愛衣は必死にごまかし、お湯の中ではギュウギュウとオレの首を絞めてくる。

（ゆ、ゆゆ優ゆう樹きッ、お風ふ呂ろからあがったら覚えてなさいよ！）

（ごめん！　本当にごめん！）

　さすがに今のはオレが悪い。

　必死に愛衣のお尻しりの下であやまり続けた。

（それで息はちゃんと吸えたんでしょうね？）

（すまん、息継ぎは失敗だ。もう、ダメ、限界……）

　酸素を吸わずに、愛め衣いの胸を吸ってしまったため十分に取りこめなかった。

　オレは限界を迎え、ごぼっと口から息を漏らしてしまう。

　それは泡となり、水面ではじける。

　小さ夜よちゃんとありすが、愛衣から距離をとる。

『違う！　今のはわたしじゃ！』

『お、お風ふ呂ろに入ってると出ちゃいますよね』

『お風呂でオナラをすると、大量の雑菌がお湯に溶けこむそうよ。これ、豆知識ね』

『だから違うの！』

　愛衣がさらに首を絞めてくる。

　視界がかすむ。

　見上げる湯船には真っ白いおっぱいが天国から来た天使のように揺れている。

　ああ、そうか。

　おっぱいって天使だったんだ。だから、簡単には見られず、一目見ただけでその奇跡の降臨に感動してしまうんだ。

　ごぼ！　と肺の空気をすべてを吐き出す。

　さきほどの三倍はある巨大な気泡が破裂する。

　二人がそそくさと露天風呂から上がるのを、白くなりかけた視界で確認した。

「――ぐっはっぁ！　はっ、ぁ、はっぁッ、し、死ぬかと思った」

「あんたね～」と愛衣は、片手で胸を隠しながら震える。

「って愛衣さん、どうしてそんな真まっ赤かな顔で握にぎり拳こぶしを固めてるんですか？」

「ど、どうしてくれんのよ！　あんたのせいでわたし、巨大なおならをする女の子だって二人に誤解されちゃったじゃない！　小夜ちゃんなんて去り際『愛衣ちゃん、恥ずかしくてもあまり我慢せず出したほうがよろしいですよ。ガスが腸に吸収されて体調を崩す恐れがありますから』って真剣な顔で諭されたのよ！　どうしてくれる！」

「愛衣がお湯の中に隠れろって言ったんだろ！　自業自得だ！」

「根本を忘れるなー！　優ゆう樹きが男湯と女湯を間違ったから悪いんでしょうが！」

「ふっ、男は過去を振り返らない生き物だからさ」

「だから、ダメ人間になるのよ！」

　それはある意味核心だ。

「優樹のバカ！　ダメ人間！　どうせわたしなんて胸の小さい、おなら人間よ！」

「そのごめん。風呂間違えて」

「もう知らない！」

　と、愛衣は背を向け目元をごしごしと腕で擦こする。

　四月、愛め衣いが間違って酒を飲み酔っぱらった時も、本気で胸の小ささを気にしていた。

　それが彼女のコンプレックスなんだ。

　なのに無神経に中傷してしまった。

「ごめん、愛衣。その無神経なこと言って。悪かったよ」

「…………」

「でも、さ。たしかに愛衣の胸はまだ小さいけど、その……ちゃんと柔らかかったぞ」

「な、何よそれ、そんなことでご機嫌とれると本気で思ってるの」

　愛衣は背中を向けたまま耳まで真まっ赤かにする。

　オレは彼女をなぐさめるため感じたままの想いを口にした。

「だって本当に柔らかかったんだよ。なんていうか、無い乳と書いて無む乳にゆうなんだって――愛衣さんふえいふあん、そんなにふおんはあひい強く掴まれたらふうふおふうふふふあふえふあふあふ痛いですいふあふいふえふう」

　愛衣は振り向きざま、口を片手で掴つかんでくる。

　その目は地獄の業火より激しく燃え、乱暴にチョーカーを引きちぎる。

「これなら絶対に外れないわよね？」

　なぜか愛衣は怒っている。なぜだ！　慰めてたのに！

「死になさいっっっ！」

　彼女は一言告げると、光を右手に収束させ放つ。

　本日二回目の光線が暗い夜空に突き刺さった。





　◇






「危ねー。あと少し、愛衣の手を舐なめて拘束をとくのが遅れてたら、上半身が蒸発してたぞ」

　その後、追撃を振り切るためジャングルの奥まで来てしまった。

　しかしなぜ愛衣はあんなに怒ったんだ？

　彼女の胸の小ささなんてたいした問題じゃないという慰めと場を和ませるジョークを織り交ぜた最高最善、一石二鳥のセリフだったのに。

　いったい何が問題だった？

「とりあえずいくらジャングルでも全裸でうろつくのはマズイよな」

　適当に大きい葉をちぎり体を隠しながら、小屋がある方角へ向かって歩く。

　夜だが、空に浮かぶ月のあかりで不自由はしなかった。

「優ゆう樹き」

「げっ、愛衣!?」

　背後から声をかけられ振り返ると、そこにはさきほど怒らせた愛衣が立っていた。

「わぁああぁッ！　なんだか分からんがごめん！　あやまるから命だけは！」

「全裸で何言ってんのよ。もう怒ってないから、そんなに怯おびえないで」

「へ、怒ってないの？」

「当たり前でしょ。だいたい婚約者のわたしが優ゆう樹きを本気で怒るはずないでしょ」

「愛め衣い……さん」

「でもあんな風ふうにすれ違うのって、まだまだわたしたちが解わかり合ってない証拠だと思うの。だから、向こうでお話ししない？　わたしもっと優樹を知りたいの。ね、いいでしょ？」

「し、知りたいって何を知りたいんだよ？　オレたち幼なじみなんだから知らないことのほうが少ないだろ」

「そんなことないわよ。知らないこといっぱいあるわ。例えば、わたしと小さ夜よちゃん本当はどっちが好きか、とか」

　愛衣はほほを染め、恥ずかしそうに上目遣いで見つめてくる。

「………………………………………………………………………………………………うわぁ」

　どうしよう、愛衣がデレた。

　でも、恐怖しか感じない。

　オレだって男だ。

　夜、布団に入って彼女が甘えてくる想像をしたことはある。

　しかし、それが現実になると湧わき上がる感情は喜びではなく恐怖。歓喜ではなく、戦せん慄りつ。興奮ではなく、失意。

　目の前で世界が崩壊していくさまを見せ付けられてる気分だ。

　デレてここまで恐怖を与えるツンデレもいない。

（まてよ）

　昼間の偽ありすを思い出す。

　もしかしたらこの愛衣も、昼間襲ってきた偽ありすと同一人物なんじゃないか？

　もしそうならこの愛衣のデレにも説明がつく！

　オレは咳せきをして気持ちを落ち着けると、彼女にカマをかける。

「まぁ話をするのはやぶさかではないけど、ひとつ条件がある」

「条件？」

「そう、条件。手をこう猫っぽく丸めて『みらくるパステルにゃにゃにゃにゃにゃ[image: ][image: ][image: ]ん☆　マジカル盗賊メイにゃん、参上～。あなたの心ハートを奪っにゃうぞ♡』って言ってくれたらおしゃべりに付き合ってやるぞ」

「わ、分かったわ！」

　その場で愛衣はクルッと回り、笑顔で招き猫のように手を丸めて言った。

「『み、みらくるパステルにゃにゃにゃにゃにゃ[image: ][image: ][image: ]ん☆　マジカル盗賊メイにゃん、参上～。あなたの心ハートを奪っにゃうぞ♡』」

「やっぱり偽者だぁぁぁぁっぁぁあッ！！！」

　オレは偽愛め衣いに背を向け、全速力で逃げる。

　あの愛衣が素直に言うことを聞くはずがない！　しかもあんな恥ずかしいセリフを言うなんてありえない！　だから、絶対にアレは偽者だ！

「うおおぉぉっ、やっぱり昼間会った偽ありすは実在したんだ！」

　オレは葉を捨て、ジャングルを全力疾走する。

　男湯を越え、自分たちで作った仮設トイレに辿たどり着つくと左折する。

　そのまままっすぐ進めばたき火を焚たき、できた料理を並べているはずの本物の小さ夜よちゃんとありすがいるはずだ！

　オレは最後の茂みを突き抜け、たき火を焚く広場へと飛び出す。

　予想通り、小夜ちゃんとありすが、できた料理を器に盛り並べている最中だった。

「た、大変だ！　愛衣が！　偽愛衣が出たぞ！」

「――――!?」

　二人はオレの言葉に驚いたのか、顔を真まっ赤かにして手に持っていた器などを滑り落とす。

　そりゃそうだ！　偽ありすに続いて、偽愛衣まで姿をあらわしたんだ！

　だから露出狂のヘンタイに出くわしたような顔で驚いてもしかたがない！

　オレは二人の反応に触発され、今度は体全部を使って起きた事件を伝える。

「後ろから声をかけられて！　楽しくおしゃべりしようって言ってきたんだ！　しかもこう恥ずかしそうにほほを染めて上目遣いで！　なぁ、ありえないだろ！　あの愛衣が！　口から吐き出すのは二酸化炭素と毒舌、ツンとデレの対比は九対一のあの愛衣が、そんな可愛かわいい仕し草ぐさするはずないだろ？　だからオレは――ぐがっぁぁあッ！！！！？」

「裸でなに変な踊りみたいな動きしてんのよ！　このドヘンタイダメ人間が！」

　背後から突然あらわれた愛衣に殴られ、痛みに頭を抱えて地面を転がる。

　言われて自分が裸で小夜ちゃんとありすに話しかけていることに気付いた。

　だがそんなささいなことより、この容赦ない攻撃！　こいつは本物の愛衣だ！

「ＹＥＳ！　ＯＨ、ＹＥＳ！　それこそ愛衣だ！」

「なんで喜んでるのよ！　このヘンタイ！　ヘンタイ！　ヘンタイ！　ヘンタイ！！！」

　と、愛衣に何度も何度も蹴けられ、踏みつけられる。

　だが、その痛みすら今は快感だった。

　オレは全裸なのも気にせず、喜びに笑い続ける。

「あははははは！　愛衣、それでこそ愛衣だよ！」

　オレは小夜ちゃんとありすの視線も無視して、満面の笑顔で愛衣の足に敷かれ続けた。
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「本当にいたんだ！　愛め衣いの偽者が！」

　小屋のすぐ下でたき火を囲う愛衣と小さ夜よちゃん、ありすにさきほどの実体験を告げる。

　夕食を終え、デザートの果実を食べながら話を聞く彼女たちの反応は鈍かった。

「昼間も同じこと言ってたわよね」

「ワタシがキノコを食べて酔っぱらった話？　あれってユウキも同じように酔っぱらって幻覚を視みたんじゃないの？」

「違う！　妄想も、夢も、幻も視てない！　本当に偽ありすと偽愛衣に会ったんだ！」

「ワタシの偽者と」

「わたしの偽者ねぇ」

　みんなは丸太を横たえ、イス代わりに座っている。

　隣り同士に座った愛衣とありすが、互いの顔を見つめ胡う散さん臭くさそうに肩をすくめる。

「全然信用してないな」

「あたりまえでしょ。自分の偽者が出たなんてどう信じろっていうのよ」

「たしかに……でも、本当にいたんだよ！」

「優兄さん、興奮のしすぎは体に毒ですよ」

　突然ありすは、意味ありげに笑い出す。

「ふ～ん、そっか、そういうことね」

「どうした？　もしかしてオレの言うことを信じてくれたのか!?」

「違うわよ。ワタシの見解はキノコの幻覚に決定してるわ。問題は幻覚に出てきた順番よ」

「「「順番？」」」

　ありすを除いたみんなが異口同音を告げる。

「つまりユウキが好意を抱いている順にワタシたちの幻が登場したのよ。一番がワタシで、二番目が愛衣ちゃん、ってね」

「そ、そんなのこじつけです！　キノコを食べる直前に見たありすさんがたまたま最初に出てきただけです！　優兄さんが好意を抱いている順に出てきたなんて暴論です！」

「でも、可能性はゼロじゃないわよ」

「！」

　小夜ちゃんの目に凍えるほど冷たい光が宿る。

「優兄さん……ありすさんの言っていることは本当ですか？　この中で一番好きではないのが、わ、私なんですか？」

「違うよ！　断じてＮＯだ！　オレはみんな平等に好きだよ！　誰だれが一番かなんてまだ分かんないよ！」

「うわぁ最悪の答え」

　愛め衣いが蔑さげすんだ目で睨にらんでくる。

「と、とにかく、好きな順で幻覚を視みたんじゃない！　オレは本当に偽者と会ったんだ！」

「でも、自分の偽者が出たなんて言われても、ね」

「目の前に連れてきたなら話は別だけど」

　ありす、愛衣の順番で反論してくる。

　オレは立ち上がり、断言する。

「なら偽愛衣と偽ありすを捕まえてみんなの前に引きずり出してやる！」

「はいはい分かったわよ。もし本当にいたら優ゆう樹きの足をキレイになるまで舐なめて、土下座して『ごめんなさい、優樹さま』って言ってあげる」

「じゃぁ、ワタシも愛衣ちゃんと同じことするわ」

「では私は、優兄さんに私の初めてを……」

「小さ夜よちゃん、さすがにそれはちょっと……。とにかく愛衣、ありす、約束忘れるなよ！」

「いいわよ、男に二言はないわ」

「ありす、聞いたぞ！　吐いた唾つばは飲めないからな！」

「もし連れてこれなかったらユウキも覚悟しなさい。それ相応の罰を与えるわよ」

「ああ、絶対に偽者を捕まえて、オマエたちの鼻をあかしてやる！」

　オレは二人を順番に指さしてから、さっそく準備にとりかかった。




　深夜、砂浜。

　みんなが小屋で寝静まっても、オレは一人で偽者捕獲のための落とし穴を掘っていた。

　海パン姿で木の板を使って、手作業で掘っていく。

「くくくく、覚悟しろよ愛衣、ありす。足の皮がふやけるまでしゃぶらせてやるからな」

「ご苦労さまです、優兄さん」

　流れる汗をぬぐい振り返ると、小夜ちゃんがヤシの実で作った器を手に立っていた。

「お夜食持ってきたんですが、少々休憩しませんか？」

「夜食？」

「はい、夕飯の残りに採ってきた山菜を入れて温めなおしたモノなんですが」

　器には、夕飯に食べた魚と海草の他ほかに、数種類の山菜がくわわっていた。

「おお、美う味まそう！　ちょうど腹へってたんだよね」

「それはナイスタイミングです♪　はい、どうぞ召し上がれ」

　器と木を削って作った箸はしを受け取り、小夜ちゃんと並んで砂浜に腰を下ろす。

「美味い！　夕飯に食べたアラ汁も美お味いしかったけど、さらに山菜がくわわって味に幅と深みが出てるよ！」

「本当は動物を捕まえてお肉なども入れたいんですが」

「いや、勘弁してください。現代社会のもやしっ子にはちょっとハードルが高いんで」

　愛め衣いたちならどんな動物も捕ることは可能だ。しかも小さ夜よちゃんは犬神一族のサバイバル訓練で、一通り血抜き、解体などの技術も習得しているらしい。

　しかし小夜ちゃんを除くオレたちが、捕まえた動物を食べるのに抵抗があるためいまだやっていない。

　そのため主おもにタンパク質は、魚から摂とっている。

「でも限られた材料でこんなに美お味いしい料理が作れるなんて、小夜ちゃんは凄すごいな。やっぱりお嫁さんにするなら小夜ちゃんだよな」

「……いまだに私の幻覚に襲われないほど愛してらっしゃらないくせに、口ばっかり……」

「あ、あれはありすがふざけて言ってるだけだよ！」

「なら私と結婚してくださいますか？」

「いや、それもまだ考え中で……」

「むぅ～優兄さんの女ったらし」

「あう」

　反論のしようがない。

　この話題は危険だ。すぐに話を変えないと！

「そ、そういえば小夜ちゃんって初めて海に行ったのっていくつの時だった？　オレは小学校一年生の時だから、七歳ぐらいかな。母さんの知り合いと一緒に一週間の泊まりがけで行ったんだよ。その知り合いには同い年の子がいてさ、毎日海で遊んだな。……そういえば何か大事な約束をした気もするけど、元気にしてるかな、あの子」

「……それは新しい女性の登場フラグですか？」

　話を変えようとしたはずなのに、まったく変わらなかった！

「ち、違うよ！　そんなマンガやアニメじゃあるまいし！」

「本当ですか？　親同士の許嫁いいなずけとかではないんですか？」

「違うって、マジで。だいたい相手は男だよ！　髪もオレと同じぐらいで、海で遊んだ時も同じメーカーの海パンだったし！」

「本当ですね？　もし嘘うそだったら……」

　小夜ちゃんの背後から暗くら闇やみでも分かるほど黒いオーラが湧わき上がる。

　寒くもないのに背筋がゾクゾクする。

「本当だって、絶対大丈夫だから、ね！　落ち着いて！　それより小夜ちゃんは初めての海っていくつの時？」

　場の空気を変えるため、必死に話題をふる。

「私も小学校一年生のころです。両親と賢けん悟ごおじさんと一緒に旅館に一泊したんですよ」

「いいねぇ、海の近くにある旅館。新鮮な刺身や鍋なべ、その土地の地酒に海の音を聞きながらキレイどころにさしつさされつ……あれ、なんかまた背筋がゾクゾクするぞ？」

「キレイどころというのはどなたですか？　やはり他ほかに女性がいらっしゃるんですか？　あとお酒は二十歳になってからですよ」

「違う！　違う！　あくまで想像、妄想だから！　そんな殺気だたないで！」

「むぅ～妄想でも、想像でも浮気しちゃダメです」

　冷たい殺気は奥に引っこみ、ほほを膨らませ可愛かわいい嫉しつ妬とを見せる。

　オレは彼女の機嫌をとる。

「ならこの無人島から帰れたら、今度はみんなで海が近くにあって、温泉付きの旅館に泊まりに行こう。そしたら夜の宴会でお酌してくれる？　もちろん中身はジュースで」

「それならご一緒します。愛め衣いちゃんとありすさんと、私。キレイどころがいっぱいですね♪」

「たしかにこれほどキレイで可愛どころを揃そろえるのは中々できないね」

「えへへ、優兄さんにそう言ってもらえるとやっぱり照れちゃいます」

　でも、不思議だよな。

　小さ夜よちゃんはオレのどこに惚ほれたんだろう？

　犬神一族だと正体を知った時、彼女から告白された。

　だが、明確な理由は聞いていない。

　気が付くと興味本位で尋ねていた。

「小夜ちゃんはなんでオレを好きになったの？」

「と、言いますと？」

「何かきっかけでもあったのかなと思って」

「優兄さんを好きになったきっかけですか？」

「そう」

「……覚えてらっしゃらないのですか？」

「!?」

　その返しは予想しておらず酸欠の金魚みたいに口を動かす。

「も、もちろん覚えてるよ！　ほら、あの時だろ。たしか冬、イヤ、春だったよね？」

「全然違います。夏の夜ですよ」

「はぅッ!?」

　ものの見事に墓穴を掘る。

　穴があったら入りたい。

　いや掘った墓穴に入ればいいのか？

　小夜ちゃんはおかしそうに笑い、立ち上がった。

「いいんです、優兄さんが覚えてなくても。それは優兄さんにとって当たり前のことだったんですから。でもそういう当たり前のところに私は惹ひかれたんです。それに――」

　彼女は座っているオレを見下ろしはにかむ。

「今はもっと優兄さんのことが好きですから。絶対に私、愛め衣いちゃんにもありすさんにも負けませんよっ」

「小さ夜よちゃん」

　そんな彼女が可愛かわいくて、オレも立ち上がりつい抱き締めてしまう。

「優兄さん」

　彼女は甘えた声こわ音ねをあげ、目をつぶり唇をすぼめる。

　誰だれもいない砂浜、ほほをくすぐる潮風、光の色が濃いプラネタリウムみたいに輝く星々――それらを背景に彼女とキスをする。

　唇から彼女の温かく気持ちがいい妖力が流れてくる。

　唇を離すと小夜ちゃんは幸せそうな笑顔で告げた。




「だから、優兄さんを私だけのモノにしますね」




「えっ」

　左太ふと股ももに違和感。

　いつのまにか小夜ちゃんの指が、深々と刺さっていた。

　赤い液体が太股を伝い、砂浜にぽたぽたとこぼれ落ちる。

　指を引き抜くと突き飛ばされる。

　こらえるはずの足は傷つき、みっともなく尻しり餅もちをつく。

「あっ、ぐぅ！」

「痛いですか？　でも大丈夫ですよ、すぐにぺろぺろ舐なめて治してさしあげますからね」

「さ、よちゃん……ッ。どうして!?」

　彼女は指についた赤い液体を舌で愛おしそうに舐めとり微笑ほほえむ。

「ありすさんの言うとおりだからです。あふぅ、美お味いしい。優兄さんの味がします♪」

「あ、ありすの？」

　小夜ちゃんの瞳ひとみは再び濃い闇やみに支配される。

「そうです、私、気づいたんですよ。彼女の言うとおり、幻覚を視みた順番こそ優兄さんが無意識に抱いている好意の順番だということに」

　彼女の瞳に赤い光が宿る。それは狂気とうつつの狭間を揺らめく。

「――だから、私は兎うさ月つきありすさんと猫ねこ柳やなぎ愛衣ちゃんを殺します。そして、優兄さんを私だけのモノにするんです」

　それに、と彼女は続けた。

「この無人島に流れついてからずっと考えていたんです。これはチャンスではないのか、と。だって、愛め衣いちゃんとありすさんを殺しても、この島には埋めるところは無数にあり、人目も皆無。たとえ救助されて死体が見付かっても言い訳なんて百は作れます」

　まるで舞台女優みたいに歌い出す。

　その姿はまるで恐怖を具現化したようだった。

「……私としては別に救助なんてこなくてもいいんですけどね。愛衣ちゃんやありすさんが死んだ理由を考える必要もありませんし、この無人島には優兄さんを誘惑する毒虫どももいませんから。あっ、そう考えるとここは本当に理想的な場所ですね♪」

「さ、小さ夜よちゃん……」

「ふふふ、優兄さん、この楽園でアダムとイブになりましょう」

　彼女は壊れた、真っ暗な笑みを作る。

「そのためにも邪魔な毒虫どもを始末してきますね。優兄さんは少々そちらでお待ちになってください」

「小夜ちゃん！」

　オレは喉のどを振り絞り叫ぶが彼女は足を止めず、小屋へと向かう。

　いまだに足からは赤い液体が流れ続け、立つこともできずうずくまる。




　――どれぐらい時間が経っただろう。

　顔を上げると、四メートルくらい先に返り血を浴びた小夜ちゃんが立っていた。

「……!?」

「ごめんなさい、優兄さん。失敗しちゃいました」

　彼女は右半身を赤い血で顔までべったりと汚していた。

　その瞳ひとみが、夜空にまたたく星々より強く狂気的に輝く。

「ありすさんの喉は切り裂けたんですが、愛衣ちゃんには途中で気付かれちゃって。手傷を負わせたんですが、殺せませんでした。次に対たい峙じしたら私が負けます。だから――」

　瞳に宿る狂気の輝きが加速度的に増大する。

「一緒に死にましょう、優兄さん」

「!?」

「現世では失敗してしまいましたが、来世では今度こそ添い遂げましょうね」

　彼女はこちらへ向かってまっすぐ歩いてくる。

　オレは動けずその場でただうずくまり続けた。

　互いの距離が二メートルを切る。

「優兄さんを殺した後、すぐに私も後を追いますからね」

　そして、彼女はオレを殺すため腕を天高く振り上げる！




「!?」




　しかし、その腕が振り下ろされることはなかった。

　なぜなら小さ夜よちゃんはアゴ先までずっぽりと落とし穴にはまったからだ。

「え？」

　バンザイの姿勢ではまっているため、妖あやかしでも人の手を借りないと抜け出せないだろう。

「フィ――――――ッシュ！！！」

　オレはそれを見届けると、元気よく立ち上がり勝かち鬨どきをあげる。

「ぐわはっはっぁ！　ものの見事に引っかかったな偽小夜ちゃん！　いやぁ～こんなキレイに罠わなが決まると気持ちいいな」

「!?」

「なぜ自分の正体がばれてるかって顔だな。簡単さ、ヤンデレになった小夜ちゃんが姿を消せば、偽者はチャンスとばかりに入れ替わってとどめを刺しにくると思ったからだ！」

　そう言って高らかに笑い声をあげる。

「だから愛め衣いと小夜ちゃん、そしてありすに頼んで落とし穴を掘ったり、ヤンデレ芝居をしてわざとオレ一人を残すようにしてもらったんだよ。サンキュー、みんな！」

　最後のセリフはジャングルの影から出てきた彼女たちに送る。

　愛衣が呆あきれたように呟つぶやく。

「まさか本当に落とし穴にはまるとは……」

　下をのぞくと、偽小夜ちゃんが呆ぼう然ぜんとしている。

　演技をしていないその姿は無表情気味で、素すの性格は大人おとなしそうに見える。

「ユウキ、足から赤い液体が流れてたけど、あれはなに？」

「あぁ、あれ。ほら赤い果実あるだろ。あれをタイミングはかって小夜ちゃんが潰つぶしたんだ。で、オレが傷口を押さえるふりして、その果実を受け取ってさらにしぼって血が流れてるっぽくみせたわけよ」

「しかし優兄さんの刺された時の演技が上じよう手ずすぎて、一瞬本当に刺さったのかと思っちゃいましたよ」

「でも小夜ちゃんの演技のほうが凄すごかったよ。血を舐なめるシーンなんてゾクゾクしたもん」

「はぅ～演技とはいえ恥ずかしいです。もう忘れてください」

「いやいや、怖キレイすぎてあれは忘れられないよ。バックが満天の星に月。そしてこうやって血を舐めてさ」

「もう優兄さんの意地悪。マネしちゃダメです」

「うわぁいやがる小さ夜よちゃん、可愛かわいい！　そんな可愛い姿を見せられたらもっとやりたくなるじゃん」

「そんなひどいです。意地悪な優兄さんなんて嫌いです」

「ちょ、そんな怒らないで。悪かったよ。頭をなでてあげるからさ」

「むぅ～、なでたぐらいじゃ許しません」

「じゃぁどうしたら許してくる？」

「そ、それはキ……接せつ吻ぷんとか」

「接吻？　ああキスね。あれ？　どうして言い直したの？　もしかしてキスって言うのが恥ずかしかったとか」

「違いますっ。もう、今日の優兄さんは意地悪です」

「ごめん、ごめん。それじゃキスしちゃおっかな。どこにしてほしいほっぺた？」

「えっ、えーと、そのもう分かってるくせに！」

「どこにして欲しいか言ってくれないと分かんないよ。ほら、ほら」

「優兄さんの意地悪……えっと、その、く、唇に……」

「死ね！」

「だから前後の文脈があってないんだって―――ぐごぼら！！！」

　愛め衣いの跳とび蹴げりで夜の海へ頭から落ちる。

「なに小夜ちゃんと二人の空間作ってんのよ！　この天然バカップル！」

「別にそんな空間作ってねぇよ！」

「自覚症状なしで、あんなラブラブ空間を形成できるなんて、優ゆう樹き、小夜ちゃん……あなたたちまさか神託者！」

「悪いありす、そのネタはちょっと分からん。それより二人ともさっそくあれをやってもらおうか！」

「「あれ？」」

　愛衣とありすがそろって首を傾ける。

「忘れたとは言わさんぞ！　偽者を捕まえたらオレの足をキレイになるまで舐なめて、土下座して『ごめんなさい、優樹さま』するって言っただろう！」

「まさか本気でそんなことすると思ってたの？」

「なっ!?　男に二言はないって言っただろう!?」

「だってワタシは女の子だもの」

「吐いた唾つばは飲めないんじゃなかったのかよ!?」

「吐いた唾が飲めないなんてあたりまえじゃない」

「そういうことじゃなくて……ッ。く、くそ！　またまた騙だまされた―――！」

　夜の海に、男の悲しみがどこまでも響き渡った。





■第三章　くーたん可愛かわいいよくーたん







　翌日の朝。

　オレたちは小屋の下の広場で、昨日捕まえた偽者を取り調べていた。

　愛め衣い、小さ夜よちゃん、ありすに化けて襲ってきた相手は狐きつね耳の少女だった。

　彼女はツルで作ったロープでぐるぐる巻きにされ座らされている。

　愛衣は正面に腰を下ろすと、矢継ぎ早に質問する。

「名前はなんていうの？　歳としはいくつ？　無人島ここにはいつからいるの？　一人、それとも家族と一緒？」

「…………」

　捕まえた少女は、質問に答えずそっぽを向く。

　彼女は焼き菓子みたいなキレイな焦げ茶色の髪を、左右ふたつに分けている。肌は白桃のように艶あでやかで、ひとつひとつのパーツがおもちゃみたいに小さい。だが、その割に白のワンピースからのぞく鎖骨や足首には、女としての色気がある。五年、いや三年後には世の男たちを虜とりこにして離さないほどの美人に育つだろう。

　少女は首からヒモで細長い金属プレートを揺らしていた。それはいつか小夜ちゃんから渡されたスイートルームの鍵かぎに似ていた。












　彼女が体を揺らすたび、その鍵カードキーも一緒に動く。

「それじゃどうして優ゆう樹きを、あのバカそうな顔してる男を襲ったりしたの？」

「おい愛め衣い。何さりげなく人をバカ扱いしてんだよ」

「あらごめんなさい。で、あのバカだけど」

「断言しろって意味じゃない！　バカって呼ぶなって言ったんだよ！」

「うるさいわね、分かったわよ。で、あのよく分からない両生類をなんで襲ったりしたの？」

「バカがつかないと性別はおろか、ホモサピエンスでさえなくなるのか!?」

　ああ、もう好きにしてくれ！

「……黙秘します」

　狐きつね耳の少女は、視線をそらしながら呟つぶやく。

「黙秘って……あんたねぇ、自分の立場分かってんの？」

「……弁護士を呼んでください」

「ここは無人島でしょうが！」

「落ち着けって、愛衣」

　怒鳴り声をあげる愛衣に、それでも少女は表情をかえず、人形みたいに憮ぶ然ぜんとしていた。

　どうやら愛衣とはあまり相性がよくないらしい。

　オレと小さ夜よちゃんは愛衣をなだめるため、取り調べは年上で冷静沈着なありすに代わってもらう。

（ありすなら上う手まく心を開かせてくれるだろう）

「あなたは眼鏡めがね受け派、それとも攻め派？」

「……？」

「ありすさん、ありすさん。何訊きいてんの」

「眼鏡受け派と攻め派、どっちなのか訊いてるだけよ」

「もっと重要な話を聞き出せよ！　どうしてオレの命を狙ねらったのとかさ！　だいたいそんな質問しても相手が意味分かってないぞ。きょとんとしてんぞ、きょとんって！」

「そんなさまつな質問どうでもいいわ」

　あれ、オレの命って眼鏡受け以下なの？

「しょうがない、小夜ちゃん代わってもらえる？　ありすだと話が進まない」

「ちなみに私は優兄さん派です♪」

「――反応に困ること言わないで」

　ありすに代わり、今度は小夜ちゃんが話しかける。

「こんにちは、初めまして。私は犬神一族の戌いぬ威い小夜と申します。今年で十四歳になります。あなたのお名前はなんておっしゃるんですか？」

「…………」

「あっ、そうですよね。他ほかの方のお名前も知らないと言いづらいですよね」

　と、小さ夜よちゃんは胸の前で手のひらを合わせる。

「最初にお話をしていた方が猫又一族の猫ねこ柳やなぎ愛め衣いちゃん。そして、次に声をかけたのが因幡いなば一族の兎うさ月つきありすさん。最後にあちらに立っているかっこいい人が倉くら田た優ゆう樹きさんです」

　小夜ちゃんは赤くなった顔を両手で押さえ、『キャー』と黄色い声こわ音ねをあげる。

　犬の尻尾しつぽは嬉うれしそうにぱたぱたと興奮気味に揺れていた。

『かっこいい』のとこで、愛衣とありすがあからさまに笑うが、それはあえて無視する。

「優兄さんは一般人なんですが、色々な事情があって妖あやかしのことをご存じなんです。はい、今度はあなたの番ですよ」

　小夜ちゃんはにこにこと笑い見つめ続ける。

　根負けしたのか、狐きつね耳の少女は渋々といった感じで口を開いた。

「……天てん狐こ一族、狐きつね火び久遠くおん。今年で十三歳……です」

「久遠ちゃんとおっしゃるんですか。可愛かわいいお名前ですね。私たちはこの無人島に四日前に流れついたのですが、久遠ちゃんはどれくらい前ですか？」

「……約一ヶ月前ぐらいです」

「一ヶ月も前ですか!?　お一人で？」

「……一人です」

「なぜお一人で島にいらっしゃるのですか？」

「……」

「ご家族は？」

「……家族は父と姉。母は久遠が小さいころに病気で亡くなりました」

「そうでしたか。それではお父さまとお姉さまもご心配されてるでしょうね」

「…………」

　う[image: ][image: ]ん。どうやら、あまり人付き合いが得意じゃないらしい。

「あと、どうしてわざわざ私たちに変装して、優兄さんを襲ったりしたんですか？」

「……変装ではありません。変へん化げです。天てん狐こ一族の特殊技能です」

　ああ、種族特有の固有技能か。この前、大だい亀き一族・稲苗代いなわしろ梓あずささんが使っていた妖力堅固化みたいなもんか。

「……優樹さんを襲ったのは、女性に二ふた股またをかける非人道的な男性だからです。小夜さんたちに化けて襲ったのは、彼に後悔と反省の念を抱かせるためです」

「二股をかけているから殺すのか!?」

　そのあまりの理由に思わず声をあげてしまう。

「……女性に二股をかけるようなダメな男性は、殺されて当然です」

　二ふた股またをかけるダメ野郎を殺したくなる気持ちは、少女が持つ潔癖性なのかもしれない。

　それを本当に実行してしまうのが子供なのだろうが。

「なるほどそういうことですか。たしかに二股をかけるのは悪いことです。しかし、優兄さんは悪意を持って二股をかけているわけではありません。話すと長くなるのですが、どうしても二股をかけなければならない状況になってしまったんです。だから、もう優兄さんを襲ったりしないでくださいね」

「……分かりました。当事者がそう言うならもう襲いません」

「よろしい。んじゃ、縄ほどくわね」と愛め衣いは力任せにツルを千切る。

「それじゃ今日からよろしくね！　言っておくけど、一番年下だからって容赦しないわよ。働かざる者食うべからずってね」

「……何をおっしゃっているんですか？」

「何って、今日から久遠くおんもわたしたちと一緒に生活するんだから、ちゃんと仕事の――」

「……お断りします」

　彼女はセリフをさえぎり、きっぱりと断言する。

「……部外者の立場もわきまえず、優ゆう樹きさんを襲ったのは謝罪します。ですが皆さんと共同生活を送るつもりはありません。久遠は一人で生きていけるので干渉しないでください」

「そんなことおっしゃらずに仲良くしましょう。妹ができたみたいで嬉うれしいです。私を本当のお姉ちゃんだと思って、『小さ夜よお姉ちゃん』と呼んでください。くーちゃん♪」

「……小夜さん。『くーちゃん』とはなんですか？」

「狐きつね火び久遠だから、くーちゃん。可愛かわいいでしょ？」

「……可愛くありません。バカにされているみたいで気分が悪いです。ちゃんと名前で呼んでください」

「ちょっと、年下のクセにその口の利き方はないんじゃない」

「……年下と言ってもひとつしか違いませんよ。愛衣さん」

「あんたねぇ～」

「まぁまぁここにはオレたちしかいないんだから、仲良くしようよ仲良くさ。『くーちゃん』っていうのがイヤなら、『くーたん』なんてどうかな！　なんちゃって！」

「……キモチワルイです」

「ちょ、ちょっと待って！　そんな汚物を見るような目で見ないで！　冗談じゃないか！」

「ごめんね、気持ち悪くて。でも安心して。たしかに優樹は気持ち悪いけど、害はないから。気持ち悪いけど」

「愛衣！　三回も気持ち悪いって言うことないだろう！」

　久遠は興味なしと言いたげに背を向け、ジャングルの奥へと歩き出す。

「ちょっと待ちなさいよ！　せめてどこに住んでるか教えなさいよ！　連絡とる用事ができた時困るでしょ！」

「……ジャングル奥にある丘に住んでます。こちらから声をかけることはないと思いますが」

　そして、久遠くおんは再びジャングルの奥へと歩き出す。

　オレたちはその背中を黙って見送った。

「なんというか、コミュニケーション能力が低い子だったな」

「そうですね」と、小さ夜よちゃんが相づちをうってくれる。

　まるで昔の愛め衣いを見ているようだった。

（愛衣といえば、珍しいな。あいつが初対面の人に臆おくせず話しかけるなんて）

　過去に父親から虐待を受けた彼女には人間嫌いの気けがある。

　そのため初対面の人間にはかならず最初は距離を取る。

　だからこそ、久遠にあんなに話しかける愛衣を珍しいと思ってしまった。

　無人島に遭難という非日常が彼女の感覚を狂わせているのだろうか？

「狐きつね火び久遠……狐火……」

「ん、どうかしたかありす？」

　久遠の名前を聞いた後から、ありすは考えごとを始めて話に交ざってこなかった。

「あの噂うわさ話ばなしを思い出しちゃって。百鬼夜行ではけっこう有名な話なんだけど。愛衣ちゃん、小夜ちゃんは知ってる？」

　二人は仲良く首を横に振る。

「どんな噂なんだ？」

「えっと、六年前ぐらいに実際あった話なんだけど……」

　と、何かを思い出すように、ありすが言葉を続ける。

「百鬼夜行の龍りゆう脈みやく研究所に勤めていた狐きつね火び巌いわおっていう天てん狐こ一族の妖あやかしが、『龍脈』の力を使って人体実験をしようとしていたらしいの。けど、それが百鬼夜行にバレて、研究所を首に。それを恨んで、いつか復ふく讐しゆうをするため、娘の狐きつね火び花音かのんともう一人娘がいたらしいんだけど、その子たちと一緒にどこかの無人島に移り住んで、今でも『龍脈』の研究を続けてるんだって」

　マッドサイエンティストの噂話か。それが、狐火という名字だった、と。

「噂話っていうか、なんだか怪談っぽいな」

『怪談』という単語に、小夜ちゃんがほほを引きつらせたのは気のせいだろう。

「でも、『無人島』に『天てん狐こ一族の狐火』なんてできすぎじゃない？」

「できすぎ過ぎ。無人島に流されたら、その噂の狐火巌さんの娘に会いましたなんて」

「それもそうね。だいたい天てん狐こ一族で、狐火なんて名字ありふれているしね」

　オレとありすは顔をつきあわせ笑い合う。

　その後愛め衣いの指示に従い、一日の仕事分担を決め、それぞれの作業にとりかかった。
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　遭難して、五日目の朝。

　ずっと南国といった晴天続きだったが、今日は朝から雲が多く気温も若干低い。

　オレたちは空の様子をうかがうため砂浜へと移動する。

　小さ夜よちゃんが犬神姿で鼻をひくひくと動かす。

「大きな嵐あらしが来そうですね」

「分かるの？」

「はい、潮風に混じって濃い雨の匂においがします」

「どれぐらいに来るか分かる？」

　愛衣が話しかける。

「早くて今夜には、遅くても明日の朝には来ると思います」

「それじゃ急いで小屋を補強しないと。壁なんて葉っぱだし、吹き飛ばされちゃうわ」

「ありすさんの言う通りね。今日は小屋の補強と食料、飲み水の確保に専念しましょう」

「分担はどうする？」

「小屋の補強は優ゆう樹きと小夜ちゃんお願い。ありすさんは保存が利く果実や木の実の調達をお願いします。わたしは水みず汲くみに行くついでに久遠くおんをこっちに連れてくるわ」

「くーちゃんをですか？」

「どんな家に住んでるか分からないけど。嵐が来るなら一緒にいたほうが安全でしょ？」

「でも、昨日の態度を見る限り素直について来るとは……それに愛衣が説得に行くのか？」

「なによ、文句でもあんの？」

「文句ってわけじゃないけど……」

　昨日の愛衣と久遠のやりとりを見ていれば誰だれしも同じ疑問を抱くだろう。

「久遠ちゃんの説得にはオレも行くよ。愛衣だけじゃ不安だし」

「何が不安なのよ」

「そのけんか腰がだよ」

「むぅ、優樹のくせに」

　自覚しているのかそれ以上の反論はなかった。

「ごめんね小夜ちゃん。すぐに連れて戻ってくるから」

「私のほうは大丈夫ですから、くーちゃんをよろしくお願いしますね」

「ふん。じゃぁそういうことで。時間もないしさっさと取りかかりましょう」

　掛け声をあげると、それぞれの役割をこなすため各自動き出す。

　オレと愛め衣いは、並んで久遠くおんが寝泊まりしているという丘へと向かった。




　いつも水を汲くむ川を越え、さらにジャングルの奥地へと入っていく。

　途中、生でも食べられる果物を見付けたので手て土産みやげにするため採った。

　さらに進み背の高い木々を抜けると、久遠の言ったとおりなだらかな丘と建物があった。

　丘の後ろは海らしく、波が砕ける音が聞こえてくる。

　周囲にはヤシの木が林立し、もし天気がよければ美しい風景だっただろう。

　彼女の住居は丘の中腹より若干高い位置にあった。

　自分で横穴を掘り、丸太と板で天井と床を補強したタイプだ。

　まるで島を監視する高見台のような印象を受ける。

　オレたちが来るのを知っていたかのように、彼女は家の前に立っていた。

「……昨日言いませんでしたか？　干渉しないでください、と」

「あんたが一方的に宣言しただけで、別に承諾してないもの。それにせっかく会いに来たんだからもっと愛想よく、『きゅるるる～ん☆』って可愛かわいらしく出迎えられないの？」

「久遠の『きゅるるる～ん☆』か。ピンクのふりふりに眠たそうな半眼、手には☆に羽根が生えたステッキとか――うん、一部のマニア受けする素晴らしい魔法幼女の格好だな」

　久遠はオレを完全に無視して、愛衣とだけ対たい峙じする。

「……これが仕様ですから」

「冗談だって！　だからお願いオレの存在自体を無かったことにしないで！」

「それより早ければ今夜には嵐あらしがくるわ。一人じゃ危ないからうちに来なさい」

「……けっこうです」

「ダメよ。首に縄をかけてでも連れて帰るわ。無人島で一人、子供を嵐の中に放っておけるはずないでしょ」

「首に縄とか物騒なこと言うなよ。でも、ほら、別にこっちに来てもオレたちと口きかなくてもいいからさ。嵐が過ぎる一日だけ一緒にいようよ、ね？」

　オレはねこなで声で下した手てに出る。それでも彼女は首を縦に振ろうとはしない。

「わたしたちと一緒にいるのがそんなにイヤなの？」

「……はい」

「まったく何がそんなに気に入らないのよ。問題があるなら改善するわよ」

　その対応にオレが一番驚いた。

　あの愛衣がここまで拒絶されて怒らず、譲歩までするなんて！

「……全部です」

　と、久遠がばっさり切り捨てる。

「……どういう理由かは知りませんが、二ふた股またをかけられたままでいるなんて信じられません。それに優ゆう樹きさんが好きなくせに、そういう興味のないそぶりをしている愛め衣いさんの態度を見せ付けられるのも我慢できません」

「い、いやだからそれは……」

　しかし久遠くおんは、オレの言い訳も聞かず吐き捨てた。

「……そういうのってすごくキモチワルイです」

「！」

「愛衣！」

　彼女は手のひらを振り上げたが、声に理性を取り戻したのか振り下ろすことはなかった。

「また来るわ。これよかったら食べて」

　途中で採ってきた果物を、久遠の脇わきを通り過ぎ家の中に置く。

「……ほどこしはうけません」

「勘違いしないで。昨日採ったのが余ったのよ。腐らせてもしょうがないでしょ。ね、優樹」

「あ、ああ！　そうそう！　捨てるのももったいないしな！」

「またあとで来るわ。その時まで準備してなさいよ」

「…………」

　愛衣はそれだけ言うと、ぷぃと背を向け歩き出す。

　オレは久遠に愛想笑いを浮かべてから、彼女の後を追った。




　それから数時間後。

　今度は小さ夜よちゃんとありすが説得に出かけたが、久遠を連れてくることはできなかった。

　そして、深夜遅く。――予想通り嵐あらしが襲ってきた。
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　朝、風と雨の音で目を覚ます。

　壁はきしみ、ひっきりなしに雨音が天井を叩たたく音が響いてくる。

　外はまるで世界の終わりのように荒れ狂っていた。

「小屋を補強しておいてよかったな」

　オレはしみじみと呟つぶやく。

　葉っぱで作られた壁は、昨日の時点で小夜ちゃんが切り裂き作った板で補強されていた。

　小屋自体も周りにある木々に丸太を渡し固定してある。

　周囲にある木々が根本から折れない限り、壊れる心配はなくなった。

　みんなは流された時に着ていた服にそれぞれ袖そでを通し、南極のペンギンみたいに固まり寒さを凌しのぐ。

「くーちゃん大丈夫でしょうか」

「本人が大丈夫って頑かたくなに拒んでいたけど、ちょっとまずいわよね」

「…………」

　小さ夜よちゃんとありすの会話を耳にしながら、愛め衣いは黙ってうつむく。

「愛衣」

「……何よ」

「風と雨が弱くなったら久遠くおんのところに行こうぜ。そして今度こそ、無理矢理でも連れてこよう。それこそ首に縄をかけてでもさ」

　彼女は一度オレの顔を見て、再びうつむく。

「優ゆう樹き」

「なんだい愛衣」

「言い方がエロい」

「なんでさ!?」

　愛衣はオレのツッコミを無視して予定を立てる。

「とりあえず、雨と風が弱まったら久遠を連れに行くってことで」

「あと、ユウキはエロいということで」

「そこは『ということで』にしなくていいだろ！」

　だが、ありすの言葉に他ほかの二人もうなずいている。

　どうやらここにはオレの味方はいないようだ。




　携帯のバッテリーはとっくに切れ、正確な時間は分からない。

　たぶん夕方ぐらいだろう。

　嵐あらしの中心に入ったのか雨と風はだいぶ弱まった。

　久遠を連れ出すため、みんな揃そろって彼女の家へと向かう。

　川を渡り、ジャングルを抜け丘へと出る。

「嘘うそでしょ……」

　久遠の住んでいた横穴は、上からの土砂に潰つぶされていた。

　太い柱はすべて根元から折れ、巨人に踏みつけられたようにぺしゃんこになっていた。

「――！」

「愛衣ちゃん！　落ち着いて。その中には誰だれもいないわ」

　瓦が礫れきに駆け寄り掘り返そうと手をかけた愛衣を、ありすが冷静な声こわ音ねで制する。

「周囲にも音がしない。すくなくともここから離れたんだわ」

「小夜ちゃん、久遠を匂においで探せない？」

「ダメです。雨で流されちゃってて」

　オレの提案に小さ夜よちゃんは、しゅんと落ちこむ。

　そんな彼女の頭を慰めるためなでた。

「でもどこに行ったんだ？　この壊れ具合からして大だい分ぶ時間が経ってるから、オレたちの小屋になら向こうで会えているはずだし」

「怪け我がをして途中で倒れてるのかもしれないわね」

　ありすの何気ない呟つぶやきにみんな息を飲む。

「探しましょう。ありすさんの言うとおり小屋に向かう途中で怪我をしたのかも」

「そうですね。探しましょう！」

「じゃぁオレも――」

「ダメよ。優ゆう樹きは小屋に帰ってて」

「愛め衣い、なんでだよ！」

「ユウキも分かってるでしょ、暗いジャングルをただの人間が探しても足でまといになるだけよ。半妖のワタシだって大変なのに」

　ありすが愛衣をフォローする。その指摘はたしかにもっともだ。

　ただの人間が、嵐あらしの中で子供一人を捜すのは二次遭難の危険が高い。

「優兄さんは戻ってください。もしかしたらくーちゃんが来るかもしれないので」

「……分かった」

　誰だれか一人オレを小屋まで送るという話が出たが断った。

　捜索の足手まといにはこれ以上なりたくなかったからだ。

「それじゃ、みんなも気をつけて」

「ふん、大丈夫よこれくらい」

「優兄さんも、お気を付けてくださいね」

「ちゃんといい子で待ってなさいよ、ユウキ」

　愛衣、小夜ちゃん、ありすの返事を聞くと、小屋に帰るため背を向ける。

「じゃぁどこを探すか割り振りましょう。わたしは海岸を、小夜ちゃんは東側のジャングルを、ありすさんは西側の――」

　背後から聞こえてくる愛衣の声こわ音ねが、ただ悔しかった。

　オレは無意識に痛いほど拳こぶしを握にぎりしめていた。




　帰り道。

　分厚い雲から微かすかに漏れていた太陽光も弱まる。

「暗くなるまえに戻らないとな」

　しかし、運が悪いことに川はその勢いを増していた。

　そのせいで飛び石の要領で渡っていた岩たちが、水流に沈んでしまった。

　しかたなく反対側に渡れる箇所を探すため、流れに沿って歩きだす。

「……まずいな。カッコつけず、やっぱり送ってもらったほうがよかったか」

　いつまで歩いても渡れる箇所は無い。

　夜になると雨と風が再び強くなる。

　大きめの葉を傘がわりにかかげる。

　だが、夜の闇やみと雨が加わり、視界を奪う。

　気が付けばいつの間にか、ジャングルの中へと入ってしまっていた。

　そして愚かにも歩き続けたのが災いとなる。

「!?」

　足下の地面が音をたて崩落する。一瞬の無重力……そして、落下。

　内臓が浮き上がる吐き気に似た嫌悪感の後、体中を殴られ、蹴けられるような痛みを味わう。

　とっさに頭を手でかばうが、衝撃は吸収しきれない。

　脳みそを直接掴つかまれシェイクされた気分だった。

「いててて……くそ、しくじった。ここガケになってたのかよ」

　仰向けに寝ころんだまま、状況を確認する。

　ガケというよりも、急斜面と表現したほうがいいかもしれない。

　ジャングルを切り裂く川縁。

　活断層のズレか、長年削られたせいなのかは分からないが、急斜面になったところから足を踏み外し転げ落ちたらしい。

　結構な高さから落ちたが、地面が雨で軟らかくなっていたのが不幸中の幸いだった。

「ッゥ……。体はあちこち痛むけど、骨折とかねんざはしてないな。ありすの言うとおり、悪運だけはいいな」

　強がりを言ってから気合いをこめ上体を起こす。

　そこでようやく暗がりに、人影が倒れているのに気が付く。

　その人影は――狐きつね火び久遠くおんだった。

「久遠!?」

　慌てて近づき、口元に手をかざす。

「呼吸はあるな。気絶してるだけか」

　頭を打っているかもしれないが、これ以上雨を浴びせるわけにはいかない。

　オレは彼女を抱きかかえる。

　運よく近くに洞穴があった。

　その洞穴は六畳ほどの広さと奥行きがあり、毒蛇も虫などもいない。

　久遠くおんは長時間雨を浴びていたらしく、体が氷のように冷たい。以前テレビで観みたが放っておくと低体温症で死ぬこともあるらしい。

「体をふいて温かくしないと……つまり服を脱がさないといけないわけだ」

　なぜだろう。人命救助のためなのにひどく犯罪臭がするのは……

　いや！　そんな気にしてる場合じゃない！　こうしているあいだにも体温は奪われ続けているんだ！

　オレは意を決して、服を脱がすため彼女の体に触れる。

「うわぁ、柔やっこい。愛め衣いたちより年下だけどちゃんと女の子の体してるんだ。あれ、この発言自体すでに犯罪者っぽくないか？」

　うん、たぶん気のせいだ！

　オレはぼたんを外し、久遠のワンピースを脱がそうとする。

「……なにをしているんですか？」

「オ、オハヨウゴザイマス」

　その時ちょうど目を覚ました久遠と、間近で目が合う。

　彼女はそれでも悲鳴をあげず上体を起こし、ぼたんを止め直す。

「……寝ている女性を襲うなんて。人として最低な行為だと思います」

「ち、違うよ！　オレはただ雨に濡ぬれたままだと風邪を引くから脱がそうとしてただけで！」

「……それ以上近づかないでください。ッゥ！」

　立ち上がり距離を取ろうとするが、右足を押さえうずくまる。

　どうやらガケから落ちた時足をくじいたようだ。

「大丈夫!?」

「……近づかないでください。これぐらいの怪け我がすぐに治ります。妖力を足に集中して治癒能力を高めれば……」

　だが、彼女は最後まで言えずふらりと倒れる。

　顔は赤く、呼吸も荒い。

　長時間雨に打たれて風邪を引いたんだ！

「久遠、無茶するな。とにかくこのパーカーを着て――」

「……来ないでください。あなたの協力など不要です」

　それはあからさまな、拒絶の言葉。

「どうしてそんなにオレを、オレたちを嫌うんだ」

「……あなたの、あなた方の存在自体が許せないんです」

　焦点のあっていない目で、敵意を向けてくる。

「……久遠の母は病気で亡くなりました。優しい人でした。父も、姉も、久遠も母のことが大好きで、愛していました。でも死んだんです」

「…………」

「……どうしてあなたみたいな最低な人が生きていて、母が死んだんですか？　どうして他ほかの人たちが生きていて、優しかったお母さんが死んだんですか……！」

　久遠くおんは普段のダウナー気味の声こわ音ねではなく、年相応の子供っぽい激情で心情を吐き出す。

「……どう、して」

「久遠!?」

　彼女は涙を流し気を失う。

　倒れた彼女のおでこを触ると異常なほど熱い。

　慌てて自分が着ていた若干湿ったパーカーを脱ぎ、久遠に被せる。

「……お父さん、お姉ちゃん……お母さん、苦しいよ……」

　寝言。

　彼女は腕を伸ばし虚こ空くうをまさぐる。

　オレはその手を握にぎり締めた。

　しかし、それ以上何もできない。

「くそ！」

　一人では火もおこせないし、久遠を抱えて嵐あらしの中、愛め衣いたちと合流することもできない。

　オレは自分の無力さに歯は噛がみする。

「げほ！　ごほッ！　寒い……苦しいよ、お父さん、お姉ちゃん……」

　彼女は体を小刻みに震わせ、小さくまるくなる。

　オレにできることは――

「よし！」

　再び久遠のワンピースに手をかける。

　彼女を裸にすると、着ていたパーカーを着させる。

　パーカー前のチャックを閉じ、後ろからかかえるように彼女を抱き締めた。

　じんわりと細胞のすきまから染みこむように温かさが広がっていく。

　耳元で久遠の荒い息が、暴風雨と交じり合う。

　彼女の焦げ茶色の狐きつね耳、同色の髪がほほや首筋をくすぐってくる。

「……お父さん」

「うぉっ」

　久遠はうわごとを呟つぶやき、こちらに体を向けると背中に腕を回して抱きついてきた。

　彼女の控えめな乳房が、パーカー越しに触れる。

　心臓の小さな鼓動がはっきりと伝わってくる。

「やばいやばい！　中学生に欲情してどうする！　こういう時は円周率をとなえるんだ。えーと、おおよそ三！　くそ！　終わっちまった！　学校でそう習っているから、これ以上数えられないじゃねぇか！　ゆとりバンザイ！」

「んんっ」

「おっとごめん。うるさかったよな。一人ぼけツッコミは止めよう、久遠くおんをおこしちゃかわいそうだ」

　オレは彼女の背中を温めるため何度もなでる。

　まだ成長しきっていない、小さく柔らかな体。

　けれどちょっと力をこめると、まだかたく青い果実を思わせる。

　なでるたび、久遠は気持ちよさそうな声を出しほほをすり寄せてくる。




　どれぐらい時間が経っただろう。

　嵐あらしはその激しさをさらに増す。

　降り注ぐ雨粒で一メートル先も見えないほどだ。

　激しく降る雨音に起こされたのか、久遠が再び目を覚ます。

「……ん」

「おはよう。よく眠れたかお姫さま？」

「…………」

　寝起きと風邪のせいで、頭がぼんやりするのか返答がない。

　彼女は状況をゆっくりと確認しようとする。

　だが途中で疲れたのか再び目をつぶり、体をあずけてくる。

「ちょっ、止め、くすぐったいって」

　体温を求め鼻先を、オレのアゴの下へ擦すりつけてくる。

　腕はさらに強さを増し、抱きついてきた。

　まどろみが途切れ、久遠が正常な意識を取り戻す。

　どうやら、自分がしていた行為を認識したらしく、はっと気づいたあと、ほほを真まっ赤かに染め、上目遣いにこちらを見つめる。

「……久遠に何をさせているのですか。セクハラですか」

「そりゃこっちのセリフだ。あんまり耳を動かさないでくれ。くすぐったい」

「……最低です。襲われました。無事ここを出られたら、次に会う場所は法廷です」

「襲ってねぇ！」

「……うるさいです。いいから、離してください、――ッゥ」

「無理すんな。風邪引いている上、足をねんざしてんだから」

　久遠は離れようと足に力をこめたが、痛みに顔を歪ゆがめ再び腕の中に戻ってくる。

「…………」

　そして彼女はだぼだぼの袖そでからなんとか手を出す。

　指先に炎が生まれるが、バースデーケーキのロウソクみたいにすぐ消えてしまう。

「……たしかに、体調不良で狐きつね火びも出ないようですね……」

「無実が証明されたみたいだな」

「……いえ、それはまだです。体調が回復次第、訴える準備をします。次に会う時は牢ろう屋や越しです」

「あれ、段階がいくつかとんでるよ!?」

「……冗談です。適切な対応に感謝します。ありがとうございます」

「そりゃどうも。あははは、でも、久遠くおんでも冗談言うのか」

　彼女は返答せず目をつぶる。

　息は浅いが寝ているわけではないらしい。

「……どうしてガケから落ちたんだ？」

　重い空気に耐えきれず、話を振った。

「……家が雨を吸った土の重みに耐えきれず崩れたので、他ほかに嵐あらしを凌しのげる場所を探していたんです。そうしたらあやまって足を踏み外してしまいました。不覚です」

「でも、足をひねっただけでよかったじゃないか。不幸中の幸いだよ」

　彼女からの返事はなかった。

「オレを襲ったのって、母親が死んだのに二ふた股またをかけているダメ人間が生きていることが許せなかったからか？」

　それは久遠が倒れる前に言ったセリフから想像して出した答えだった。

　図星だったらしく彼女は驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「……!?　どうしてそのことを知っているのですか？」

「久遠が言ってたんだよ。すごい形相で、睨にらんでさ。覚えてないのか？」

「……はい」

「久遠のお母さんってどんな人だった？」

「…………」

「悪い、デリカシーがなかった」

「……いえ。母は病弱な人で、久遠を産んでからずっと病院のベッドで過ごしていました。それでも久遠を心の底から愛してくれました。だから、久遠も母が大好きで、幼稚園が終わると迎えに来てくれた姉と一緒に毎日病院へ通いました。日曜日は父も仕事が休みで、一緒にお見舞いに行ってよく家族四人で過ごしていたんです」

「へぇ」

「……家族で一度だけ旅行にも行きました。久遠が小学校一年生の夏休みに北海道に二泊三日で。お姉ちゃんと一緒に牧場で牛のお乳を絞ったり、お父さんがチーズ作りのイベントで一番を取ったんです。牛乳をペットボトルに入れて、こうかしゃかしゃと振るんです」

　久遠くおんはどこか自慢げに振る仕し草ぐさをする。

　そのたびに頭も動き、狐きつね耳がくすぐったくてオレは自然と微笑ほほえんでしまう。

「……その旅行で久遠は初めてお母さんに怒られました」

「怒られた？　そのわりにはなんだか嬉うれしそうだな」

「……はい。久遠にとって、とても大切な想い出です」

　そして、彼女はゆっくりとその時のできごとを話してくれた。




　その日、牧場でチーズ作りのイベントの後、昼食を終え久遠は姉と二人で牛にエサをやったり、山羊や羊を撫なでたりして遊び回った。

　しかし姉は乗馬体験で馬に乗れたが、彼女は幼すぎて乗れずすねて一人で遊び始めたらしい。

　彼女は一人で牧場を回り気が付けば、近くのトウモロコシ畑に迷いこんでいた。

　そこは彼女の背より高いトウモロコシが迷路みたいにどこまでも広がっていた。

　最初は面白がって歩いていたが、陽が落ち暗くなると久遠は事態の深刻さに気が付き泣き出してしまう。

　歩き続けたせいでかかとの皮は破れ、血が滲にじむ。

　その痛みと疲労、孤独と不安で、泣きながら父母と姉の名前を呼び、ついにはその場でうずくまってしまった。

　空に沈むように、真まっ赤かな太陽がとけていく。

　その陽を浴びながらうずくまった久遠は泣き続けた。

「……でも。その時に、遠くから久遠の名前を呼ぶ声が聞こえたんです」

　彼女は立ち上がり、その声に引っ張られるように痛む足を引きずりながら歩いた。

　トウモロコシ畑を抜けると、病弱な久遠の母が懸命に大声を出し自分を探していた。

　彼女は久遠の姿を見付けると、顔をくしゃくしゃにして駆け寄り抱き締めてくれた。

　その腕は息ができないほど痛く、熱かったらしい。

　母は力いっぱい抱き締めた後、久遠のほほを叩たたいた。

　そして、怒られた。

「……今でも覚えています。『一人でどこ行ってたの！　どこか行く時はお姉ちゃんやお母さんたちと一緒じゃないとダメだって言ったでしょう！』って」

　その後、久遠はぶたれたほほを押さえ泣きながらあやまり続けたらしい。

　彼女の母もそんな娘を再び強く抱き締めた。

　服が涙と鼻水で汚れるのも気にせず。

『久遠が無事でよかった……本当によかった』と何度も泣き呟つぶやきながら抱き締め続けたらしい。




「……その時、子供ながら思い知りました。母がどれだけ久遠くおんを心配していたのか。悪い想像ばかりが頭をよぎって不安だったか。そして、どれほど愛してくれていたか……」

　その後、目を離した姉共々父にひどく怒られたらしい。

　そして――

「……その旅行で初めてお母さんと一緒にお風ふ呂ろに入ったり、お布団で寝たりもしたんです。お風呂は温泉なんですが、お姉ちゃんも一緒に三人で入ったんです。お父さんも入りたがったんですが、お姉ちゃんが凄すごくイヤがって結局入れなかったんです。久遠は一緒でもよかったんですが」

「まぁ年とし頃ごろの女の子だとそうだろうな……一緒に下着も洗って欲しくないっていうぐらいだし」

「……昔は酷ひどいと思いましたが、今なら気持ちが分かります。お父さんは好きですが、一緒にお風呂は入れません」

　がんばれ、久遠パパ！　超がんばれ！

「それでお母さんと寝た時はやっぱりお姉ちゃんも一緒だったのか？」

「……いいえ、お姉ちゃんは一人で寝ました。昼間人一倍はしゃいでいたので疲れたんだと思います。お母さんの布団に入って寝たんですが、とっても温かくていい匂においがしたんです。凄く安心して幸せな気持ちになる温かさでした」

「そっか」

「……でも。その年の冬にお母さんの病状が悪化して。……お母さんは、死んでしまいました」

　雨音が静寂になった空間を埋める。

　オレはかけるべき言葉を見付けられず、黙り続けるしかなかった。

　久遠はぽつり、ぽつりと語り出す。

「……父は百鬼夜行の研究員で、『龍りゆう脈みやく』の研究をしていました」

「龍脈の？」

「……父はその莫ばく大だいなエネルギーを母の治療に使えるか研究させて欲しいと研究所に頼みました。しかし、結果は……」

　久遠は喋しやべるたびに胸の肉をえぐり取られるように顔をしかめる。

「……父は久遠と姉がその場にいるのにもかかわらず、親としてのプライドを捨て研究所職員たちの前で土下座をしました。なのに彼らは話を聞こうともしなかった。倫理的な問題や誰だれが責任をとるんだとそんな体面的なことばかりを言うだけで……ッ」

　久遠のほほを涙が一筋伝う。

　それは地面に落ち、シミとなって消える。

「……もし少しでも治療の研究ができれば、母の病気を治すことはできなくても延命は可能だったかもしれないのに。しかも父は危険思想を持つ人物として研究所をクビにされました。ただ母を救いたいと願っただけなのに」

　久遠くおんの声こわ音ねに暗く重い感情がこもる。

「……ありすさんと優ゆう樹きさんが、キノコ狩りに行く途中話を聞いたんです。愛め衣いさんと小さ夜よさんに二ふた股またをかけていると。そして貴方たちは楽しそうに笑いあっていた。……その時久遠は感情を制御できませんでした。あんなに優しかった母が死んで、他人にも裏切られたのに。どうして貴方たちは、互いを信頼しあっているのか。幸せそうに見えるのか。二股をかけるような最低の人間なのに」

　そう呟つぶやいて、久遠は目を閉じる。

　小さく息を吸い、ゆっくりと吐き出すように、言葉を続ける。

「……それが許せず、気がついたら私は優樹さんを襲っていました。これが動機です。理由が分かり、満足しましたか？」

「…………」

　久遠の瞳ひとみから涙があふれ、ほほを伝う。

「……お金なんていりません。他ほかのどんなものもいりません。ただ家族四人で一緒にいたかった。それだけの小さな願いなのに、どうして叶かなわないんですか？　ごほっ、ゴホッ！」












「もう喋しやべるな。喋ると体力を使うから」

「……不覚です。病気で弱っているとはいえ、優ゆう樹きさんとこんなに話をしてしまうなんて」

「いいから喋るなって。もうちょっと寝てろ。朝になれば愛め衣いたちが絶対に見付けてくれるから」

　久遠くおんの細い折れてしまいそうな体を抱き締める。

　彼女の体は柔らかく、熱を帯びていて、壊れ物のように小さい。

「……やっぱり、キモチワルイです……でも」

　風邪と熱で適切な判断がつけられない彼女は、そのまま目を細める。

「……あったかい」

　そのまま体をあずけてくる。

　目をつぶる。

　長いまつげが涙でさらに濡ぬれた。




　久遠はいつのまにか眠りに落ちていた。

　呼吸は荒く、いまだ熱っぽい。

　オレは何度も彼女の体をなで、少しでも温度をあげようとする。

　しかし、オレ自身の体力も限界だったらしく、久遠と同じように眠りに落ちてしまった。

　だから、この後見た光景はたぶん夢だと思う。

　雨かっぱを被った女性が洞穴から入ってくる。背格好や特徴から決して、愛衣たちではない。

　彼女は雨かっぱのフードを取る。

　その顔はどこか久遠に似ていた。

　彼女は愛おしそうに、オレの腕の中で真まっ赤かな顔で眠り続ける久遠の頭をなでる。

　そして、ポケットから注射器を取り出す。

　パーカーの袖そでをまくり、久遠の腕に注射器を刺し液体を流し入れる。

『これ以上、風邪が悪化することはないわ。明日か、明後日あさつてには治ってるはずよ』

　そう言って、オレのほほに軽いキスをする。

　そして、来たとおりフードを被ると再び雨と風が吹き荒れる外へと出て行ってしまう。




　女性の姿が完全に見えなくなったところで再び深い眠りに落ちてしまった。

「…………」

　どれぐらい時間がたっただろう。

　まだ世界は暗く、気温はさらに下がっている。

　しかし幸運にも雨がその勢いを弱めていた。

　これなら朝まで待たずとも、愛め衣いたちは探しに出てくれるはずだ。

　だが、さらなる危険が近づいていることにオレはまだ気付いていなかった。

「……何か来ます」

　最初に察知したのは、狐きつね耳の久遠くおんだ。

　いつのまにか彼女も起きていて、目をぱちりと開あけると、洞穴の入り口を睨にらむ。

　オレもならって外に目を向けるが、増水した川と雨、反対側に広がるジャングルの木々がうっすらとしか見えない。

　オレがその存在に気付いたのは視覚ではなく、聴覚でだった。

「うなり声？」

　猫が喉のどを鳴らす音が、三十倍ほど威圧感を増したらこんな音になるだろう。

　洞穴の入り口をのっそりと大きな影が塞ふさぐ。

「た、タイガー!?」

　三メートルはある大型の虎とらが姿をあらわす。

　愛衣のセリフを思い出す。




『だいたいそんなのがあっても、たいてい猛獣や虫とかの巣になってて使えないわよ』




　つまりこの洞穴が、こいつの巣穴だったんだ！

　虎こ穴けつに入らんば虎こ児じを得ずだが、オレたちは何もない虎穴に入ってくつろいでいたんだ！

　虎の目が闇やみでも分かるほど光っている。

　距離はまだあるはずなのに、吐き出す生臭い息が鼻び腔こうを刺激する。

「……逃げてください」

「久遠？」

　突然のピンチに凝固していると、久遠がだぼだぼのパーカー姿で立ち上がる。

「……久遠は足を怪け我がしています。体調も悪いです。ですから一人で逃げられません。でも優ゆう樹きさんは違います」

「つまり、虎が久遠を襲っているあいだに逃げろってことか？」

「……狐きつね火びで一瞬の隙すきを作ります。これで貸し借り無しです。それに私は妖あやかしです。足を怪我しても、体調が悪くても動物程度には負けません」

　久遠はオレを背に虎と対たい峙じする。

　もしオレが女で、久遠が男なら確実に惚ほれていた。

　しかし生あい憎にくオレは男で、久遠は女の子だ。

「ふらふらのガキがパーカー一枚で何言ってんだよ」

「……優ゆう樹きさん！」

　無理矢理、久遠くおんを背後に押しこむ。

　彼女は体に力が入らないのか、ぺったりと座りこんだ。

　そして、今度はオレが虎とらの前に出る。

「……ただの人間が勝てるはずない！　逃げて！」

「さっきの質問、やっぱりオレにも分からないよ」

「……？」

「オレみたいなダメ人間が生きてて、どうして久遠の母ちゃんが死んじゃったかって話さ。考えてみたけどやっぱり分からないや。ごめんな」

「……そんなことどうでもいいです！　逃げてください！」

「イヤだね」

　虎が姿勢を低くする。

　恐怖で縮み上がる。

　こえぇえぇぇぇぇぇぇぇぇえぇえぇッ！！！

　指から伸びる爪つめや口からのぞく鋭い牙きばなんて超痛そう！

「……どうして、かばうんですか？　久遠は優樹さんたちに酷ひどい言葉や態度をいっぱいとってきたのに」

「ああ、その質問なら簡単だ」

　それでもオレは逃げ出さず、一度だけ背後の久遠に振り返って笑う。

「あれぐらいの言葉や態度なんて、普段受けている暴力や罵ば詈り雑ぞう言ごんに比べればへでもないって。それにたしかにオレはダメ人間だが、ここで女の子を見捨てて逃げるほどオトコは捨ててねぇよ！」

「……！」

「それに久遠を見捨てて逃げたら愛め衣いや小さ夜よちゃん、ありすに合わせる顔がないからな！」

　オレは再び視線を虎へと向ける。

　虎はさらに姿勢を低くし、弾かれたように飛びかかってくる。

　虎の鋭い爪が間近に迫ってくる。オレは逃げずに叫んだ。

「来るなら来やがれ！　久遠には指一本触れさせねぇー……ってあれ？」

　虎はオレと久遠には目もくれず、洞穴の一番奥まで行き、器用に前足で頭をかかえる。

　まるで借金取りの追いこみに怯おびえる人間のように小刻みに震え始めた。

「あーっ！　優樹と久遠発見！」

　その姿を眺めていると、外から声が聞こえてくる。

　振り返るとずぶ濡ぬれで泥だらけの愛衣が立っていた。その背後には小夜ちゃんとありすが、負けず劣らず汚れた格好をしていた。

「愛め衣い、小さ夜よちゃん、ありす！　どうしてここに!?」

「どうしてじゃありません！　優兄さんまでいなくなったのでみんなで島中を探したんですよ」

「そしたら途中でそこの虎とらがケンカを売ってきたのよ。愛衣ちゃんが『生きたまま毛皮剥はいで、パンツにするわよ』って脅したら一目散に逃げ出して。すぐその後、ユウキたちの声が聞こえたから後を追ったのよ」

「ったく、優ゆう樹きまで遭難してどうすんのよ。一人で帰ることもできないなんて、本当にダメ人間なんだから」

　愛衣たちは一斉にオレを責め立てるが、その声こわ音ねは見付かった安あん堵どのほうが大きかった。

　それがただ嬉うれしかった。

「ごめん、愛衣。でもまぁそのお陰で久遠くおんも見付けたんだしさ」

「『怪け我がの功こう名みよう』ですね。とにかくお二人とも無事でよかったです」

「本当ね。二人とも無事で……あれ？」

　愛衣がセリフの途中で、首をひねる。

　オレはそれでようやく自分の置かれている立場に気付いた。

　――状況確認。

　狐きつね火び久遠、全裸にパーカー（倉くら田た優樹所有）のみ。涙目、ガケから落ちたため体中に細かい傷あり。

　倉田優樹、上半身裸。二人が抱き合っていた痕あとが体にあり（脇わき腹ばらに女性が抱きついて赤くなった痕）。

　そんな光景を婚約者・猫ねこ柳やなぎ愛衣、戌いぬ威い小夜。兎うさ月つきありすに見られる。

「……よし、ＯＫ、ＯＫ。状況は理解できた。愛衣、小夜ちゃん、ありす。話し合おう。話を聞けばああ、そんなことか～って絶対納得するから！　だから話を聞いてください、お願いします！」

　オレは無言で詰め寄ってくる三人に気け圧おされ、洞穴の奥で怯おびえる虎のところまで後退する。

　そして虎と抱き合いながら、見下ろしてくる三人にがたがたと震えた。

「ええ、話を聞かせてもらおうかしら、ご主人さま。隅から隅までね。ハイパーロリコンさん。略してハロー」

「やめて！　英語の挨あい拶さつみたいな略し方しないで！」

　ありすは顔は笑っているが、目はさきほどの虎に負けないほど爛らん々らんと輝かせていた。

「うっさい、このハローが！　最低、本当に最低よ。このハロー！」

「うふふふ、優兄さんはハローだったんですね。そんなに若い子がいいんですか？　どうして男の人はみんなハローなんですか？」

　ダメだもう『ハロー』がロリコン用語にしか聞こえない！

　彼女たちは目を合わせただけで死んでしまいそうなほど怖い笑顔で詰め寄ってくる。

「「「さぁ、お話を聞かせてもらおうかしら（お聞かせいただきますね）」」」

　前略お母さま、お父さま。あなたの息子はどうやら星になりそうです。
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「……ここは？」

「おはよう」

「お気づきになられましたか」

　小屋に寝かされていた久遠くおんが目を覚ます。

　待機していたオレと小さ夜よちゃんは、上半身を起こす彼女に笑いかけた。

「……小夜さん、優ゆう樹きさん？」

「おはようございます。昨晩のことは覚えていらっしゃいますか？」

「……昨晩？」

「はい。くーちゃんの家が壊れて、雨を凌しのげる場所を探していたらガケから落ちたことです。優兄さんと一夜を共にした後、気絶してしまったんですよ。あの後、くーちゃんを私たちの小屋に運んで、さっきまで愛め衣いちゃんが看病してたんです。今はさすがに疲れて寝てしまったので私が代わりましたけど」

　小夜ちゃんの指さした先に愛衣が寝息を立てていた。

　久遠はその姿を見つめ表情を暗くする。

「あら、ようやく起きたのね」

　と、ありすが草で編んだカゴを手に帰ってきた。

「ちょうどよかった。お腹空いてるでしょ？　昨日の嵐あらしで果物とかはほとんど落ちちゃったけど、魚や貝はけっこう採れたのよ」

「……ドロだらけ」

　久遠がありすの服や体についた汚れを指さす。

「ちょっと汚れただけよ、子供が気にすることじゃないわ。あっ、そうそう」

　ありすは手を洗うと、指先を口で切り血を滲にじませる。

「因幡いなば一族の血肉には、治癒能力を高める効果があるの。ワタシは半妖だけど、そこそこ効果があるはずだから舐なめておきなさい」

　久遠は言われたとおり、血が滲むありすの指先を舐める。

「うふふ、いい子ね。もう少し横になってなさい」

「では、すぐにご飯を作りますね。くーちゃんのため腕によりをかけて作りますよ♪」

　小さ夜よちゃんが、ありすと入れ替わり料理をするため外に出ようとする。

　その背を久遠くおんの呟つぶやきが止めた。

「……どうして」

「はい？」

「……どうして、貴方たちはそんなに優しくするんですか？　生意気な態度をとってきたのに」

　それは、あの洞穴で問いかけられたモノと一緒だ。

「ふにゃぁ、ふにゃぁ～」と、愛め衣いが口からよだれを垂らし、変な寝言を漏らす。

　自身の寝言で目を覚ましたのか、まぶたを薄く開き久遠が起きている事実を知る。

「く、くにょん！」

　体を勢いよく起こして、寝起きのせいか名前を噛かんだ。

「……愛衣さん」

「『愛衣さん』じゃない！　このバカ！　どうして家が壊れたらすぐこっちに来なかったの！　心配したんだからね！」

　愛衣は久遠に詰め寄ると、『ぽこん』と頭を軽く叩たたく。

「まったく世話が焼けるんだから」

　そう言って、愛衣は久遠に笑いかける。

「……愛衣さん」

　久遠の瞳ひとみから涙がぽろぽろとこぼれる。

「あっ！　愛衣ちゃんが久遠ちゃんを泣かしたわ」

「あ、ありすさん！　えっ、ちょ、わたしそんな強く叩いた!?　ご、ごめんね」

「……ち、違います」

　久遠はセリフを最後まで言うことができず、ただほほに涙を伝わせる。

　小夜ちゃんはそんな久遠を優しく抱き締めた。

「くーちゃんが無事でよかったです。私たちみんな心配してたんですよ？　もう二度と一人で無茶してはダメですからね」

「……ごめんなさい。ごめ、んなさい」

　久遠は何度も呟き、小夜ちゃんの胸で泣く。

　その周りを愛衣がおろおろと動揺し、ありすが分かったうえでからかっていた。

　オレはそんなみんなを眺めて、自然と笑ってしまう。

　こうして、狐きつね火び久遠が新しくオレたちの仲間に加わった。
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「熱は下がったみたいね」

　愛め衣いは寝ている久遠くおんの額ひたいに自分のを重ね、熱をはかる。

　彼女が小屋に運ばれてから一日が経った。

　愛衣に頭を叩たたかれ泣き出した後、彼女はほとんど一日寝ていた。そのせいか今朝は顔色もよく、体調はかなり良くなったように見える。

「けど、一応用心して今日は安静にしておきなさい」

「……愛衣さん、もう大丈夫です」

「ダーメ。年上の言うことには大人おとなしく従いなさい」

　愛衣は久遠の鼻を指で押し、黙らせる。

「それじゃわたしたちは午前の仕事を済ませましょ。わたしと小さ夜よちゃんは、食料の調達ね。ありすさんは水みず汲くみと薪たきぎ集めをお願いします。優ゆう樹きは久遠の側にいてあげて」

「了解。みんな気をつけてね」

「ありがとうございます♪　優兄さんもくーちゃんの看病がんばってくださいね」

「ユウキ、いくら可愛かわいいとはいえ、久遠と二人っきりになってからイタズラしちゃダメよ」

「ば、バカありす！　オレがそんなことするはずないだろ！」

　ありすが意地悪くオレをからかってくる。

　その言葉に愛衣と小夜ちゃんが目を光らせる。

「優樹……もし久遠にＨなことしたら、潰つぶした後、千切るからね」

「優兄さん……その後、奥まで押しこんで拡張しますよ？」

「だから何を潰した後、千切って、奥まで押しこんで拡張するんだよ!?」

　愛衣と小夜ちゃんは質問に答えず、寝ている久遠に声をかけ小屋を出て行く。

「それでは行って参りますね」

「久遠、もし何かして欲しいことがあったら遠慮なく優樹に言うのよ」

「……はい、分かりました。行ってらっしゃい」

「ユウキ、病気で弱ってる女の子にイタズラしちゃダメよ」

「だからそれはもういいって！」

　そんな風ふうに騒がしく愛衣たちは午前の仕事へ出かけて行った。

　小屋にはオレと久遠の二人が残される。

　久遠は床に敷いた葉の上に横になり、小夜ちゃんの浴衣をかけ布団代わりに使っていた。

　オレはシャツを切って作ったタオルを水にひたし、しぼって久遠の額に乗せる。

「……病人扱いしないでください。もう熱は下がっているんですから」

「完全に治ったわけじゃないだろ？　油断してるとぶり返すぞ」

「……平気です。もう治りました。狐きつね火びだって、問題なく使えます」

　オレに見せるためか、久遠くおんは浴衣から腕を出すと、人差し指に小さな火を灯ともす。

　それがさらに大きくなり、炎がナイフの形状をとる。

「へー、そんなこともできるのか。他ほかにはどんな能力があるんだ？」

「……他には前にも話したとおり、変身能力ぐらいです。あれは見かけが変わるだけで能力とかはコピーできませんが、自分以外他者も変化させられます。触れている間だけですけど」

「自分以外を変化させることもできるのか。イタズラとかに使えそうだな……」

「……優ゆう樹きさん、顔が邪悪です」

　彼女は炎のナイフを消して指摘してくる。

　オレは咳せき払ばらいして、話題を変えた。

「それだけ喋しやべられるようなら本当に体調はいいみたいだな。でも、愛め衣いにも言われたろ。今日は一応用心して安静にしているようにって。それに久遠も熱がぶり返すのはイヤだろ？」

「……はい」

「なら今日は大人おとなしくしような」

「……分かりました」

　不承不承という感じの声こわ音ねだったが、久遠は素直に言うことを聞いてくれた。

　最初、命を狙ねらって来た時に比べると格段に友好的だ。

　オレはさらに調子にのって話しかける。

「何か食べたい物やして欲しいことはあるか？　無人島だからコンビニとかないけど、できる限りの要求には答えるぞ」

「……別にありません」

「まぁまぁそう遠慮すんなって。して欲しいことのひとつやふたつぐらいあるだろ？」

　冗談っぽくおどけて言う。

　オレの予想ではいつもみたいに冷たい眼まな差ざしで毒を吐くか無視してくると思ったが、彼女はまったく別の反応をしてきた。

　彼女は不安そうに眉まゆを寄せる。

「……どうしてそんなに優しくしてくれるんですか？」

「どうしてって、久遠は病人だろ？　それぐらいはするさ。それにもう久遠は、オレたちの妹みたいなもんなんだから」

「……妹」

「愛衣や小さ夜よちゃん、ありすもきっとそう思っているよ。ああ、もちろん、オレもね。だから遠慮せず、『お兄ちゃん』とか言って甘えてくれよ」

「……お兄ちゃん、ですか……」

　彼女はまた熱がぶり返したのかほほを赤くし、かけ布団代わりの浴衣を頭まで被る。

　どうしたんだろう。眠くなったのか？

　反応に困っていると久遠くおんは、警戒心の強い小動物みたいにゆっくりと浴衣から顔を出し、

「……ならちょっとだけ甘えてもいいですか？　お……お兄ちゃん」

「おう！　ちょっとじゃなくてどんとこい！」

「……体をふいてもらっていいですか？」

「へ？」

「……お風ふ呂ろに入らず、ずっと寝ていたので汗がキモチワルいんです。前は自分でやりますから、お兄ちゃんには背中をふいて欲しいんですが」

　そういうことか。

　さすがに遠慮せず甘えてくれと言った手前、首を横には振れない。

「分かった。それじゃすぐ準備するからちょっと待ってて」

　オレはヤシの実の器に水を入れ、久遠の傍らに置く。

　彼女の額ひたいに乗せていたタオルをヤシの実の器に浸し、水気を絞った。

「それじゃ背中を向けてくれないか」

「……はい。ちょっと待っててください」

　彼女は浴衣の下で、器用に着ていたワンピースを脱ぐ。

　そのワンピースで前を隠しながら起き上がり、背中を向ける。

　茶色の長い髪はひとつにまとめ肩から前に流している。

　中学一年生のくせにうなじが妙に色っぽく、白いパンツごしにお尻しりのラインは丸見えで、ブラジャーは寝ている時辛つらいからと外していた。

　やばい。意外と目のやり場に困ってしまう。

「そ、それじゃやるぞ」

「……お願いします」

　思わずどもってしまったが、許可をもらい久遠のシミひとつない肌に触れる。

「……んっぅ」

「ごめん。痛かったか？」

「……違います。ちょっと驚いただけです。お父さん以外で男の人にここまで触られるのは初めてですから」

「そ、そっか」

「……はい。そうです」

　なぜか微妙な空気になる。

　気を取り直し続きを始める。

　髪をまとめ流している肩へ。次に肩けん胛こう骨こつの間を滑り、尾骨までを一気にふく。

　しかし女の子の体って本当に細いよな。

　足首なんてオレの人差し指と親指の指先がくっつくし、首や手首なんかも力を入れたら簡単に折れそうなほど細い。

　そんなことを考えながら彼女の背中をふき終える。

「どうだ、少しは気持ち悪さはとれたか？」

「……（こくり）」

「そっかよかった。じゃぁ、前は自分でできるよな。ほい、タオル。その間外に出てるから、終わったら声をかけて――どわぁッ！」

「……!?」

　オレは水に濡ぬらし絞ったタオルを久遠くおんに手渡し、外へ出るため立ち上がる。

　だが、足が痺しびれていたらしく立ち上がれずに彼女を押し倒してしまった！

「……ッッッ！」

　彼女が手にしていたワンピースが胸を、浴衣が下をぎりぎり隠すが、くぼんだおへそや幼いながらも艶あでやかな曲線を描く腰は目の前にさらされる。

　久遠の宝石みたいに輝く大きな瞳ひとみやほほに影をつけるほど長いまつげ、色の濃い赤い小さな唇が目の前にある。

「……は、早くどいてください」

「ご、ごめん。でも、ちょっと足が痺れちゃって」

「……なら、いいです」

「え？」

「……お兄ちゃんになら、もう少しだけこのままでもいいです……」

「久遠」

　オレと久遠の間に甘い砂糖菓子みたいなピンク色の空気が漂う。

「どっせえぇぇぇぇぇえぇぇぇぇえいいいいいぃい！！！」

「ぐぼばらぁ!?」

　その空気も一瞬で霧散させられる。

　目の前に足の甲が映ったかと思うと、顔を蹴けり飛とばされる。

　オレは一回転して久遠から離れた。

　鼻を押さえ顔をあげると、そこには怒りに満ちた瞳で食料を調達しに出かけた筈はずの愛め衣いと小さ夜よちゃんが立っていた。

「もう戻ってきたのかよ！」

「いいえ、用心して様子を見に戻ってきたんです。そしたら優兄さんとくーちゃんが……」

「ち、違う！　誤解だよ、小さ夜よちゃん！　さっきのは足が痺しびれて転んで、押し倒しちゃっただけで久遠くおんにイタズラしようとか、そういうんじゃないんだよ！」

「うっさい！　このドヘンタイロリコン！　略してドロリ！　二人っきりになった途端、病人の久遠を手て籠ごめにしようとするなんて」

「優兄さんはドロリだったんですね？　どうして男の人はみんなドロリなんですか？」

「だから違うって！　てか、ドロリ、ドロリ言うの止めてくれ！　もうドロリがロリコン用語にしか聞こえないよ！」

　だが、オレの声など二人に届くはずもなく……愛め衣いは指の骨を鳴らしながら、小夜ちゃんは笑っているが背後からドス黒いオーラを放ちながら壁際に追い詰めて来る。

　久遠に救いの手を求めたが、彼女は愛衣と小夜ちゃんの迫力に怯おびえ浴衣を抱き締め反対側の壁まで後退していた。

　二人はさらに距離を縮めてくる。

「た、助けて！　ちょっ、や、止めて！　止めてください！　ぎゃ、ぎゃぁあっぁッ!?」

　そしてオレはその日、予告通り愛衣と小夜ちゃんに潰つぶされた後、千切られ、奥まで押しこみ拡張されてしまった。

　二度と消せないトラウマがこの日誕生した。
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　久遠の看病から二日後の朝。

　彼女は元気を取り戻し、オレたちと一緒の生活にも大だい分ぶ慣れてきた。

　そして、狐きつね火び久遠の問題もかたがつき余裕ができてきたオレたちは、ずっと放置していた問題に取りかかることが昨日の夜、賛成多数で可決された。

　その問題とは、この無人島の詳しい調査だ。

「例え何があってもなくても、かならず日が沈む前に戻ってくること、いいわね？」

　愛衣の掛け声と共にみんなが返事をする。

　事前に決めたチーム構成――愛衣・ありす・久遠チームと、オレ・小夜ちゃんチームに分かれて、左右から島を一周するという計画だ。

「でもやっぱり、小夜ちゃんとユウキだけで島を回るのは危険じゃないかしら」

「ありすって意外と心配性だな。小夜ちゃんと一緒ならよっぽどのことがない限り、危険な目にあわないって」

「もし何かあっても、私が一命に代えて優兄さんをお守りしますのでご安心ください」

「ううん、そういう心配じゃなくて。ユウキの貞操が、ね」

「またか!?　またなのか!?　久遠もいるんだからそういう話するなよ！　誘惑にも乗らないし、襲ったりもしないから安心しろ！」

「襲ってくれないんですか？」

「なんでそんな残念そうな顔をするの!?」

　愛め衣いが眉み間けんにシワを寄せ脅してくる。

「優ゆう樹き、分かってるでしょうね。もし小さ夜よちゃんに変なことしたら……」

「分かってるって。とにかく時間ももったいないし、そろそろ行こうぜ」

「はい、優兄さん♪」

　オレは話を強引に切り上げ、愛衣たちに背中を向け歩き出した。




　砂浜の一番端をさらに越え、ジャングルの奥へと入っていく。

「へぇ～、こんな場所があったんだ」

　開けた場所に出ると、そこには三十メートルほどの滝があった。

「壮観ですね。もし遭難などしていなかったら、みんなで遊びに来たいですね」

「そうだね。なんの心配もせず、こういうところでのんびりしたいねぇ。考えてみると本当に何やってんだろ、オレたち。夏休みに無人島でサバイバルって」

「申し訳ございません。賢けん悟ご叔父さんが優兄さんを海に投げだそうとしなければ、こんなことには……」

「小夜ちゃんがあやまる必要はないよ。それに元をただせばオレが小夜ちゃんにヒモ水着なんて着せたから賢悟さんを怒らせたわけだし」

　つまりこれは愛衣と小夜ちゃんを騙だましてダブルデートした報いということか。

　因いん果が応おう報ほう。お天てん道とうさまはやっぱりちゃんと観みてるんだな。

　自身の罪を悔いていると、小夜ちゃんに声をかけられる。

「優兄さん、滝の裏側になにかありますよ。洞どう窟くつでしょうか？」

「滝の裏に洞窟、そんなものがアニメや漫画以外に存在するなんて！　ありすが知ったら喜ぶだろうな」

　滝の裏に洞窟なんて、掛け軸の裏に秘密の抜け道なみのレアだ。

　洞窟の口は高さ約三メートル、横も約三メートル。

　中は暗く、その奥行きまでは分からない。

「なんか出そうだね。雰囲気的に」

「出そうとは？」

「お化けや霊とかさ」

「ひぃッ。な、何をおっしゃっているんですか優兄さん！　そ、そんなお化けや霊なんて非科学的です！」

「そうだよな非科学的だよな。だいたい今は昼間だし。あははは」

「そうですよ、非科学的ですよ。うふふふふ」

　オレと小さ夜よちゃんは、顔をつきあわせほがらかに笑い合う。

「それじゃさっそく入ってみようか」

「どうしてですか!?」

「い、いやせっかく見付けたんだし、ちょっと覗のぞいておこうと思って」

「ですが！　あの、その……そう！　明かりがありませんよ！　あんな暗いところを明かりなしに進むのは大変危険です！」

「明かりならほら、ライターあるし」

　水着が大量に入ったボストンバッグにライターが一緒に入っていた。

　普段は愛め衣いがめんどくさがって、自身の力で薪たきぎを燃やしている。

「あう。で、でも、今日はテレビの占いで『滝の裏にある洞どう窟くつに入ると死ぬ！』と言ってましたし」

「ずいぶんピンポイントな占いだな！　だいたいテレビなんかないだろ。どうしたの小夜ちゃん、なんだか様子がおかしいよ？」

「いえ、別に、その……なんでもありません」

　彼女はもじもじと体をゆらす。

「そう、ならさっそく入ろうぜ」

　オレは適当な長さの枝を拾い、火を灯ともす準備を始めた。




　外と比べて洞窟内は肌寒い。

　オレは右手に燃えた木切れ、左手は小夜ちゃんに両手で握にぎられていた。

「……あの小夜ちゃん、手が痛いんだけど」

「はぐれたら困るじゃないですか。だから、しっかりと握っておかないとダメなんです。優兄さんは男なんですから、少し我慢してください！」

「いや、少し我慢っていうか、犬神姿の小夜ちゃんが全力で握ると、指の骨っていうか肉ごと潰つぶれちゃうんだけど」

　それを男だから我慢しろっていうのは、かなり酷だ。

　ぴちゃーん、ぴちゃーんと前方から音が聞こえてくる。

「ひぃ！　な、何の音ですか！」

「たぶん、水が染みて天井から水滴が落ちてくる音だよ」

「きゃぁ！　せ、背中に何か冷たいモノが！」

「いや、だから水滴だろ。天井から染みて落ちてくる――って、うぉお!?」

　小夜ちゃんが腕にしがみついてくる。

　彼女の中学生にしては大き過ぎる胸に左腕がはさまれる。

　小さ夜よちゃんの柔らかい胸が『むにゅん、むにゅん』と形を変え押し付けられる。

　彼女は長いまつげが濡ぬれるほど目に涙をため震える。

「……もしかして小夜ちゃん、お化けとか幽霊とか苦手なの？」

　その質問に彼女は、涙目で睨にらんできた。

「な、何をおっしゃっているんですか、ゆ、優兄さんはっ。私、今年で十四歳ですよ。なのにお化けが怖いだなんて。まさかそんな――」

「あれ、小夜ちゃんの肩に女性の手が……」

「きゃぁ―――！！！！」

　今度はオレの胸に飛びこんでくる。

　水着の布越しに中学生のおっぱいが体に密着してくる。

　圧迫されぷるんとつぶれた柔らかい二つのメロンが、オレの胸に押しつけられ、体が動くたびに形を変え、上下に揺れる。

（小夜ちゃんの胸の谷間が、目の前に……ッ）

　もちろんオレは年上のお姉さんのおっぱいのほうが好みだが、もともとおっぱいに貴き賤せんはなく。おっぱいとはおっぱいという存在自体すでにおっぱいなので、年齢や大きさなので区別をつけられるものではない。つまり何が言いたいかというと人類はおっぱいに始まり、おっぱいで終わり、再びおっぱいにより復活する――












（って、何を考えてるんだ、オレは！！！）

　あまりの気持ちよさにおっぱい論を展開してしまうところだった。

　オレは涙目で抱きついてくる小さ夜よちゃんに微苦笑で告げる。

「ごめんごめん、嘘うそだよ、嘘。女の人の手なんてのってないよ」

「ふぇ、嘘ですか？　も、もうー優兄さんの意地悪！」

　小夜ちゃんはいまだ抱きついたまま、涙目で下から睨んでくる。

「やばい、怖がってる小夜ちゃん可愛かわいいすぎるし」

「はい？」

「……いや、こっちの話。でも意外だな、小夜ちゃんってお化け苦手なんだ。占いとかは好きなのに」

「占いとお化けはぜんぜん違いますよ」

　どっちもオカルトではないのか？　その辺を突っ込むと面倒だから黙っておこう。

「それでどうしてお化けが苦手なの？　昔出くわしたとか？」

「だ、だって、お化けや幽霊って肉体がないから、攻撃がきかないじゃないですか」

「……へぇ？」

「攻撃さえ当たれば、エイリアンだって倒す自信はあるんですが」

　そういう怖さかよ。小夜ちゃんらしいと言えば、らしいが。

　しかし小夜ちゃんが怯おびえている姿はなんて新鮮なんだろう。

　そんな怖がっている表情が可愛かわいくて、オレの加虐心に火が灯ともる。

「そういえば怖い話をしていると、幽霊が集まるって聞いたことがあるな。せっかくだし試してみようか」

「や、止めてくだしゃい！　本当に幽霊さんがいらっしゃったらどうするんですか!?」

「噛かむほど怖いんだ。うはっ、怖がる小夜ちゃんマジで可愛いかも」

　調子にのって話を始める。

「こほん、では。これは実際あった話なんだけどね。ある女性が、一人暮らしを始めたんだけど、午前三時になるとドアをノックされるんだ。開あけて外を確認しても誰だれもいない。そんな夜が毎日続いたんだ」

「きゃぁー！　きゃぁー！　優兄さん止めてください」

　小夜ちゃんは耳を押さえその場にうずくまる。

　オレは彼女の背後に回りこみ、右耳に話の続きをささやく。

「彼女は友人に相談すると、その友人は幽霊の仕し業わざじゃないかって言うんだ。その友達はさっそく今晩確認しようと提案してきた。そして、二人は部屋で扉がノックされるのを待った。そしていつも通り午前三時になると『コン、コン』とドアがノックされた」

「いやぁー！　優兄さんの意地悪！」

　小さ夜よちゃんは体をひねり逃れようとする。

　今度は左耳に話の続きをささやく。

「彼女とその友人は、ドア越しで声をかけた。『あなたは幽霊ですか？　ＹＥＳなら一回、ＮＯなら二回ノックしてください』。すると『コン』と一回だけドアがノックされた。さらに質問する『この部屋に住んでいた人ですか？』『コン、コン』『じゃこの部屋に前住んでいた人と知り合いだったんですか？』『コン』『その人は男性ですか？』『コン』『あなたはこの部屋に住んでいた男性を恨んでいるんですか？』『コン』。そして最後の質問をする。『それはこの部屋に住んでいた人に殺されたからですか？』」

　オレは涙目で怯おびえている小夜ちゃんの正面に回りこみ、その両腕を耳から外す。

　彼女は子犬のように震えていた。

　その表情がさらに嗜し虐ぎやく心をいっそう掻かき立たてる。

「『バン！バン！バン！バン！バン！』って複数の幽霊たちがドアを叩たたいたんだって！」

「きゃぁぁぁぁっぁぁぁっっぁっぁあッ！」

　最後のオチを盛大に告げた刹せつ那な、オレの体は空中を舞った。

「ぐふぅ！」

　小夜ちゃんに投げられたのだ！

　背中から容赦なく固い地面に落ちる。

「げほ！　ごほ！　アイタタタ……」

　そんなオレを小夜ちゃんが、怒りと恐怖で真まっ赤かになった顔で睨にらみ付つけてくる。

「優兄さんのバカ！　お、女の子のイヤがることをするなんて！」

「ご、ごめんなさい」

「もう、知りません！」

　完全にへそを曲げた小夜ちゃんが、不機嫌そうに背を向ける。

　やばい、完全に怒らせてしまった。

　オレはまだ痛む背中を堪こらえ、立ち上がる。

　あれ、でもなんか頭にぬるぬるするものが……なんだか視界も悪いし。

「優兄さんが、時折ハメをはずしたくなるのも分かります。ですがここは危険な見知らぬ場所、もう少し節度ある大人おとなとしての対応を――」

　小夜ちゃんは振り返ると、言葉と同時に動きまで止める。

「小夜ちゃん？」

「きゃ、きゃぁぁぁあぁあッ！　お化けぇぇぇぇぇぇえッ！！！」

「えっ!?　ちょっ！　小夜ちゃん!?」

　彼女はオレに背を向けると一目散に洞どう窟くつの奥へと走り去る。

　お化けって、何をそんなに驚いているんだ？

　その原因はすぐに分かった。

「うげ、水滴でぐっちょり濡ぬれた草が髪の毛にからまってたのか」

　これを見て小さ夜よちゃんが、オレをお化けと勘違いしたのか。

　普段では考えられないドジっ娘こ状態だな。

　オレは落ちたたいまつをかざし、走り去った小夜ちゃんの後を追った。




　洞どう窟くつを抜けると、そこには遺跡があった。

　遺跡の正面には木々が生い茂っている。ここは恐らく山の裾すそあたりだと思う。

　遺跡は山の岩を直接削り、神殿のような柱を作ったり、壁には仏の顔や象が向き合い鼻を伸ばし触れ合う姿や下半身が魚で、胴体が人、顔が虎とらをした怪物の姿などがデザインとして彫られていた。

　ネットで見たカンボジアのアンコールワットに似ている。

　かなり古い時代の遺跡らしく、壁や柱は緑のコケがむし、ツルがからみ、風雨にさらされあちらこちら欠けていた。

　だが、そういうところが逆に世界文化遺産にも引けを取らない凄すごみと年月を感じさせる。

「!?」

　遺跡の奥に佇たたずむ人を見付ける。

　男性だ。

　遠目だから細かい容姿までは分からないが髪の毛は剃そったようにツルツルで、この真夏日に涼しげな顔で、スーツの上に白衣をはおっている。

　まるで間違って真昼に出てきた幽鬼のような人だ。




『……ようやく、駒こまが揃そろったな』




　男の唇が動き、そう喋しやべったような気がした。

　追いかけようとするが、一瞬後に男は後ろを向き、遺跡の中に消え去っていく。

「……それ以上行ってはダメです、お兄ちゃん」

　突然、背後から声をかけられたため、慌てて振り返る。

　いつのまにかそこには、久遠くおんが立っていた。

「久遠!?　どうしてここに」

「……無人島調査の休憩中です。近くまで来たので散歩がてら遺跡を見に来たんです」

「愛め衣いたちは心配してないのか？」

「……大丈夫、ちゃんと断りを入れました」

「そっか。オレは滝の裏に洞窟があって、そこを抜けたらここに出たんだ。久遠はどうやって来たんだ？」

「……ジャングル側から来ました。ここの入り口は木々が邪魔でまず人が入ってくることはないと思ったんですが。もうひとつあることを失念していました」

「どうかしたか、久遠くおん？」

「……いえ」

　久遠の態度に首を傾かしげながらも、それ以上の追求はせず改めて視線を遺跡に向けた。

　男性の姿は煙のように消えていた。

　さっきのは見間違いだったのか？

「……お兄ちゃん？」

「いや、さっきあの門の奥にオレたち以外の人がいたんだよ。スーツに白衣を着て、頭はお坊さんみたいにツルツルな人が。久遠は見なかったか？」

「……ッ!?」

「久遠？」

　彼女が驚きよう愕がくしているのを肌で感じる。

「……お父さんはお姉ちゃんに監禁されているはず。外に出るなんてできるはずない……」

　まるで念仏のようにぼそぼそと呟つぶやく。

　その声こわ音ねはチョウの羽音のように小さく、オレの耳まで届くことはなかった。

「大丈夫か、久遠？　顔色悪いぞ」

「……だ、大丈夫です。とにかくあの遺跡の中は毒ヘビや毒グモの巣になっていますから、危険です。行ってはダメです」

　声音はいつもの抑制されていたが、その瞳ひとみには強い困惑と怯おびえの色が浮かんでいた。

　ここで彼女を問い詰めてもよかったが、それ以上に瞳に浮かんでいるその不安をぬぐってやりたかった。

　オレは笑って、久遠の頭をなでる。

「そっか。教えてくれてサンキューな。あの遺跡にはこれ以上近づかないよ」

「…………」

「ところで小さ夜よちゃん見なかったか？　あそこの洞どう窟くつから走って来たと思うんだけど」

「……小夜お姉ちゃんなら、あそこです」

　久遠の指さした先に、小夜ちゃんが額ひたいを赤くし、目を回していた。

「……目をつぶっていたせいで、木にぶつかったんです。突然のできごとだったので、止めることができませんでした。でも、命には別状はありません」

「久遠は悪くないよ。どっちかっていうと怖がらせ過ぎたオレが悪い」

「……どんなことをすれば、あの小夜お姉ちゃんがあれほど取り乱すんですか？」

「大人おとなには色々あるんだよ」

「……（ぽっ）」

「イヤ、今考えてることは絶対に違うから」

「……そうですか。あやうくお兄ちゃんをキモチワルイリストナンバーワンに登録するところでした」

「本当に、誤解がとけてよかったよ」

　オレは目を回している小さ夜よちゃんを背負うと、来た道を戻ることにする。

「久遠くおんも一緒に行くか？　一人だと迷うかもしれないし」

「……大丈夫です。一人で帰れます」

「そっか。でも、いつまでも一人でいないで、早めに二人のところに戻るんだぞ」

「……はい。それとお願いがあるんですが」

「お願い？」

「……この遺跡のことです。まだお姉ちゃんたちに教えないで欲しいんです。ここはさっき言ったとおり危険な場所ですから。下へ手たに教えない方がいいと思うんです。絶対です」

　足を止めて、久遠の目を見る。

　彼女は言いづらそうに、首からぶら下げた鍵カードキーを握にぎり締める。

　その台詞せりふは、恐らく本心ではないのだろう。

　この遺跡には、久遠がオレたちにまだ知られたくない秘密があるんだ。だから、遠ざけたいのだろう。

　オレは追求せず、彼女を安心させるため賛同する。

「了解。それじゃ愛め衣いたちには黙っておくよ。でも、小夜ちゃんはどうする？　彼女はこれを見たんじゃないのか」

「……いえ。遺跡の存在を知る前に気絶してしまったので、大丈夫です」

「そっか。それじゃまた後でな。久遠もちゃんと愛衣とありすのところに戻るんだぞ」

「……はい。また後で」

　オレたちの姿が見えなくなるまで、久遠はその場を動くことはなかった。





　◇






「はぅ～おでこが痛いです」

　洞どう窟くつを抜けると同時に小夜ちゃんが目を覚ました。

　彼女は滝につくと水を飲むため川縁に近づき、転んで、額ひたいを打ったことになっている。

　洞窟内でした怖い話どころか、入った記憶すらないのが心配だ。しかし記憶の混乱以外、特に吐き気も頭痛もないから大丈夫だろう。

　現在は赤く染まった夕陽を浴びながら、小屋に帰るため砂浜を二人で歩いている。

「しかも優兄さんの前でドジを踏むなんて、一生の不覚です」

「まぁまぁ、河童かつぱの川流れ、猿も木から落ちるって言うし。誰だれだって失敗ぐらいするさ」

「そう言っていただけると嬉うれしいです。けど……」

「どうしたの小さ夜よちゃん？」

「いえ、私の勘違いだとは思うのですが、優兄さんにひどく意地悪された気がするのですが……」

　彼女は瞳ひとみを闇やみ色いろに染め、血のように赤い夕陽を浴びながらこちらを見つめてくる。

「き、気のせいだよ！　気のせい！　オレが小夜ちゃんに意地悪するはずないだろ！　いやだなぁ～もぉ～」

「ですよね。そうですよね。いやですわ、私ったら」

　もう二度と小夜ちゃんをからかうのは止めよう。オレは堅く心に誓った。

「優ゆう樹き！　小夜ちゃん！　遅いわよ！」

　砂浜の先に愛め衣い、ありす、久遠くおんがすでに待っていた。

「お帰りなさい。優樹、小夜ちゃん。ちゃんと誘惑にはのらなかったかしら？」

「ありす、開口一番それかよ」

　しかもその口調は、浮気を心配しているものではなく好奇心の色が濃い。

「で、どうなの？」

「愛衣まで。もちろん何もなかったよ」

「優兄さんの言うとおりです」

「ふん、それじゃ調査の報告をしましょう。こっちはたいしたものはなかったわ」

「唯一の収穫は結構な数の果実がなっている場所を見付けたぐらいね」

　愛衣の報告に、ありすが補足をくわえる。

「それでそっちは何かあったかしら？」

　愛衣の質問に久遠が眉まゆ根ねをかすかに寄せる。

「同じくとくに何もなかったよ。滝があったぐらいかな。ねぇ、小夜ちゃん」

「はい。それ以外はとくに何もありませんでした」

　久遠の瞳に安あん堵どの光が灯ともる。

　だが、焦燥感が完全に消えることはなかった。

　そんな彼女の姿が、昔の愛衣と重なる。

「収穫なしか。骨折り損のくだびれ儲もうけ、だったわね」

「でも、新しい果実の場所を見付けられたのはよかったですね」

「小夜ちゃんの言うとおりよ。それにまだ行ってない場所だっていっぱいあるんだし」

　ありすはフォローを入れると、ある提案をする。

「それじゃごはんを作る前に、汚れを落としましょう。題して『ドキッ☆女だらけの第一回無人島調査反省会！　ぽろりだらけだよ！』」

「ありすさん、何ですかそのタイトルは？」

　小さ夜よちゃんは意味が分からず小首をかしげる。

「ノリと勢いで言ってるだけだからあまり深く考えないで」

「でもたしかに汗臭いですし、みんなで一緒に入りませんか？　ねぇ、くーちゃん」

「……（こくり）」

「それじゃ食事を作る前に露天風ぶ呂ろに入るわよ」

　愛め衣いの先導でみんなは手作りの露天風呂へと歩き出す。

　その中で、久遠くおんの瞳ひとみに浮かんでいた負の感情がかすかに薄まったことに気付く。

　彼女がオレたちの側にいることを苦痛ではなく、幸福だと想ってくれている。

　オレはそれがただ嬉うれしかった。

「優ゆう樹き」

「うん、なんだい愛衣？」

　微笑ほほえみを浮かべながら、彼女たちの後を付いて行くと呼び止められる。

「何ニヤニヤ笑ってナチュラルに付いて来てんのよ！　このヘンタイ！　ダメ人間！」

「えっ！　ちょッ!?　ち、ちが――ぐぼばぁッッッッ！！！」

　オレは愛衣のゼロ距離ドロップキックを喰くらい、赤く染まった海へとダイブした。





■第五章　久遠の真実







　第一回無人島調査を終えた翌日。

　朝食を終えると、午前の仕事分担を決めた。

　オレと久遠は、川へ水みず汲くみに。

　考えてみればあの遺跡以来、二人っきりになるのは初めてだ。

　オレは川に着くと岩に腰掛け、クツを脱ぎ足を水に浸す。

「おぉ～気持ちいい。久遠もしてみろよ。冷たくていい感じだぞ」

「……仕事」

「ちゃんとやるって。でもこれって昼飯用の水汲みだろ。昼までに戻ればいいんだからそんな慌てなくて大丈夫。ちょっとぐらい日向ひなたぼっこをしても許されるって」

　彼女はそれ以上は何も言わずクツを脱ぎ、隣に座り足を浸す。

「……冷たいです」

「だろ？　それに今日も天気がいいから太陽が気持ちいいしな」

　風が吹き、ほほをなでた。

「……ありがとうございます」

「何が？」

「……一昨日おととい、お姉ちゃんたちに遺跡の存在を話さなかったことです」

「だって約束したし、久遠くおんにも色々あるんだろう。オレたちに話せない秘密がさ」

　久遠は首からさげている鍵カードキーを握にぎり締める。

「話せるようになったら、話してくればいいよ。それまで愛め衣いたちには黙っておくから安心しろって」

　オレは隣に座る久遠の頭を、くしゃくしゃとなでる。

　彼女は気持ちよさそうに目を細め、頭をあずけてくる。

「でも、困ってて助けが必要だけど、迷惑がかかるから言えないとかなら、すぐに話せよ。みんな久遠のためなら、喜んで力になるからな。特に愛衣は一番張り切ると思うぞ」

「……愛衣お姉ちゃんが？」

「たぶんあいつは久遠に自分を重ねてるんだと思う」

「……ですが愛衣お姉ちゃんと久遠は全然似てませんよ」

「昔の自分と、かな。なんでも自分の中に溜ためこんで、痛くても、壊れるまで我慢して。この世界は怖くて、辛つらいものしかないって勝手に信じこんで絶望して。だから、そんな久遠を救いたくて、あの人見知りが初対面の相手に積極的に関わろうとしているんだろうな」

「…………」

　彼女はうつむき、川の水に浸つかる自身の足先を凝視する。

「ごめん、ちょっと説教臭くなっちゃったな。けど別に怒ってるわけじゃないから」

　久遠はこくりとうなずくが、顔をあげない。

　空気を変えたくて適当な話題を探す。

「久遠あのさ」

　だが、セリフをさえぎるように久遠が顔をあげ、処女雪みたいな肌を薄紅色に染め呟つぶやく。

「……いいですよ」

「いいって、何がだ？」

「……お兄ちゃんになら、『くーたん』って呼ばれてもいいですよ」

　久遠が耳まで赤くしながら言う。

「マジで!?　『くーたん可愛かわいいよ、くーたん』って呼んでもいいの!?」

「……キモチワルイです。でも、お兄ちゃんなら許可します」

「『くーやん可愛いよ、くーやん』って呼んでもいいの？」

「……小腹が空いてそうなマヌケな呼び方ですが、お兄ちゃんなら許可します」

「『おんおん可愛いよ、おんおん』って呼ぶのは？」

「……すでに原形をとどめておらずバカにされてる気がしますが、お兄ちゃんなら許可します」

「あははは、冗談だよ、冗談。そんな風ふうに呼んでたらまるで、バカップルみたいだしな」

「…………」

　あれ、また空気が重くなったぞ？

　久遠くおんは再びうつむき水面を見つめる。

「あー、えーと、その」

　話題！　何か若者受けする話題はないのか!?

　ファッション？　占い？　スイーツ？　うがぁあぁッ！　どれも分かんね！

「そ、そういえば驚いたよ。洞どう窟くつ抜けたらあんなでかい遺跡があって。突然久遠に声をかけられてさ。よくあんな狙ねらったようなタイミングで出てこれたな」

「……偶然です」

「へぇ～。でもあまりに完かん璧ぺきなタイミングだったから、誰だれかが化けてると思ったよ。偽久遠登場？　みたいな。あっ、でも。久遠が久遠に化けるって意味分かんないな。あっ、化けたといえば、愛め衣いに化けて迫ってきた時はちょっと失敗だったな」

「……えっ？」

　久遠は顔をあげ、目を見開き驚きの表情を作る。

「外見はそっくりだったけど会話がまずかったな。愛衣は絶対にあんな風にデレないし」

「……お兄ちゃん」

「うん、なに？」

「……久遠は、愛衣お姉ちゃんに化けたことなんてありませんよ」

「へ？」

　一陣の風が吹き抜ける。

　久遠は何を言ってるんだ？

『愛衣お姉ちゃんに化けたことがない』

　じゃぁ、あの時――女風ぶ呂ろに間違えて入り、追い出された後、ジャングルで全裸のオレに話しかけ、デレた愛衣を演じていたのは誰だ？

　つまり、この島には最低でももう一人はオレたち以外のヤツが存在するってことか!?

　胃の裏側をなでられる感覚。

　暑いはずなのに、背筋と腕に鳥肌が立つ。

「くーちゃん、優兄さん」

「さ、小さ夜よちゃん！　どうしたの。愛衣と一緒に海で魚を捕ってたんじゃなかったっけ？」

「そちらが終わったので優兄さんのお手伝いに来たんです♪」

　オレは先ほど判明した事実、『この島には久遠以外、姿を変えられる妖あやかしがいる』と伝えようとするが、それより先に怒られた。

「ずいぶん時間がかかってると思ったら、サボってたんですね」

「いや、でも、昼飯用だろ？　だから、そこまで急がなくてもいいかなと思ってさ」

「お仕事はお仕事ですよ。もう優兄さんは」

　と、小さ夜よちゃんはオレたちが持ってきた手て桶おけを掴つかむ。

　この手桶も小夜ちゃんが木を切って作ったものだ。

「よいしょッ」

　身を屈かがめ手桶に水を入れ汲くみ上あげる。

　その時ビキニに包まれたおっぱいが、『ぷるる[image: ][image: ]ん☆』と揺れる。

「あっ、もう優兄さんったら。そんな胸ばっかり見て、恥ずかしいじゃないですか」

「ごめん、つい。でも、そんなに立派だと、どうしても本能的に目が行っちゃうっていうか――って、あれ？　どうして久遠くおんはオレの足をぐりぐり踏みつけてくるの？」

「……別に理由はありません。そこに足を置いておくお兄ちゃんが悪いんです」

「なんか機嫌悪くない？」

「……悪くありません」

「いや、悪いだろう。オレなんかした、くーたん？」

「……『くーたん』呼ばないでください。キモチワルイ」

「ええぇぇッ！　さっき自分で言っていいって言ってたじゃないか！」

　なんで彼女はこんなにも不機嫌なんだ？

　もしかして、あれか。小夜ちゃんのおっぱいを褒めたせいか？

　この歳としの女の子はみょうに潔癖なところがあるから、『セクハラ、キモチワルイ』とか思っちゃったんだろうな。

　もっと違うところを褒めて、ごまかさないと！

　このままじゃ久遠の中でオレはセクハラ野郎にされちまう！

「そ、それにしても小夜ちゃんのビキニ姿はよく似合ってるね。浜辺の話題独占だよ」

「もう優兄さんったら褒めても何もでませんよ」

「…………（グリグリグリ）」

　おかしい。久遠がさらに足を強く踏んでくる。

「さっ、二人とも遊んでないでお家に戻りましょう」

　と、小夜ちゃんは働き者の新にい妻づまのように叱しかってくる。

　オレは彼女にならって手桶に水を汲み上げると、三人で並んで小屋へと歩き出した。




　水みず桶おけを手に戻ると、すでに仕事を終え戻っていたありすが声をかけてくる。

「ユウキ、女湯の露天風ぶ呂ろの石が崩れちゃったから直すの手伝ってくれない？」

「分かった。すぐ行くからちょっと待ってて」

　オレは水桶を指定の場所に置くと、ありすの横に並ぶ。

「それじゃ私たちは美お味いしいお昼を作りましょうか。頑張りましょうねくーちゃん♪」

「……（こくり）」

　残された小さ夜よちゃんと久遠くおんは、まるで親子みたいな会話をかわす。

　オレはそれに苦笑しながら、ありすと一緒に露天風ぶ呂ろへと移動した。

「しかし、久遠も初めて会った時に比べてずいぶん変わったよな。最初はすごく愛想悪かったけど、今はオレたちに懐いてくれて、本当によかったよ」

「…………」

「ありす？」

　隣を歩くありすからは何の反応もなかった。

　彼女は黙って歩き続ける。

　その表情はまるで、人が変わったように見える。

（そういえばこの感覚は、前にどこかで……）

　そう思った瞬間、曲がり角の向こうから一つの人影があらわれる。

「あれ、ユウキ、戻ってたんだ。…………って、なんでワタシがもう一人いるの！」

「って!?　あ、ありすが二人!?」

　オレは驚きで二人から距離を取ろうとしたが、一緒に歩いたありすに口をふさがれる。

「しっ、静かに！」

「むぐ、もご!?」

「優ゆう樹きくんと二人っきりで話がしたかったんだけどね。まさか変身している本人と出くわすとは、ついてないわ」

　彼女は軽く溜ため息いきをつきぼやく。

　そして、オレが落ち着いたのを見計らって口から手を離した。

　ボン、という音と共に煙がたったかと思うと、ありすだった姿はＴシャツにミニジーンズというラフな格好で、黒縁眼鏡めがねをかけた狐きつね耳の女性に変わった。

「どっかで会ったような……」

「ええ、優樹くんと会うのは二度目ね」

「ど、どうしてオレの名前を！」

「優樹くんだけじゃないわ。そっちがありすちゃん、他ほかの二人が愛め衣いちゃんと小夜ちゃんでしょ？　こんにちは、狐きつね火び久遠の姉、狐きつね火び花音かのんです」

　狐火花音と名のった女性は、そう言って微笑ほほえんだ。

　茶色のセミロングで身長はオレより高く、胸は控えめだがスラリと伸びた健康的な足、細くくびれた腰などまるでトップモデルみたいなスレンダーな年上の女性だった。

「く、久遠のお姉ちゃん!?　あれは夢じゃなかったのか！」

「天てん狐こ一族がもう一人この島にいたなんて」

　オレとありすは口々に勝手な感想をつげる。

「……ってことは、花音かのんさんもこの無人島に遭難してたんですか？」

　花音さんはその質問に、首を横に振った。

「いいえ、あたしも久遠くおんも遭難なんてしてないわ。約五年前、父に……狐きつね火び巌いわおにこの島に連れて来られたの。今は凍結・廃棄されたけど、百鬼夜行が『龍りゆう脈みやく』を極秘に研究するため作った秘密研究所にね」

「そんな前から久遠も、花音さんもこの無人島で生活をしていたんですか!?」

「ええ、そうよ。病弱な母のため、父は『龍脈』を治療に使用する研究に取り組もうとしたわ。けど、研究所はそれを拒否して、父を追放したの。そして、その時のごたごたで母は病死してしまった」

　彼女の話を聞いて、前にありすがしてくれた噂うわさ話ばなしを思い出す。




『百鬼夜行の龍脈研究所に勤めていた『狐火巌』っていう天てん狐こ一族の妖あやかしが、娘の『狐火花音』ともう一人の娘と一緒に、どこかの無人島に移り住んで、今でも『龍脈』を使った人体実験の研究を続けてるんだって』




　妻を救うための研究が、長い年月で人体実験という怪談めいたモノに変質したようだ。

「無人島の研究所を使えるまでに修復した父は母の仇あだをうつため、『龍脈』の莫ばく大だいな力を破壊に使う研究を始めたの。そして、研究はとうとう完成してしまった。あたしは怖くなって隙すきをついて父を部屋に監禁したわ。でも『龍脈』の巨大な力をコントロールする装置の鍵カードキーを奪うことには失敗したの。妹が――久遠が父から鍵カードキーをあずかり、研究所を飛び出してしまったから」

　花音さんは痛いほど拳こぶしを握にぎり締める。

「父は、狐火巌は『龍脈』の制御装置を利用して、百鬼夜行に……いいえ、世界に復ふく讐しゆうしようとしている！　そして、妹の狐火久遠は、その父の操り人形――他人は殺すべき存在と教えこまれた、復讐の信奉者なの！」

　久遠が、復讐の信奉者だって!?

「だから、あの子が研究所を飛び出した後、すぐに鍵カードキーを取り戻そうと何度も思ったわ。けど、踏ん切りが付かなかった。妹にこれ以上、家族を見捨てた裏切り者って憎しみをぶつけられるのが辛つらくて」

　でも、と彼女はようやく表情をゆるませる。

「久遠は、優ゆう樹きくんたちと出会って、良い方向に変わってくれた。今なら争うことなく、話し合いで鍵カードキーを取り戻すことができると思うの。だから、優樹くんたちに久遠から鍵カードキーを取り戻す手伝いをお願いしたいの」

「そんなの嘘うそよ！　久遠くおんがそんなことするはずないじゃない！」

「愛め衣い!?　いつからそこに!?」

　後ろの茂みから愛衣が肩を怒らせ姿をあらわす。

「鉢合わせしたあたりからよ。小さ夜よちゃんに優ゆう樹きとありすさんが露天風ぶ呂ろを直しに行くって聞いて、だから手伝おうと思って後を追いかけたら、偶然ね」

　それより――と彼女は、不機嫌そうに花音かのんさんを睨にらみ付つける。

「話は聞かせてもらったけど、花音さんの証言だけで、久遠が悪者みたいな証拠はないじゃない。なのにそんな話を『はい、そうですか』って信じられるはずないでしょ」

「たしかに……愛衣ちゃんの言うとおりね。証拠もないのに一方的な話を鵜う呑のみにするわけにはいかないわよね」

　愛衣の意見にありすまでもが賛同する。

　花音さんは黒縁眼鏡めがねを静かに上げ、黙考した。

「……証拠があれば信じてくれるのね。見せたいものもあったし逆にちょうどいいわ」

「見せたいもの？」

「来れば分かるわ。できれば優樹くんと愛衣ちゃんに来て欲しいんだけど」

「どうしてオレと愛衣なんですか？」

「あなたたち二人が納得すれば、他ほかの二人も必ず信じてくれるからよ」

「「「…………」」」

　花音さんの答えに、オレたちは目を合わせ黙りこむ。

　最初に口を開いたのは、愛衣だった。

「分かったわ。それじゃ優樹とわたしで行きましょう。ありすさん、小夜ちゃんたちには上う手まく言っておいてください」

「うん、分かった。二人とも気をつけてね」

「話はまとまったみたいね。それじゃ行きましょうか」

　花音さんはそう言って手を横にあった岩に置く。

　一瞬光があらわれると、人が通れるほどの黒い穴が開く。

「なんですかこれ？」

「父の研究所に直結しているわ。空間を『龍りゆう脈みやく』の力でつないだのよ」

「……害はないんでしょうね」

　愛衣がイヤそうに顔をしかめる。

　しかし、ここでそんな言い争いをしても無意味だ。

　オレは恐る恐る足を踏み入れる。

　黒く薄い膜のようなモノを抜け、天地が逆になったような違和感を覚えた後、とてつもない広い空間へと出る。

「うわぁ」

「すごい……機械がいっぱい」

　愛め衣いも後に続く。

　花音かのんさんが最後にあらわれて、黒い穴は消えた。

　辺りを見渡すと、体育館をさらに広くした空間に、核融合施設かと見み間ま違ごう派手な機器や太いケーブルが広がっていた。その中心に、熱を帯びた光の球が浮かび、巨大なガラス管で閉じこめられている。

　橙だいだい色いろに輝くその表面は、ヘビのような光がからまりのたうつように蠢うごめいていた。

　まるで天体写真で見た太陽のプロミネンスのようだ。

　圧倒的なエネルギーの固まり。無意識につばを飲みこむ。

「これが『龍りゆう脈みやく』……」

「正確には意図的に『龍脈』の流れの一部をねじ曲げて取り出したものね。あれでも表層のごく一部で、本体はあの下に流れているのよ」

　花音さんの説明で、さらに側により下を覗のぞきこむ。

　ガラス管の底は目視できないほど深く縦穴が掘られていた。

　オレにならって底を見ていた愛衣が指摘する。

「久遠くおんから鍵かぎを奪わなくても、これを壊せばいいんじゃない？」

「それは無理よ。装置を破壊してどんな影響が『龍脈』に出るか分からないもの。この無人島が吹き飛ぶだけで済めばいいけど……下へ手たをしたら」

　それ以上はあまり考えたくない。

「だから、装置をコントロールするリモコンを探したんだけど、父も持ってなくて、研究所のどこにもなくて。おそらく知っているのは父だけなの」

「で、その久遠のお父さんってどこにいるんですか？」

「ある部屋に監禁中よ。今画面に出すわね」

　花音さんは設置されているキーボードを操作し、画面にある一室を映し出す。

　真っ白な部屋だった。

　床も、天井も、壁にかけられた時計も白かった。

　一人の男がその部屋で、ベッドの端に座りカメラを凝視している。

「これが父よ。力で破壊できない以上、無理矢理にでもリモコンのありかを聞き出さないといけないかもね。父さん、聞こえる？　お願い、いい加減リモコンを渡してちょうだい」

　だが、花音さんと久遠の父――狐きつね火び巌いわおさんは反応を示さない。

　ただジッとカメラのレンズを見続けている。

　オレはその顔に見覚えがあった。

「こ、この人に、外で会ったことがあります。ついこのあいだ。山やま裾すその遺跡で！」

「!?」

　このセリフに花音かのんさんの顔色が一瞬で変わる。

「そんな、ありえないわ！　遺跡って言ったら山やま裾すそにある遺跡よね？　あそこは研究所の入り口なのよ！　部屋から出られないはずなのにどうしてそんなところに!?」

　なるほど、あの遺跡はこの研究所の入り口になっていたのか。

　だから久遠くおんは、オレをあそこに近づけたくなかったのか。

　花音さんが真まっ青さおな表情でキーを叩たたく。

　画面の映像が乱れる。

　一瞬後、画面に砂すな嵐あらしが走る。再度画面が映り、部屋が映し出された。

「誰だれも、いない!?」

　部屋の中はもぬけの空だった。

　どうやら、ダミーの画面を流し続けていたらしい。それにまんまと騙だまされていたようだ。

「……久遠のところ！　彼女が持っている鍵カードキー！」

「鍵カードキーって、首から下げているあれか!?」

「父は久遠に接触するはず、あれを奪われたら手遅れになる！」

　花音さんは機器を操作し、再び空間に穴をうがつ。

　その中に飛びこみ、再び元の場所に戻る。

「……愛め衣い、大丈夫か？」

「うん、それより急がないと」

　空間を超えた時に生じる体の違和感を押し殺して、足下の土の感触を確かめる。

　辺りを見渡すと、そこにはありすが待っていてくれた。

「お帰りなさい。さっき小さ夜よちゃんがそろそろ料理ができるから呼びに来たわ。かいつまんで状況は説明したけど……そっちはどうだったの？」

「久遠は？　久遠は無事なのか!?」

「無事って言われても……小屋で昼食を並べてるって聞いたけど」

　花音さんを振り返る。

「父がいつ来るか分からないわ。早く久遠から鍵を返してもらわないと！」

「渡してくれなかったら？」

「直接奪うわ。恨まれるのは一人で十分よ」

　彼女は拳こぶしをかためて覚悟を決める。

　数秒ほど迷ってから、オレはそんな彼女にある要求を告げる。

「……オレは研究施設を見せられて花音さんの言い分を信じることにしました。だから、久遠から鍵を取り返す協力をします。愛衣もそれでいいな」

「…………」

　彼女は反応を見せず、下唇を切れそうなほど噛かみしめそっぽを向く。

　幼なじみの嫌々ながらの同意に視線を花音かのんさんに戻す。

「けど、ひとつだけ条件があります。鍵かぎに関してオレから話をします。ですから、その話が終わるまで待ってて欲しいんです」

「……分かったわ。それじゃお願いね」

「……行こう、優ゆう樹き」

　花音さんの同意を得ると、すぐに愛め衣いが声をかけてくる。

　オレと愛衣、ありすは花音さんをその場に残し小さ夜よちゃんと久遠くおんが待つ小屋へと戻った。




　手作りの階段を使い、木の上に作った小屋へと入る。

　小夜ちゃんと久遠が出迎えてくれた。

「……お帰りなさい」

「お帰りなさい♪　ちょうどお昼の準備ができたんですよ」

　小夜ちゃんもありすに聞かされて何が起こっているか知っているはずなのに、そんな気配などみじんも出さずいつもの笑顔を浮かべている。

　オレはなるべく自然に笑い、いつもの調子を心がけ反応を返す。

　部屋には人数分のお昼が床にキレイに並べられていた。

「お、おー美う味まそうだね！　これ全部小夜ちゃんが作ったの？」

「いいえ、この焼き魚はくーちゃんが一人で作ったんですよ」

　たしかに他ほかの料理――ワカメと貝のスープやエビと白身魚の香草焼きに比べて、所々焦げていて塩の振り方も均等ではない。

　しかし、不器用に一生懸命作ろうとした気持ちがこめられているのが一目で分かる。

　愛衣は腕を組み、上から目線で批評する。

「へぇー、久遠もなかなかやるじゃない」

「なかなかって……どっかの誰だれかさんみたいに料理が爆発しないだけマシなんじゃ……」

「優樹、今、何か、言ったかしら？」

　なんで区切って言うの!?　凄すごく怖いんですけど！

「何でもない、何でもないよ！　それより腹も減ったし食べようぜ！　いただきます！」

『いただきます』

　オレの掛け声に合わせて、愛衣たちも手を合わせる。

　みんな早速、久遠が作ってくれた焼き魚に口を付けた。

「……どう、お兄ちゃん」

「うん！　お世辞抜きで美お味いしいよ！　塩加減もちょうどいいし」

　久遠は褒めると嬉うれしそうに口元をほころばせ、自分も焼き魚を食べる。

　さきほど久遠くおんの姉・花音かのんから聞かされた話などなかったように楽しい団だん欒らんが続く。

　久遠の父親はまだあらわれていない。

　このまま鍵カードキーの話などしなくてもいいかもしれない。

　久遠が眠った隙すきに手に入れればいいじゃないか。

　そうすれば誰だれも傷つかなくて済む。

　久遠も寝ている間になくしたと納得するかもしれないじゃないか。

「…………」

　――いや、それじゃダメだ。

　オレは壁にぶつかると、傷つくのを嫌って正面から問題に取り組もうとしなかった。

　その結果、愛め衣いと小さ夜よちゃんに二ふた股またをかけ、大切なはずの彼女たちを傷つけてしまった。

　ここで逃げたら、また同じことの繰り返しだ。

　ちゃんと久遠と正面から向き合おう。

　問題を解決できるなら傷ついても、憎まれてもかまわない。

　その先に久遠との本当の関係が築けるなら、オレは笑って血を流せる。

　久遠はありすに食べさせてもらって、味の感想を小夜に言い、むせたところで愛衣がまるで手の掛かる妹の面倒を見るように水を飲ませる。

　久遠のちょっとドジなところを見て、みんなが笑う。

　彼女も恥ずかしそうにほほを赤く染め、口元をほころばせた。

　それは壊したくない、眩まぶしい光景だった。

　しかし、オレはその幸せを崩すかもしれない声をあげる。

「久遠」

「……？」

「昼ご飯を食べ終わったら、二人っきりで話があるんだけど、いいか？」

「…………（こくり）」

　彼女は小さく頷うなずいた。





　◇






　食事を終えるとすぐ、オレと久遠は後片付けを愛衣たちに任せて海岸へと出た。

　砂浜に並んで立ち、青く揺らぐ水平線をながめる。

　久遠はちらちらとこちらを盗み見ては、小さな足で白い砂を掘ったりしている。

「久遠、あのさ……聞きたいことがあるんだけど」

「……？」

「その胸に下げてる鍵カードキーのことなんだけど」

　久遠くおんの表情が、凍り付く。

　彼女が傷つくと分かっていながらも、さらに深く踏みこむ。

「その鍵カードキーって、龍りゆう脈みやく装置を起動させるモノなんだろ」

「……!?　ど、どうしてお兄ちゃんがそのことを知っているんですか!?」

　ここでごまかすのはたやすい。しかし、オレは正直に話した。

「実はさっき、久遠のお姉ちゃん、花音かのんさんに会って話を聞いたんだ。久遠のお父さんのこと、お母さんのこと、そして久遠自身のこと全部。研究所も見せてもらった」

　彼女は目に見えて分かるほど顔から血の気けを失う。

　大きな瞳ひとみには涙がにじむ。

　彼女は背を向けると駆け出す。

「待ってくれ！」

　すんでのところで彼女の左腕を掴つかんだ。

「……イヤ、離して！」

「落ち着いて久遠！　愛め衣いも、小さ夜よちゃんも、ありすも、オレもみんな久遠の秘密を知ったからって軽けい蔑べつしたり、嫌ったりなんてしてないよ！　だから落ち着いて！」

　彼女は逃げるのを止めると、怯おびえた瞳でこちらを見上げてくる。

「……どうして、久遠を嫌いにならないって言えるんですか？　だって、大勢の人を殺そうとしたんですよ」

「それはみんな、久遠のことを……」




「久遠、ようやく会えたな。儂わしの可愛かわいい娘よ」




「「!?」」

　セリフの途中で、聞き覚えのない声こわ音ねに遮られる。

　久遠の背後、山側のジャングルから一人の男が姿をあらわした。

「久遠、よく儂が監禁されているあいだ鍵カードキーを守ってくれた」

「お、お父さん……」

　彼女は、その視線の先に立つ男を、父と呼ぶ。

　背はオレより若干低い。

　髪の毛やまゆ毛をすべて剃そり落おとした卵みたいなツルツルの顔と頭。

　この真夏日に涼しげに、スーツと白衣に袖そでを通している。

　彼こそ、久遠と花音さんの父、狐きつね火び巌いわおだ！

「お父さん！」

「!?」

　突然の父の登場に、花音かのんさんが約束を破り久遠くおんの前に姿をさらす。

　彼女に遅れて愛め衣いたちも後に続く。

　オレと久遠を挟んで、狐きつね火び巌いわおと愛衣たちが対たい峙じする。

「どうやってあの部屋から出たのよ！　鍵かぎは完全にかかっていたはずよ！」

「その慢心と盲目がつけいられる隙すきを生み出すのだよ。元もと々もとあの廃棄された研究所を使えるまで修理したのは儂わしだ。永続的に監禁することなど不可能だよ。少々出るのに時間がかかってしまったがね」

　巌が久遠へ手のひらを差し出す。

「久遠、いい子だ。ちゃんと鍵を守ってくれていたようだね。これで珠子たまこ、お母さんの仇あだを討つことができるぞ。さぁそれをこちらに渡しなさい」

「久遠！　渡しちゃダメだ！」

　オレは側にいる彼女を止めるため、叫ぶ。

　それを引き金に愛衣と小さ夜よちゃん、ありすが久遠と巌を取り押さえようと地を蹴ける。

「……来ないで！」

　が、その動きに久遠がブレーキをかけた。

　彼女は手から生み出した狐火をナイフ状にして、オレの喉のど元もとへ突きつけてくる。

「う、嘘うそでしょ」

　愛衣はそんな光景に、突然ほほをぶたれたような呆ぼう然ぜんとした表情を作る。

「……動かないでください。手元が狂います」

「よくやったぞ、久遠。さぁお嬢さん方、下へ手たな動きをすればこの少年は死ぬ。花音が動いてもだ」

　歯は噛がみする愛衣たちをよそに、巌はゆっくりとした足取りで久遠の側へと歩み寄る。

　そして、彼女の胸から鍵カードキーを奪う。

「…………」

　久遠は父親に頭をなでられても嬉うれしそうな表情を浮かべない。

　巌はそんなことにも気付かず、オレを楯たてに愛衣たちにさらなる命令を告げる。

　白衣のポケットから手錠を取り出し、彼女たちの足下に投げる。

「妖力を封じる特別製だ。全員手と足につけなさい」

　愛衣たちは悔しげに巌を睨にらみつけるが、指示通り手錠を手足につける。

「花音、オマエもだ」

「分かってるわ。だから、久遠に人殺しなんてさせないで」

「なら早くつけるんだな」

　花音さんは言われるがまま足下に投げられた手錠をつける。

　ジャングルと砂浜の境界線まで下がるよう指示を受け、彼女たちは渋々だが従う。

　妖力は手錠で封じられ、人並みの力しか使えず、さらに巌いわおから約九メートルほど距離をとられたせいで奇襲をかけることもできなくなる。

　そしてようやくオレは喉のど元もとから炎の刃がはずされる。

「その少年にもいちおう手錠をつけておきなさい」

　久遠くおんは父親の言うとおりに動く自動人形みたいに指示に黙って従い手錠をかけてくる。

　オレは愛め衣いたちに対する人質のためか、巌や久遠から距離をとられることはなかった。

　巌はスーツの内側から、テレビリモコンのようなモノを取り出す。

　そして、久遠から奪った鍵カードキーを差しこんだ。

「龍りゆう脈みやく制御装置起動」

　告げて、リモコンを地面へと向ける。

　砂浜に幾何学模様が光り、身の丈約三メートルの青い鬼と赤い鬼が姿をあらわす。胸板はプロレスラーのように厚く、手には黒く太い彼らと同じ長さの金かな棒ぼうが握にぎられていた。

　ありすが驚きの声をあげる。

「呪じゆ文もんなし！　媒体なしの式神召喚!?」

「えっ？　どういうこと。これ凄すごいのか？」

「凄いとかいうレベルじゃないわ。早い話、なんの準備もしてないし突然目の前にケーキを出現させたようなものよ」

「それなんて魔法!?　てか、そのリモコンが龍脈制御装置なのか？」

「本体はあくまで研究所の地下よ。あれはその本体をコントロールするリモコンなの」

　と、花音かのんさんが疑問に答えてくれた。

「お嬢さん方、この程度で驚いては困るよ。『龍脈』の力を使えば、鬼神クラスの式神すら召喚可能なのだから。こんな風ふうにね」

　今度リモコンを海上に向けボタンを押す。

　さきほどとは比べものにならないほど大きな幾何学模様が浮かぶと同時に、全長二十メートルはある大鬼が姿をあらわす。

「だが式神召喚・制御などこの制御装置の一端でしかない。この装置の優れた点は日本全国にある聖域パワースポツトにアクセスできることだ！　これで全て順番に臨界暴発メルトダウンさせれば、日本という国を消滅させることだってできるのだよ！」

　巌は狂気的な目でリモコンの操作を始める。

「くっはははあッ！　我が妻、珠子たまこを奪った罪人ども！　今こそその罪をうけるがいい！」

「……待ってください」

　その手を止めたのは、久遠だった。

「……今すぐに使うのは得策ではありません」

「ほう、どうしてだい？」

「……お母さんを殺した連中は、いまだその罪深さを理解していない。だから、龍りゆう脈みやく制御装置を交渉材料に百鬼夜行と話をし、お母さんを殺した研究員たちを目の前に連れてきて、謝罪させるべきです」

　巌いわおは眉み間けんにシワを寄せ考えこむ。

「ふむ、たしかに久遠くおんの言うとおりだ。ちゃんと自身が犯した罪科を教え、その重さを理解させねばならないね。久遠は儂わしに似て頭がいい。では、条件付きでその案を実行しよう」

「……条件？」

「これでその少年を殺しなさい」

「……!?」

　巌はスーツの内側からリボルバーの拳けん銃じゆうを取り出すと、久遠に握にぎらせる。

「疑っているわけではないが、数日間一緒に彼らと行動を共にして珠子たまこを……お母さんを殺した奴らの仲間に情を移したのではあるまい？　その疑いを晴らして欲しいのだよ」

　巌は安全装置を外し、撃鉄を上げ、矛ほこ先さきをオレへと向ける。

　引き金に久遠の人差し指を乗せると、手を離した。

「さぁ久遠、その少年を殺しなさい。そして、儂に家族の絆きずなを見せておくれ」

「お父さん！　止めて！　久遠に人殺しなんてさせないで！」

　姉の花音かのんが悲鳴に似た叫び声をあげるが、父は見向きもしない。

「さぁ殺せ！　殺すんだ久遠！」

「久遠！　止めなさい！　そんな父親の言うことなんて聞かないで！」

「くーちゃん、お願い止めてください！」

「ユウキ！　逃げてぇッ！」

　愛め衣いと小さ夜よちゃん、ありすも喉のどが潰つぶれるほど声をあげる。

「……く、久遠は……」

　見上げる先に銃口と怯おびえた瞳ひとみで、バラ色の唇を真まっ青さおにした久遠がいた。

　その彼女の背後で、巌は壊れたレコードのように叫び続ける。

「さぁ殺せ！　殺せ！　コロせコロせころせころせころせころせころせコロせ！！！」

「……！！！」




　渇いた発砲音が、砂浜に響き渡る。




「……っぁ、はぁ、はぁぁ……」

　久遠は硝煙をあげる拳銃を両手で握り締めたまま、その場に座りこんだ。

　彼女の目の前には胸から血を流す父――狐きつね火び巌が仰向けで倒れている。

　久遠はオレを撃たず、実の父を撃ったのだ。

「久遠くおん……」

「……嘘うそをついてて、ごめんなさい」

　彼女は座りこんだまま、背を向けたままぽつり、ぽつりと呟つぶやく。

「……ずっと人が、世界が憎かった。大好きなお母さんが助かるかもしれなかったのに、お父さんの研究を邪魔した人たちが、お母さんが死んでも何の支障もなく動き続ける世界が、人も、妖あやかしも、久遠たち家族以外の世界すべてがずっと憎かった。だからお父さんの研究が成功して、お母さんを見殺しにした人たちや世界に復ふく讐しゆうできるって知った時、心の底から歓喜した。この苦しみと、憎しみしかない世界を壊すことができるって」

　でも、と久遠は話を区切る。

「……この島でお兄ちゃんと愛め衣いお姉ちゃん、小さ夜よお姉ちゃんやありすお姉ちゃんと出会って、酷ひどいこと言ったのに、久遠を心配してくれた。そして叱しかってくれた。泣き出すほど嬉うれしかった。お陰で自分の心の弱さを理解できた。お母さんが死んだっていう現実から目を背け、他者を、世界を憎むことで悲しみをごまかす。そんな弱い自分を……」

　彼女は背を向けたまま、手に持っている拳けん銃じゆうをこめかみに押し付ける。

「久遠！　バカなことはやめろ！」

「……来ないで！」

　慌てて駆け寄ろうとする。

　しかし、久遠の制止にその動きを止める。

　彼女は背を向けたまま別れの言葉を口にする。。

「……花音かのんお姉ちゃん。ずっと迷惑かけてごめんなさい。お姉ちゃんの言うとおり、世界は憎しみや悲しみだけじゃなかった。久遠にも血のつながりなんかなくても、大切に想える人ができました。バカな妹でごめんなさい。お父さんとは色々あったけど恨まないであげてください。お父さん、お姉ちゃんのことも愛していたんです」

「久遠！　お願いバカなマネしないで！」




「……小夜お姉ちゃん、美お味いしい料理を作ってくれてありがとう。お姉ちゃんにもっと色々な料理を教わりたかったです」

「何を言ってるんですか！　これからずっと一緒にいれば美味しいお料理いっぱい教えてあげられます！　だからお願い止めてください！」




「……ありすお姉ちゃん、久遠の知らないこといっぱい教えてくれてありがとう。無人島を出て一緒に『ＢＬＯＯＤ　ＢＬＵＥブラッド・ブルー』を観みたかったです」

「他ほかにも面白いアニメやマンガがいっぱいあるわ！　それを観ないで死ぬなんてもったいなさ過ぎるわよ！」




「……愛め衣いお姉ちゃん、こんなイヤな子の私を見捨てず面倒をみてくれてありがとう。この数日、生活を共にしてお姉ちゃんの本当の妹になった気がしました」

「わたしもよ！　わたしも、久遠くおんを本当の妹みたいに思っていたわよ！　妹ができたらこんなんだって……だから、お願い止めて……止めてよ！　お願いだからぁぁッ！」




「……優ゆう樹きお兄ちゃん、久遠は、お兄ちゃんのことが……」

　そこで彼女は言葉を詰まらせる。

「……迷惑かけてごめんなさい。……みんなのこと、大好きです」

「久遠ぉおおぉンンッッ！！！」

　彼女は振り返る。

　誰だれもが見とれるほど美しい笑顔を浮かべていた。

　そして彼女は引き金をひき絞る。




　火薬音が無慈悲に遠くの水平線まで響きわたる。




　しかし、狐きつね火び久遠に弾は当たらなかった。

　なぜなら起き上がった狐火巌いわおが、彼女の腕を掴つかみひねりあげたからだ。

「まさか本当に裏切るとはね。いちおう用心してペイント弾に替えておいて正解だったよ」

　どうやら拳けん銃じゆうにこめられていた弾丸は、ペイント弾だったらしい。

　彼――久遠の父、狐火巌の胸が赤く染まっているが、ただの塗料だ。

「……あっ、ぐぅ……」

　巌はさらに腕をひねる。

　久遠の手から拳銃がこぼれ落ちる。

　彼は腕を離すと、腹部を蹴けり上あげる。

「……ガッ、ぐぅ――！」

「久遠、痛かったよ。ペイント弾とはいえ、至近距離から撃たれて痛かったよ。痛かった、痛かったぞぉおぉおぉッ！」

　腹を蹴られ痛みに悶もだえている久遠を、父親である巌がさらに蹴りつける。

　背を、足を、頭を、執しつ拗ように何度も、何度も。

「止めなさいよ！　あんたそれでも父親なの!?」

「そうだ！　父親だ！　だが、娘たちの育て方を間違えてしまったよ！　まさか二人とも儂わしを裏切るとはね！　いや、オマエたちなど娘ではない！　儂と珠子たまこの間に子供なんていなかったんだ！」

　愛め衣いの絶叫に、彼はさらなる絶叫で答える。

　それが完全に愛衣を怒らせた。

「育て方を間違えた？　自分の子供じゃない？　いい加減にしなさいよ、このゲス野郎！　子供はね、自分の好きに、思い通りにできる人形じゃないのよ！　ぶたれれば痛いし、怒られると悲しくて、笑いかけてくれれば嬉うれしいって思う心を持った一人の人間なの！　あんたら親のオモチャじゃないのよぉッ！」

　巌いわおは蹴る足を止め、愛衣の体から間欠泉のごとく吹きあがる黄金色の光に目を奪われる。

　その光量はさらに増大し、封印のチョーカーを吹き飛ばす。

　さらに両手足を拘束する手錠に細かなヒビが入る。

「ば、バカな……ありえん！　百鬼夜行の矯正施設で使われる封印錠だぞ!?　理論上破壊は不可能なはずだ！」

　巌は後ずさり、額ひたいにびっしりと玉の汗を浮かべる。

　愛衣は噛かみつく勢いで大空へと雄お叫たけびを上げた！

「それ以上、久遠に、わたしの妹に手を出すなぁぁあっぁぁっぁぁぁッ！！！」

　そして、ついには彼女を拘束していた手錠は、ガラスのように砕け散る！

「愛衣！　久遠を助けてくれ！」

「優ゆう樹きに言われなくても分かってるわよ！」

「さ、させるかぁぁぁぁっぁああッ！！！！　アリのように潰つぶれろぉ！！！」

　巌はリモコンを海上に出現させた大鬼へと向ける。

『グォゥォォォオオオッォォオォッゥッッッ！！！』

　大鬼は雄お叫たけびを上げ、両手を重ね勢いよく愛め衣いへと振り下ろす。

「邪魔すんじゃないわよ！」

　突きだした腕に蒸気のように溢あふれ出ていた妖力が集中、瞬間、放出。




「猫ねこ又また流りゆう仙せん術じゆつ・疾しつ風ぷう迅じん雷らい！」




　砂すな埃ぼこりと水煙を巻き上げ、光の矢が大鬼を飲みこむ。

　後に残ったのは、愛衣の一撃で上半身を消失させた下半身だけだった。

「ば、化け物め！　化け物めぇぇぇぇぇぇぇッ！！！！」

　砂埃と水煙の晴れた後に愛衣の姿を見付けると、巌は震えながら吐き捨てる。

「まだだ！　久遠くおんさえいれば！　人質に取りさえすればッッ！」

　父親は蹴けり続つづけぐったりとしている娘に腕を伸ばす。

　しかし、その指が触れるより先に一陣の風が吹き抜ける。

　いつのまにか手錠がはずれた兎うさ月つきありすが、兎うさぎの瞬発力で巌より早く久遠を抱き留め跳び抜けたのだ。

「う、兎うさぎ風ふ情ぜいが！」

「……ありす、お姉ちゃん」

「もう大丈夫よ。あとはお姉ちゃんたちに任せなさい。ほら、血を舐なめて。傷が早く治るから」

　ありすは微笑ほほえみかけると自身の手首を歯で傷つけ、流れ出す血を久遠に飲ませる。

「前鬼！　後鬼！　久遠を兎から奪い返せ！」

「「グゴォオォ！」」

『龍りゆう脈みやく』で召喚された鬼たちは、久遠を奪い返すため金かな棒ぼうを振り上げ襲いかかる。

　その鬼の前に、犬耳と尻尾しつぽ姿の一人の少女が立たち塞ふさがる。




「犬いぬ神がみ流りゆう柔じゆう術じゆつ・鎌かま鼬いたち！」




　小さ夜よちゃんの白くしなやかな腕が日本刀のように鋭く走り、鬼たちを切り刻む。

「私の……いえ、私たちの妹によくも酷ひどいことをしてくれましたね。もちろん覚悟はできていますよね？」

「くそ！　くそ！　くそぉぉッ！　なぜだ、なぜなんだ！　貴様ら、手錠はどうした!?」

「愛め衣いちゃんに取ってもらいました。妖力が封印されなければ、こんな手錠外側からなら簡単に千切って壊せます」

　小さ夜よちゃんの言葉通り、愛衣がオレの手錠も飴あめ細工より簡単に引きちぎってくれる。

　オレたちは巌いわおの背後から迂う回かいし、小夜ちゃんとありす、久遠くおんと合流する。

「もう、逆転する手はないわ。はぁっ、お、となしく降伏してリモコンを渡しなさい！」

「愛衣？」

　オレたちを守るように先頭に立っていた愛衣が、耳まで赤くして荒い息をつく。

「まだだ！　まだ終わらんぞォォッッ！！！」

　発狂じみた声をあげ『龍りゆう脈みやく』の力を使って手当たりしだいに召喚する。

　再び海上に大鬼が三体あらわれ、砂浜にも鬼や大蜘ぐ蛛も、天てん狗ぐやカエルの化け物ｅｔｃ．などが召喚される。その数は百はくだらない。

「無駄だって言ってるでしょ！」

　愛衣は両手を突き出し海上にあらわれた大鬼を三体まとめて吹き飛ばす！

　しかし、また巌が『龍脈』の力を使って召喚を繰り返した。

「愛衣、もうやめろ！　いくら力のコントロールができるようになったからって手錠の破壊で体に負担かけたんだろ！　これ以上は無理だ！」

「わ、はっぁ、はぁッ、わたしなら大丈夫よ！　それにあいつの手からリモコンを奪わないと、ずっとあれが続くのよ！」

　たしかにこのままではジリ貧だ。

　なんとかしてリモコンを奪い返さないと！

「いったん引いて、奇襲をかけるのはどうでしょうか？」

「父に時間を与えてはダメ！　装置を使って日本の聖域にアクセスされてしまうわ！」

　小さ夜よちゃんが作戦を提案するが、すぐに花音かのんさんに却下される。

　戦いは愛め衣い、小夜ちゃん、花音さんが担当している。

　しかし、オレとありす、久遠くおんという戦えない者が多すぎて守りで手て一いつ杯ぱいの状態だ。

　とても攻勢には回れず、逃げて体勢を立て直すこともできない。

「……みんなと一緒に戦います」

「無理しちゃダメよ。まずは傷を治すことに専念しなさい」

「……この状況で寝てなんかいられません！」

　久遠は立ち上がろうとするが、さきほど父親に蹴けられたダメージ抜けておらずふらつく。

「ほら、無理じゃない！」

「……くッ」

　オレは横目でそのやりとりを眺めていた。そこに引っかかる何かがあったからだ。

　前に聞いた久遠のセリフを思い出す。




『……他ほかには前にも話したとおり、変身能力ぐらいです。あれは見かけが変わるだけで能力とかはコピーできませんが、自分以外他者も変化させられます。触れている間だけですけど』




「久遠！　ちょっといいか」

　オレは彼女の耳に思いついたアイディアを伝える。

　久遠は涙で濡ぬれた瞳ひとみをぬぐい、奥歯を噛かみしめ頷うなずく。

「……やります。久遠もお兄ちゃんたちと一緒に戦います！」

「ああ、戦おう。そして、久遠の父さんを一緒に止めようぜ！」

　オレは久遠の言葉に同じように強く頷き微笑ほほえんだ。

　大蜘ぐ蛛もをかかと落としで、砂浜に埋もれさせている小さ夜よちゃんに大声で指示を出す。

「小夜ちゃん、目め眩くらましお願い！」

「はい、分かりました！」

　彼女は指示に疑問も返さず、周りを囲い襲いかかってきた鬼たちを一いつ蹴しゆうしてから、オレたちの前に着地する。

　そして手のひらを砂浜に押し付ける。




「犬いぬ神がみ流りゆう柔じゆう術じゆつ秘奥義・鎧よろい通し！」




　小さ夜よちゃんを中心に爆発し浜の砂粒を巻き上げる。

　巌いわおの目から隠れたほんのわずかな隙すきに、オレは久遠を強く抱き締めた。




　砂煙が晴れ正常な視界を取り戻す。

「…………」

　巌の前には倉くら田た優ゆう樹き、猫ねこ柳やなぎ愛め衣い、戌いぬ威い小夜、兎うさ月つきありすと狐きつね火び久遠くおん、花音かのんがいる。

　さきほどと違うのは、花音とオレがありすに代わり久遠を看病していることだ。

　彼は注意深く観察しながら、鬼たちをけしかけようとはせず、待機させつづける。

「ふむ、なるほどそういうことか――そこだァァッ！」

　巌は自身から約五メートルほど離れた鬼の一体を、手から生み出した狐火で燃やす。

「あちちッ！」

　ボン！　と音がして狐火で燃やされた鬼が煙と共に元の姿に戻ってしまう。

　オレと久遠が鬼の姿に化けていたのだ。

「木を隠すなら森の中。久遠と一緒に鬼に化けて接近する……なかなかよい作戦だったよ少年」

　天てん狐こ一族は、自分以外にも他者を変化させることができる。

　その力を使ってオレと久遠は巌に近づこうとしたのだ。

　愛め衣いたち側にいるオレたちは、花音さんが丸太を変化させた偽者だ。

「しかし儂わしも天狐一族で父親だ。看破するなど造作もない。少々見通しが甘かったね」

「イヤ、ここまで近づけたら十分だよ」

　オレは巌のセリフをすぐに否定する。

　彼はいぶかしげに目を細め、対たい峙じするオレと久遠を睨にらみ付つける。

「もしこの距離にいるのが手負いの久遠とただの人間だと思いこんでいるオレ以外だったら、あんたはとっくに式神を召喚して防壁を構築していただろうね」

　オレは巌がさきほど言ったセリフを彼に言い返した。

「その心理的油断が付け入る隙すきになるんだよ！」

　オレは久遠の肩を掴つかみ正面を向かせる。

「悪いなオレみたいなダメ人間が初めてで」

「……お兄ちゃんなら平気です。だから、必ずお父さんを止めてください」

「ああ、任せろ」

　彼女はほほを赤く染め、目をつぶるとつま先立ちになる。

　オレはそっと壊れ物に触れるように、久遠くおんのルビー色の唇に自身のを重ねた。

「……んんぅッ、ンッ……」

　唇越しから温かく、甘い蜜みつのような妖力が体内へと流れこんでくる。

「……貴様！　妖力吸収能力者だったのか!?」

　その光景から導き出される答えに辿たどりつき、慌ててリモコン操作するが、もう遅い。

　久遠と約束したんだ、これで倒さなきゃ――

「オトコじゃねぇ！！！」

　そう自分に言い聞かせ、吸収した妖力を実感する。

　そして、ありすに言われたことを思い出す。

　妖力を液体として、強化したい部位に流しこむイメージ。

　オレは久遠からもらった妖力を右足に押し流すイメージをした。

　目を開き、拳こぶしを痛いほど固める。

「うぉおおおぉおおおおぉおおおおぉおおおおぉおぉおおぉッ！」

　大地を蹴ける。

　まるで砂は爆発したように吹き上がった。

　刹せつ那な――空が、風が、光が、すべてが後方へととろけ流れる。

「バカなぁぁあッ！」

　浮かび上がった幾何学模様の陣をすり抜け、握にぎり締めた右みぎ拳こぶしは巌いわおの顔へと吸いこまれる。

　硬い壁を殴ったような衝撃が右肩へ突き抜ける。

「ぐがぁぁッ――」

　彼は地面を転がり倒れる。

　手から離れたリモコンを久遠が掴つかむとすばやく操作をする。

　すると式神はまるで夢、幻のように淡い光のチリとなり消滅した。

　しかし、まだ終わってはいない！

　倒れた狐きつね火び巌は、顔を押さえながらヘビみたいな執念深い瞳ひとみで立ち上がった。

「まだだッ！　まだ終わりではないぞォぉッッ!!」

　その絶叫に久遠がリモコンを抱き締め、怯おびえる。

　オレはそんな彼女の肩を抱き締め、立ち上がった狐火巌を睨にらみ付つけた。

「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ。人質はなし、リモコンだってこっちにあるんだ。いい加減諦あきらめろ」

「貴様のような若造に何が分かる！　諦めてたまるか！　珠子たまこを見殺しにした奴らに復ふく讐しゆうするため今まで生きてきたんだぞ！　こんなことで、こんなこと程度で諦めるなど――ッ」

　だが、巌は最後までセリフを言うことはできなかった。

　狐火花音かのんが走り寄り、その右手を父親の腹へと突き刺す。




「か、花音かのん……きさ、ま……」




　巌いわおは娘を突き飛ばし腹部を押さえる。

　手のひらの隙すき間まから、赤い雫しずくがあふれ落ちる。

　巌は膝ひざから崩れ、砂浜にうつぶせで倒れた。

　花音の指先から赤い雫がこぼれ落ち、白い砂浜を汚す。

　あまりのできごとにオレたちは思考すら止めてしまう。

　最初に、声をあげたのは愛め衣いだった。

「なんで……なんで殺したのよ！」

　彼女は花音の胸ぐらを掴み怒鳴りつける。

　オレはその絶叫に我に返ると、慌てて愛衣を引ひき剥はがした。

「愛衣、止めろ！　落ち着け！」

「離せ！　離してよ！」

　小さ夜よちゃんとありすが続けて我に返り、左右から愛衣を掴み押さえつけてくれた。

　彼女はそれでも必死に振りほどき、花音さんに掴みかかろうとする。

　オレは二人の間に入り、花音さんの右手を掴み後ろへと下がらせる。

　その時血まみれの右手に違和感を覚える。

　この感触は、つい最近どこかで……

「!?」

　違和感の正体に息を飲む。

　小さ夜よちゃんとありすも気付いたらしい。

　愛め衣いはそのまま興奮して声を荒げる。

「どうして殺したりしたのよ！」

「……これ以上、狂ってしまった父をこのままにしていたらいつか本当に大勢の人を殺してしまう。だから、もうこうするしかないのよ」

『それでも！』と愛衣は叫び続けた。

「私だって父親とは生まれた時から折り合いが悪かった。それをずっとしかたないと諦あきらめて、離れて暮らしてきたわ。けど、ある人が教えてくれた！　自分が望む大切な未来を守るために、苦しくても、辛つらくても、不可能だって分かっていても立ち上がる強さを教えてくれた！　だから、わたしも傷ついても成長する覚悟を決めた！　いまだに男の人は苦手で、初対面の人は怖いけど前に進めるようになった！　そしていつかちゃんとした大人おとなになれたら、父親と会おうと決めてた。わたしに傷つく勇気を教えてくれた人と一緒に……」

　愛衣の瞳ひとみから涙がこぼれる。

　だから彼女は、初対面の久遠くおんに酷ひどい言葉をぶつけられてもめげずに関わろうとしたのか。

　傷ついても、悲しくても強くなろうと、成長しようとしていたんだ。

「また仲の良い家族に戻れる可能性はあった！　けど、殺しちゃったら……死んじゃったら、その可能性はゼロじゃない！　どうしてそんなことしたのよ……どうして……」

「愛め衣い……」

　オレは言葉をかけようと口を開くが、それ以上続けることができなかった。

　言葉を引き継いだのは、父親の横にぺたりと座った狐きつね火び久遠くおんだった。

「……ありがとうございます、愛衣お姉ちゃん。久遠たちのために涙を流してくれて」

「久遠……」

　愛衣は暴れるのを止める。

　久遠の瞳から涙があふれ、父親の背中に落ちては弾ける。

「……本当に、ありがとうございます」

　愛衣はそんな彼女の側へ歩み寄り、強く……強く抱き締める。

「……愛衣、おねえちゃん！」

　久遠も愛衣の背中に腕を回し、胸に顔をうずめ声を殺して泣き出した。

　沈み始めた夕陽は、ただ黙ってその雫しずくを赤く染め続けた。












■Epilogue　夏の終わりはすぐそこに







　スライド式の扉が開き、狐きつね火び巌いわおの暗い自室に明かりが差しこむ。

　彼はベッドの上で胸に手を当て、顔には白い布がかけられている。

　オレと狐火花音かのんさんは、部屋に入ると並んでベッドの脇わきに立つ。

「まるで豪邸にある書斎だな。遺跡の中に研究所があるって聞いたけどこれほどとは……」

「遺跡内に研究施設を作ったのは、百鬼夜行よ。あたしたちは再び使えるようにしただけ」

「へぇ～百鬼夜行の組織力ってこんなに凄すごいのか。さて、それじゃ本題に入りましょうか」

　オレはベッドに横たわる狐火巌に声をかける。

「花音さんから話は聞きました。巌さん、あなたは最初から復ふく讐しゆうするつもりなんてなかったんですね。彼女、最初から全部知った上で、巌さんの計画に付き合ってたらしいですよ」

「……そうか、花音は儂わしの計画に初めから気付いていたのか」

　やや間をあけた後、巌さんは顔にかかる白い布を自身の手で取る。

　そして、彼はゆっくりと起き上がりベッドのはしに腰かけた。

「しかし、ずいぶん手のこんだことをしましたね。なんでこんなことを？」

「……妻、狐火珠子たまこは元もと々もと体が弱くてね。『龍りゆう脈みやく』の研究者になったのも彼女の体を治したかったからなんだ。だが、結局、救えなかった。儂わしは自身の無力や彼女を失った悲しみから目をそらすため、百鬼夜行や同僚を逆恨みした。そして、偶然知ったこの無人島の研究所に娘たちを連れてきた。いつか『龍りゆう脈みやく』を完全に制御し、妻を奪った奴らに復ふく讐しゆうするのを生いき甲が斐いにね。久遠くおんが小学校一年生で、花音かのんが高校一年だった。それから六年……研究をしたが『龍脈』の制御などできないことを悟っただけだったよ」

「え!?　だって、リモコンで完かん璧ぺきに操作してたじゃないですか」

「あれは聖域パワースポツトにアクセスした訳ではなく、龍脈の表層上のエネルギーを利用したものだ。その技術も表に出ていないだけで、既存のものを流用したにすぎないんだよ。あんな『龍モ脈ノ』、どんなに人類の技術が発展しようが完璧に制御することは不可能だ。できるとしたら、神さまぐらいのものだよ」

　巌さんは鉄より重そうな溜ため息いきをつく。

「妻の死を受け入れられない儂の弱さのせいで、娘たちの人生まで狂わせてしまった。とくに久遠だ。あの子は健やかな心をはぐくむ時期に同世代の子供たちから隔離され、儂の怨えん嗟さを聞かせ続けてしまった。そのせいで家族以外の他人を憎む子に育ってしまって……」

「だから、あんな芝居をうったんですか？」

「ああ。優ゆう樹きくんたちがこの無人島に漂流したのを知って、計画を思いついたんだ。『龍脈』の制御装置が完成し復讐を始めるといえば花音が儂を監禁することも、久遠に鍵かぎを渡し外へ逃がすこともすべて計算してね。そして年の近い女の子たちと一緒に生活をすれば、久遠くおんの憎悪をときほぐすことができると、淡い希望にすがって」

　そして、巌いわおさんの予想通り久遠は、オレたちにゆっくりとだが心を開いてくれた。

「お陰であの久遠が、家族以外の他者と親しくなってくれた。後はタイミングを計って、優樹くんたちの前に出て久遠や花音かのんをいたぶり、最後は『龍りゆう脈みやく』のコントロールに失敗し自滅すれば計画は終わっていたんだが……」

　しかし、花音さんがそのことを知っていて、父親を殺すふりをしたのだ。

　巌さんの胸から流れていた血は、オレたちが久遠を騙だます時に使った赤い果実の汁だった。

　オレは一度使っていたから感触を覚えていて、花音さんの手を掴つかんだ時に気が付いた。

　小さ夜よちゃんとありすも、嗅きゆう覚かくと聴覚で気絶しただけだとすぐに気付いたらしい。

　あの場で気付かなかったのは、頭に血が上った愛め衣いと、蹴けられて失血し感覚を鈍らせた久遠だけだ。

　巌さんは震える声こわ音ねで娘に尋ねる。

「花音、ひとつだけ聞かせてくれ。どうして騙されたフリをしていたんだ？」

「お父さんはその理由が本当に分からないの？」

　彼は答えられず黙りこむ。

「あたしはお父さんが大好きで、死んで欲しくなかったからよ！　どうしてそんな簡単なことが分からないの？」

「儂わしは……生きててもいいのだろうか？　子供たちの人生を歪ゆがめた、ダメな父親なのに」

「あたりまえでしょ！　お父さんは、あたしたちのお父さんなんだから！」

「しかし、久遠は儂を許してくれるだろうか……暴力を振るい、騙だましていた儂を……」

　オレはそんな不安な雲を吹き飛ばすように、満面の笑顔で告げる。

「大丈夫ですよ。絶対に許してくれますよ。だって久遠は家族想いのいい子なんですから」




　巌さんが久遠にことの真相を話し、謝罪するために部屋を出て行く。

　父の後を追う花音かのんさんを、オレは呼び止めた。

「ところで花音さん、お聞きしたいことがあるんですが」

「なに？」

「花音さんの好みの男性ってどんな人ですかね？　年下で、ちょっとダメなところがある男ってどう思います？」

「男性の好み？　そうね、あたしの好みは……」

　彼女は一度父の出て行った後を一いち瞥べつしてから、恥ずかしそうにほほを赤らめる。

「あたしの好みは年上でハゲていて、ちょっとダメなところがある知的な男性かしら」

「そ、そうですか……」

　ふぁ、ファザコンかよ。

　唯一無人島の中でたった一人、好みの年上お姉さまだったのに……。

「あたしからも一つだけ聞きたいことがあるんだけど、いい？」

「一つといわず、百個ぐらいでもいいですよ」

　オレの冗談に彼女は反応せず、真剣な表情で尋ねてくる。

「優ゆう樹きくんって愛め衣いちゃんの神の気を浴びたから、『妖力吸収能力者』になったって本当？」

「はい、そうでけど。それがどうかしましたか？」

　花音かのんさんは口元を手で隠し、深い思考の海へと潜る。

「もし、あたしの考えが間違ってなかったら……でも、彼らはすでにこの世から……」

「花音さん？」

「ごめんなさい。ぼんやりして。ところで優樹くん。父と妹を助けてくれた恩人にこんなこと言うのは心苦しいけど。もし愛衣ちゃんと小さ夜よちゃん、どちらと結婚するかで迷っているなら、小夜ちゃんにしたほうがいいわよ」

「は、えっ？　な、なんでですか!?」

「恐らく、あたしの勘が当たっていたら――優樹くんと愛衣ちゃんは、一緒にいるだけで互いを不幸にする。絶対に結ばれない運命だから」

　彼女の声こわ音ねには、絶対的な確信が秘められていた。

「部外者が変なこと言ってごめんなさい。でも、この言葉を心にとめておいてね」

　そして、彼女は父の後を追い部屋を出て行った。

　オレは一人、部屋に残され呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

「愛め衣いとオレは、絶対に結ばれない……」

　小さく呟つぶやいたはずなのに、その声こわ音ねは耳にがんがんと痛いほど響いた。





　◇






　無人島を出て五日後の八月三十一日、昼。

　どうにか新学期が始まる前にオレたちは、住んでいた街に戻ってきた。

　不幸中の幸いで、宿題はすでに終えているため大手を振って新学期を迎えられる。

　バスから降り、自宅までの道のりをみんなで歩く。

「へぇ～、あの噂うわさが本当だったとはね」

　迎えに来てくれた猫びよう桐どう茜あかねさんは、隣を歩く狐きつね火び久遠くおんをマジマジと観察する。

　バスの車内で無人島での生活や久遠の父親、姉の話などをした。

　先頭をありす、ついで茜さんと久遠、最後にオレと愛衣、小さ夜よちゃんが並んで後に続く。

　狐火久遠は、見識を広めるため無人島から出てきたのだ。

　このことに父親の巌いわおさんは、オレたちと一緒なら大丈夫だろうと了承してくれた。

　また無人島からどのように出たかと言うと――茜あかねさんに連絡して近くの海域まで百鬼夜行の船を呼んでもらい、研究所にあったボートに乗って出向いた。

　その道筋を巌さんが照らしてくれたお陰で迷うことはなかった。

「でも茜さん、本当にいいんですか？　久遠くおんの保護者になるって」

「どういう意味だよ、優ゆう樹き？」

「だって巌さんや花音かのんさんの話を出さずに久遠の保護者になるんでしょ？　その辺の手続きとか大変じゃないんですか？」

　巌さんと茜さんは、久遠とは違って無人島で静かに生活することを選んだ。

　そのため百鬼夜行に彼らの話をする訳にはいかないのだ。

「あんな身の上を聞かされたら力にならないわけにいかないだろ。それに愛衣の妹なら、あたしにとっても妹みたいなもんだしな」

「はぁ[image: ][image: ][image: ]っ？　妹って年を考えてくださ――ぐがぁぁッ！」

　ゴス！　と、久しぶりの拳げん骨こつをくらう。

「優樹もそう思うだろ？」

「は、はい！　そう思います！」

　オレは頭を押さえながら何度もうなずく。

「それにいい子だし、若い時は色々経験するべきだよ。うんうん」

　茜さんが隣を歩く久遠の頭をなでる。

「……あ、ありがとうございます。ご迷惑をかけて申し訳ありません」

「礼なんかいいよ。賢けん悟ごくんがいなくても、適当になんとかしてあげるからね」

「賢悟叔父さんはいらっしゃらないんですか？」

「実は百鬼夜行に小さ夜よちゃんたちの捜索願いを出した後、一人で船に乗って捜しに行っちゃったんだよ。それ以来、連絡が取れないんだよね」

　賢悟さん、あなたは何をしているんですか……。

「まぁ賢悟くんだし。そのうち帰ってくるよ」

「たしかにあの人の心配をするだけ無駄だよな」

　しかし、謎なぞがひとつだけ残っている。

　結局オレが出会ったあの偽者の愛め衣いはいったい誰だれだったのだろう？

　花音さん、巌いわおさんにも尋ねてみたが、二人とも愛衣には化けていないと首を横に振った。

　だとしたら……

「何よ、わたしの顔じろじろ見て」

「あのさ、愛め衣い……もしかして偽者のフリをしてオレに会いに来たりした？」

「そ、そんなはずないでしょう！　どうして『わたしと小夜ちゃん本当はどっちが好きか』とか訊きかなきゃいけないのよ！」

　真まっ赤かな顔をして愛め衣いは抗議をしてくる。

　愛衣、語るに落ちてるぞ……。

　ふいに、花音かのんさんのセリフを頭をよぎった。




『もし愛衣ちゃんと小さ夜よちゃん、どちらを選ぶかで迷っているなら、小夜ちゃんにしたほうがいいわよ』




『優ゆう樹きくんと愛衣ちゃんは、互いに傷つけ合うだけで絶対に結ばれないわ。永遠に』




「……愛衣」

「な、なによ？」

「いつかさ、会いにいこうな。愛衣のお父さんに。一緒にさ」

「あ、当たり前でしょ！　優樹はわたしの――」

「わたしの？」

「わたしの婚約者なんだから！」

　愛衣は耳まで赤くして不機嫌そうに腕を組み、そっぽを向く。












　そんな彼女が側にいるのがただ嬉うれしかった。

　気が付けばオレもほほを赤くし笑ってしまう。

「それはつまり愛め衣いちゃんを正式な婚約者に選んだということですか？」

　声に振り返ると、小さ夜よちゃんも笑っていた。

　しかし、その表情とは裏腹に鳥肌が立つほど強烈な殺意を放ち左手をつねってくる。

「い、いや、そういう意味じゃないって！　ただ将来的にもし機会があったら、婚約者とかそういうの抜きにして一度会っておきたいだけというか……ッ！」

「あ、あんたねぇ……一度本気で地獄に堕ちたほうがいいんじゃない？」

　今度は愛衣が右手を痛いほどつねってくる。

「おっ、なんだ痴話ゲンカ？　あっははは、いいねぇ。三人とも青春してるな」

「茜あかねさんその言い方オジさん臭いですよ」

「う[image: ][image: ]ん？　そんな失礼なことを言うのはこの口か？」

　茜さんは愛衣と小夜ちゃんにマネして、オレの右ほほをつねってくる。

　先頭を歩いていたありすが、足を止め目をこらした。

「あら、ずいぶん楽しそうね。まざりたいところだけど、ユウキ、家の前に知らない女性が二人もいるわよ」

「知らない女性？」

「ええ、年上のキレイな人と胸がとっても大きい人。ユウキの新しい婚約者登場ってオチかしら？」

「優ゆう樹き！」

「優兄さん！」

「ありす！　冗談でもやめろ！　さらに被害が、広がるだろうふいろふあふうふあほ！」

　久遠くおんが茜さんとは反対のほほをつねってきたため、セリフが途中で聞き取りづらくなる。

「くーたんふうーふあん、なんでつねるんふおふおへえふうふえふうん？」

「……くーたん、呼ばないでください。キモチワルイ」

　なぜか彼女は不機嫌そうな表情で、さらに力をこめてくる。

　家の前に立っていた二人の女性が、騒ぎに気付きこちらへ向かって歩いてくる。

　距離が縮まり、オレの視力でも容姿を確認することができた。

　一人は大人おとなの女性で、肩に触れる程度のセミロングを風に揺らす。大きな胸を強調するような白のブラウスに、タイトスカート。年より若く見える童顔で微笑ほほえみを浮かべている。

　隣に立つ高校生くらいの少女は、つばの広い麦わら帽子を被っていた。

　やや垂れ目がちで可愛かわいらしく、大きく宝石のように輝く瞳ひとみ。浮かべている表情は優しげで、ワンピースから伸びる手足は、怖いほど白かった。アゴ先まで伸びたややクセっ毛の髪と大きなリボンが風で揺れる。

　だが彼女の容姿で一番目を引くのは、文句なしでその大きな胸だろう。『大きい』という形容詞を使うのが憚はばかられるほど大きいのだ。歳としが近い小さ夜よちゃんよりも圧倒的に大きい。

　気付けばみんなの手が離れ、その女性たちに釘くぎ付づけになる。

「もう、ゆーちゃんったら、どこ行ってたの？　自宅や携帯に電話かけても出ないから心配したじゃない」

　と、年上の女性が親しげに話しかけてきた。

　しかし、その存在をうまく認識できずオレは酸欠の金魚みたいに口をぱくぱくと動かす。

「か、母さん！　どうしてここに!?　父さんの単身赴任に付いていったはずだろ!?」

「どうしたも何も、様子を見に戻って来たに決まっているでしょ。それに――」

　と、母さんは、隣に立つ少女の背中を押して前に出す。

「ゆうちゃんのお嫁さんを連れてきたのよ♪」

『!?』

　みんなの驚きよう愕がくした視線を受け止めながら、少女は麦わら帽子を取り深々と頭を下げる。

「ゆうくん、ようやく会えたね。あなたの妻、そら、ただいま戻りました」


【ｅｎｄ】







あとがき




　本作をお手にとってくださって、誠にありがとうございます。斉さい藤とうです。

　今回の三巻は水着回です！

　斉藤、考えました。どうしたらヒロインたちをずっと水着姿にしていられるのか……その結論が、無人島に遭難です！

　無人島に遭難すれば周囲の目を気にすることなく、水着姿で生活してもいいじゃないですか？　お陰で最初から最後まで、ビキニ、スクール水着、ヒモ水着、ワンピース、葉っぱビキニなどなどの水着が次々と！　担当さんに『えっ……ずっと水着で大丈夫なんですか？』と心配をされるほどの水着カーニバルです！

　ちょっとでも興味を持ってくださった方は、是非よろしくお願いします。

　さて、話は変わりますが二巻原稿を終えた後、所用で実家の仙台に帰ったんですよ。

　そして、久しぶりに祖父母と会ってお茶を飲んだんですけどね、その時祖父からある重大な話を聞かされました。

「じいちゃん、真しん也やの卒業した中学校の校長と仲がいいんだよ。だから、校長に頼んでおまえの本、先生や生徒さんたちに全校集会で紹介してもらったから」

　人生で初めて飲んでいたお茶を吹き出しました。吹いたというより肺に液体が入りかけて勢いよく吐き出したに近いんですが……側にいた祖母が、『ひぃ！』って短く悲鳴をあげるほど派手に吹き出しましたよ。

　祖父の話が本当なら、中学生に二ふた股またをかけたり、監禁されたり、裸を見たり裸で抱き合うこの倉くら田たくんが、母校の中学生たちに紹介され読まれているわけです。ってか、サッカー部のみんなで撮った集合写真が学校に飾られているはずなんで『ああ、この人が中学生に二股をかける話を書いている人か……』とか、教師＆生徒たちに顔ばれしまくっている状態ですよ！　えっ？　何？　罰ゲーム？　もしくは何かのプレイ？

　いや、でも読んでもらえるのは嬉うれしいのでこれはこれであり……？　ありなのか!?

　こほん。気を取り直して！　ここで重大発表です！

　な、なんと『オトコを見せてよ倉田くん！』のコミカライズが決定いたしました！

　ドンドン！　パフパフ！

　いやぁ～奇跡って本当に起こるんですね！

　詳細はまだここには書けないのですが、近日中にＭＦ文庫Ｊホームページ、コミックアライブなどで発表されると思います（たぶん……）。

　しかし、倉田くんがここまで来られたのもひとえに未熟な斉さい藤とうを支え、応援してくださった方々のお陰です。

　まずキュート＆ビューティフルなイラストを描いてくださったフミオさま！　今回も鼻血が出るほど素敵なイラストありがとうございます！

　担当のＳさま、Ｈさま。毎度ご迷惑をおかけして申し訳ありません。編集長さま、校正さま、営業さま、自分が知らない本書にご尽力下さっている皆さま、本当にありがとうございます！

　また初めて色紙でサイン書かせてくださったアニメイト三宮店さま、あんなに大きく倉田くんのスペースを取ってくださってありがとうございます！　倉田くんを自社のホームページで紹介してくださったフロントウイングさま。フミオさまの足を引っ張らないようもっと頑張ります！

　そして、最後に読者の皆さまへ。皆さまが居てくださるお陰で、迷いながら、落ち込みながらも三巻を書き上げることができました。

　今後も倉田くんを宜しくお願いいたします！


斉藤真しん也や











　著者

　斉藤真也（さいとう・しんや）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　仙台土産で『笹カマドロップ』なるものを頂きました。十九年ほど仙台に住んでましたが、こんな土産があるなんて初めて知りました。原材料の内、水飴は分かるけど、鮭って……鮭って!?　しかも意外と食べられました。




　イラストレーター

　フミオ

　　ゲーム原画と漫画をメインに活動しています。代表作は「ほしうた」（フロントウイング）「智代アフター」（ｋｅｙ）「Ｐｉａキャロットへようこそ!!Ｇ．Ｏ．」（Ｆ＆Ｃ）。

　　ホームページ「裏ＦＭＯ」

　　http://urafmo.sakura.ne.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／フミオ

　　装丁／朝倉哲也（design CREST）
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（「お問い合わせ」へお進みください）
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